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序

茨城県は，周辺環境との調和を重視し，多様なニーズに対応した住

居環境を整備しつつ，新しいまちの形成を図るために，公共施設の整

備改善と宅地の利用増進を進めています。

その一環として，「伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業」を

進めており，その予定地内に埋蔵文化財包蔵地である前田村遺跡，高

野台遺跡，西ノ脇遺跡が確認されています。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と開発地城内の埋蔵文化財発掘

調査事業について委託契約を結び，平成4年4月から発掘調査を実施

してまいりました。その成果の一部は，既に「伊奈・谷和原丘陵部特

定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書1，2，3」として刊

行しました。

本書は，平成7年度に行った前田村遺跡の調査成果を収録したもの

であります。本書が，学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴

史の理解を深めると共に，教育，文化の向上の一助として広く活用さ

れることを希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である茨城県か

ら賜りました多大なる御協力に対し，厚く御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，伊奈町教委員会，谷和原村教育委員会を

はじめ，関係各機関及び関係各位からいただいた御指導，御協力に対

し，衷心より感謝の意を表します。

平成11年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　昌
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1本書は，平成7年度に茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が発掘調査を実施した茨城県筑波郡

谷和原村大字田字合ノ内915ほかに所在する前田村遺跡G・H・I区の発掘調査報告書である。

2　前田村遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

ノ
理　　　 事　　　 長 橋　 本　　　 昌 平成7 年4 月～

副　　 理　　 事　　 長

小　 林　 秀　 文 平成6年 4 月？平成8 年 3 月

中　 島　 弘　 光 平成7 年4 月～

斎　 藤　 佳　 郎 平成8 年4 月～平成10年 3 月

川　 俣　 勝　 慶 平成10年4 月～

常　　 務　　 理　　 事
一　 木　 邦　 彦 平成7 年4 月～平成8 年 3 月

斎　 藤　 紀　 彦 平成9 年4 月～

事　　 務　　 局　　 長
斎　 藤　 紀　 彦 平成7 年4 月～平成8 年 3 月

西　 村　 敏　 一 平成9 年4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長
安　 戒　 幸　 重 平成5 年4 月～平成8 年 3 月

沼　 田　 文　 夫 平成8 年4 月～

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成6 年4 月～

企

課　　　　　 長

課　 長　 代　 理

主 任 調 査 員

主　　　　　 任

水　 飼　 敏　 夫 平成4 年4 月～平成8 年 3 月

河　 崎　 孝　 典 平成9 年4 月～平成10年3 月

鈴　 木　 三　 郎 平成10年4 月～

画 根　 本　 達　 夫 平成 7 年4 月⊥

管 清　 水　　　 薫 平成 9 年4 月～平成10年3 月

理 海老沢　　　 稔 平成 6 年4 月～平成．8 年3 月

課 小　 高　 五十二 平成 8 年4 月～平成10年3 月

池　 田　 晃　 一 平成10年4 月～

川　 崎　 敦　 司 平成10年10月～ （平成10年4 月～平成10年9 月主事）

経

理

課

課　　　　　 長

主　　　　　 査

小　 幡　 弘・明 平成 5 年4 月～平成8 年3 月

鈴　 木　 三　 郎 平成 9 年4 月～平成10年3 月 （平成7年4月～平成8年3月主査）

佐　 藤　　　 健 平成10年4 月～

田　 所　 多佳男 平成8 年4 月～

課　 長　 代　 痙 大　 高　 春　 夫 平成 7 年4 月～平成9 年3 月

清　 水　　　 薫 平成10年4 月～
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小　 池　　　 孝 平成7 年 4 月～平成10年 3 月

宮　 本　　　 勉 平成9 年 4 月～

理 木　 下　 光　 保 平成10年‾4 月～

．課 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 西　 孝　 典 平成9 年4 月～平成10年 3 月

由

査

課

課長（部長兼務）

班　　　　　 長

安　 戒　 幸　 重 平成5 年4 月～平成 8 年 3 月

沼　 田　 文　 夫

根　 本　 康　 弘

平成8 年 4 月～

し
平成6 年 4 月～平成 9 年 3 月

主 任 調 査 員 野　 田　 良　 直 平成7 年10月～平成 8 年 3 月　 調査

主 任 調 査 員 小　 島　　　 敏 平成8 年 1月～平成 8 年 3 月　 調査

主 任 調 査 員 川　 村　 満　 博 平成7 年 4 月～平成 7 年 9 月　 調査‾

主 任 調 査 員 柴　 田　 博　 行 平成8 年 1 月～平成 8 年 3 月　 調査

副主任諷査貞 成　 島　 一　 也 平成 7 年 4 月～平成 7 年 9 月　 調査

副主任調査員 吹　 野　 富美夫 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月　 調査

整

理

課

課　　　　　 長

首 席 調 査 員

小 泉　　 光 正 平成 9 年 4 月～平成10年 3 月

川 井　　 正 一 平成10年4 月～ （平成8年4 月～平成10年3 月首席調査員）

萩野谷　　　 悟 平成10年 4 月～

主 任 調 査 員 宮　 崎　 修　 士 平成9 年10°月～平成10年 3 月　 整理 ・執筆

主 任 調 査 員 柴　 田　 博　 行 平成9 年10月～平成10年 3 月　 整理 ・執筆

主 任 調 査 員 吹 ．野　 富美夫 平成9 年 4 月～平成11年 3 月　 整理 ・執筆 ・編集

3　本書の編集は吹野が行い，第3章第4節1を宮崎が，第3章第4節2・3・4を柴田が，それ以外を吹野

が執筆した。

4　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

5　人骨・獣骨等の同定・分析については西本豊弘氏・姉崎智子氏（国立歴史民俗博物館），縄文土器の胎土

分析については井上巌氏（第四紀地質研究所），和鏡の金属組成分析については平尾良光氏・早川泰弘氏

・榎本淳子氏（東京国立文化財研究所）に玉稿をいただいた。分析結果は付章として報告する。

6　本書の作成にあたり，縄文時代の遺構と遺物については大村裕氏（千葉県立千葉高等学校）と鴨志田篤二

氏（ひたちなか市教育委員会）に，古墳時代の遺物については比田井克仁氏（世田谷区立博物館）に，平安

時代の和鏡については青木豊氏（国学院大学）に，中世の遺構と遺物については笹生衛氏（千葉県教育庁文

化課）に御指導いただいた。

7　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。
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伊奈 ・谷和原

丘陵部特定土

地区画整理事

業の事前調査

・所 収遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　 な　遺　 構 主　 な　遺　 物 特　記　事　 項

前 田村 遺跡 集落跡 縄 文 時 代 竪穴住 居跡　 121軒 縄文土器　 石器 縄文時代中期の埋葬

墓　 跡 土　　　　 坑　 872基 土偶　 土版　 耳飾り 人骨が良好な状態で

遺物包 含層　 2 か所 人骨　 獣骨　 魚骨 由土。

縄文時代後期後葉か

ら晩期の土偶 ・土版

が完形の状態で出土。

古 墳 時代 竪穴住 居跡　 11軒 土師器

平 安・．時代 竪穴住 居跡　　 6 軒 土師器　 和鏡

中　　　 世 掘立柱建物跡　　 3 棟．

地　 下　式　墳　　 8 基

井　　　　 戸　 12基

土師質土器



凡

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　3

2 3 4 5 6 7 8 9 0
b

c
d

e
t
g
h

l
l

0　　　　　　　　　 4

l

O m

l

第1図　調査区呼称方法概念図

例

1地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，

前田村遺跡はⅩ軸＝＋500m，Y軸＝＋17，480mの交点

を基準点とした。大調査区は，この基準点を基に遺跡範

囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さ

らに，この大調査区を東西，南北に各々10等分し，4m

四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，3・…‥

とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査

区内の小調査区は，北から南へa，b，C……j，西か

ら東へ1，2，3……0とし，名称は，大調査区の名称

を冠し，「Alal区」，「】〕2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　土坑－SK　井戸－SE　溝－SD　埋設土器－M　焼土遺構－F　ピットーP

遺物　土器・陶器－P　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP

土層　撹乱一K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

竃

黒色処理

炉・焼土・赤彩・遺物包含層・柱痕

●　土器　　　　□　石器・石製品　　　　△　土製品・金属製品　　　　☆　骨

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遣物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）　住居跡や土坑等の遺構は60分の1に縮尺することを原則として掲載した。

（2）　遣物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについて

は，個々にスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は炉あるいは竃をとおる軸線を主軸とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にど

れだけ振れているかを角度で表示した（例　N－10。一E，N－100－W）。炉あるいは竃がない場合

は，長径方向を表示した。なお，〔〕を付したものは推定である。

（4）　土器の計測値は，A－口径　B一器高　C－底径　D一高台径　E一高台高　F一体部径とし，単

位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付して示した。

（5）　遺物観察表の備考の欄は，実測番号（P），土器の残存率，出土層位及びその他必要と思われる事

項を記した。
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

伊奈・谷和原丘陵部における土地の区画利用は，常磐新線による伊奈町，谷和原村の玄関口として都市性の

高い街を計画的に整備するために，駅を中心とした商業・業務機能や住宅地及び誘致施設などを中心として計

画された。

この事業に先立ち，茨城県常磐新線整備推進課は，茨城県教育委員会（以下，「県教育委員会」とする。）に，

伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会した○

これに対し県教育委員会は，伊奈町教育委員会，谷和原村教育委員会と埋蔵文化財所在の有無及びその取り扱

いについて協議した。その結果，伊奈町には高野台遺跡が，谷和原村には西ノ脇遺跡，前田村遺跡が所在する

ことを確認し，県教育委員会は常磐新線整備推進課に開発地城内に埋蔵文化財の包蔵地が所在することを回答

した。平成3年11月，常磐新線整備推進課は，県教育委員会と伊奈・谷和原丘陵部地内における埋蔵文化財包

蔵地の範囲の確認及びその取り扱いについて協議を重ねた結果，記録保存の措置を講ずることとし，県教育委

員会は平成3年度末に事務手続きが常磐新線整備推進課から移った土浦土木事務所に対し，調査機関として財

団法人茨城県教育財団を紹介した。

平成4年度からは，伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業の取り扱いについては，土浦土木事務所から

今回の開発のために組織された茨城県県南都市建設事務所に移行された。

茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成4年4月1日から前田

村遺跡の発掘調査を開始した。平成4年度にはA・B区，平成5年度にはC・D・E区，平成6年度にはD区

の残りとF区の発掘調査を実施した。

第2節　調査経過

前田村遺跡G・H・I区の発掘調査は，平成7年4月1日から平成8年3月31日までの1年間にわたって実

施した。以下，調査経過について，その概要を記述する。

4月　3日から調査のための諸準備を行った。7日に県南都市建設事務所区画整理課と今後の調査についての

打ち合わせを行った。12日から補助員を投入し，平成6年度に遺構確認調査を終了してあるG区の遺構調

査を開始した。

5月　前月に引き続きG区の遺構調査をした。18日から30日までI区の山林伐関を業者に委託して実施した。

23日からH区とI区にグリットを設定し，試掘を開始した。試掘により，多数の竪穴住居跡とその他の遺

構を確認した。また，I区南東部の傾斜地には遺物包含層を確認した。

6月　前月に引き続き，G区の遺構調査を進めた。降雨により現場作業を中止する日が多く，調査の進行が滞

る。雨天の日は，遺物洗浄を実施した。7日から11日までH区とI区の表土除去をするための仮設道路を

設置した。

7月　前月に引き続き，G区の遺構調査を進めた。3日から14日までH区に防塵ネット設置を業者に委託して

実施した。17日からI区の重機による表土除去を開始し，24日から補助員の半数を投入しI区の遺構確認
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調査をG区の遺構調査と並行して実施した。下旬からは補助員休憩所と倉庫及び駐車場移設のための整地

を開始した。

8月　前月に引き続き，重機による表土除去及び遺構確認調査を実施した。G区の遺構調査については上旬か

ら中断し，補助員全員でH区とI区の遺構確認調査を行った。4日から補助員休憩所と倉庫を移設する準

備を開始し，8日には移設を完了させた。1日から10日まで基準点の方眼杭打ちを茨城県建設技術公社に

委託して実施した。

H区とI区の表土除去は11日まで行い，遺構確認調査を30日に終了する。その結果，H区南部からI区

北部にかけて遺構が密集し，約40m四方の範囲で遺構が連続する地点が三か所あることを確認した。遺構

は，竪穴住居跡68軒，土坑482基，溝18条を数えた。また，同日，ローリングタワーを用いての遺構確認

状況写真撮影を実施した。31日には，G区の遺構調査を再開した。

9月　G区の遺構調査は12日に終了し，13日にローリングタワーからの全景写真撮影を実施した。H区の遺構

調査を14日から開始した。H区とI区における縄文時代遺構の覆土には，獣骨とともに多量の魚骨類が含

まれていることを確認した。調査では，その一部をサンプリングし，水洗選別を実施した。

10月　前月に引き続き，H区の遺構調査をした。遺構が広範囲にわたり重複している地点では，土層観察用の

ベルトを縦横に設定して調査を開始した。そして，遺構を確認するとベルトを再設定して調査を進めた。

中旬からは，遺構の密度があるI区の遺構調査を開始し，H区の残りの調査はI区の調査終了後に実施す

ることにした。

4日に縄文時代中期の埋葬人骨を確認する。水分を含み脆弱なため，バインダー17で保存処理をしなが

ら覆土を少しづつ取り除き調査をした。調査の結果，全身骨が出土した。人骨の鑑定は，国立歴史民俗博

物館に依頼した。

11月　前月に引き続き，I区の遺構調査を進めた。I区中央部に黒褐色土が堆積する周溝を確認した。周溝の

中央部には主体部があり，主体部内から土師質土器が出土したことから，墳墓と判断した。

12月　前月に引き続き，I区の遺構調査を進めた。午後から強風のため現場作業を中止しなければならない日

が続いた。その日は，遺物洗浄を実施した。

1月　I区の調査は12日で終了する。上旬からはH区の調査を再開し，13日からは補助員全員を投入してH区

の残りの調査を実施した。

2月　前月に引き続き，H区の遺構調査を進めた。朝晩の冷え込みが厳しく，霜により調査の進捗が滞る。

3月　6日に委託者に対する報告会を行い，10日に現地説明会を開催して今年度の調査成果を公開した。13日

に遺跡全景写真撮影と航空写真撮影を実施した。19日までに遺跡内の危険個所の安全対策を行い，22日に

現地の調査を終了した。
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第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

前田村遺跡G・H・I区は，茨城県筑波郡谷和原村大字田字合ノ内915ほかに所在している。

茨城県の地形は，北部の入港山塊と南部の常総台地に大区分され，常総台地はさらに中央部に連なる筑波山

塊を境に東部台地と南部台地と西部台地とに区分することができる。筑波山塊の南に広がる南部台地には，北

東側に新治台地，中央部に筑波・稲敷台地，南西側に北相馬台地が展開している。南部台地の標高は，筑波山

麓から南東方向へ40mから20m前後まで徐々に低下している。筑波山麓西側を南流してきた桜川は，新治台地

と筑波・稲敷台地の間に入るとその流れを南から南東に変え，霞ケ浦に注いでいる。茨城県西部を南流してき

た小月川は，筑波・稲敷台地西側付近で最大幅8kmに達する鬼怒川・小月川低地を発達させ，北相馬台地に接

しながら東流している。なお，鬼怒川は，江戸時代まで北相馬台地北端の小絹北側で東流して小月川と合流し

ていたため洪水の原因となっていた。江戸時代初期に治水事業が行われ，猿島・北相馬台地の一部を開削し小

月川と分流させたことにより，利根川に注ぎ込むようになった。

前田村遺跡が所在する谷和原村は，茨城県の南西部に位置し，東部は伊奈町，西部は水海道市，南部は守谷

町，北部はつくば市に接している。当村の中央部には鬼怒川と小月川によって形成された沖積低地があり，北

東側に筑波・稲敷台地が広がり，南西側に北相馬台地が，南東側には結城台地が連なっている。筑波・稲敷台

地は，標高は30～20mで，北から南へ傾斜していろ。小月川低地沿いの台地西側縁辺部では，西へ開口する樹

枝状の小支谷が発達している。台地南部では西谷田川と東谷田川の開析谷が南南東方向に発達し，台地は併走

する谷によって短冊状に分断されている。これらの谷を流れる川は，牛久沼に流入している。北相馬台地は，

標高20m前後の細長い台地である。この台地は，周辺の台地に比べ開析が進んでおり，谷の長さに対して谷幅

が広いことが特徴である。谷和原村における多くの遺跡は，低地に画した南台地上の縁辺部に立地している。

筑波・稲敷台地の地層は，月化石を産する見和層（成田層）を基盤層として，その上に砂まじりのロームか

ら，クロスラミナの顕著な砂あるいは砂礫層である竜ヶ崎砂礫層へ漸移する。そして，その上層は所によって

さまざまに変化するが，総じてローム層下に火山灰質粘土層である常総粘土層がみられる。その上は褐色の関

東ローム層におおわれており，ローム層中の下位に厚さ10～20cmの黄色軽石層が観察される。

前田村遺跡は小月川低地沿いの筑波・稲敷台地縁辺部に位置し，遺跡の周辺は樹枝状の小支谷が発達してい

る。前田村遺跡は，小支谷に挟まれた標高20～22mの舌状台地中央部に立地している。台地と低地の比高は10

mである。

参考文献

・茨城県農地部農地計画課『土地分類基本調査　土浦』1983年12月

・茨城県農地部農地計画課『土地分類基本調査　龍ヶ崎』1987年12月
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第2節　歴史的環境

前田村遺跡〈1〉周辺には，多くの遺跡が確認されている。『茨城県遺跡地図』（1）によれば，谷和原村には17遺

跡が周知されており，今後の調査でさらに多くの遺跡が発見されることが考えられる。遺跡の分布をみると，

小月川低地では今のところ皆無に近く，筑波・稲敷台地と北相馬台地の縁辺部及び結城台地の先端部に集中し

ている。
どうざかばた

谷和原村周辺では近年開発が進み，それに伴う埋蔵文化財の発掘調査が増加している。今までに，洞坂畑遺
ひがしならど　　　　　おおやつ　　　　　　つつど　　　　　　　　おおやつ　　　　　　にしのわき　　　　　はら　　　ぬま

跡（2），東楢戸古墳（3），大谷津B遺跡（4），筒戸A・B遺跡（5），大谷津A遺跡（6），西ノ脇遺跡（7），原遺跡・沼
さき　　　　　まえはら　　　だいもんどおり　　　さんぼんまつ　　　　　こうやだい

崎遺跡（8），前原遺跡・大門通遺跡・三本松遺跡（9），高野台遺跡（10）等が調査され，報告書が刊行されている。

ここでは，前田村遺跡と密接な関係が窺われる周辺の遺跡等を中心に，各時代ごとに概観していきたい。

旧石器時代の遺跡は確認例が少なく，前田村遺跡〈1〉と伊奈町の高野台遺跡〈2〉とで調査されたにすぎな

い。前田村遺跡からは平成4年度に調査したB区でメノウの剥片等が出土している（11）。高野台遺跡からは平

成6年度の調査で旧石器の集中地点が2か所確認されている（12）。
にししも

縄文時代は，谷和原村周辺で遺跡数が多く，早期から晩期まで確認されている。早期の遺跡としては，西下
じゅく

宿遺跡（13）〈3〉がある。西下宿遺跡からは，主として早期中葉の沈線文系土器群と早期後葉の条痕文系土器群

が出土している（14）。伊奈町の高野台遺跡からも早期の土器片が出土している。前期の遺跡は，前田村遺跡に
たむら　　　　　　　　　　　　　　　　　せんげんやま　　　　　　　　　　ごうしゆうはら

隣接する開山式期の田村貝塚く4〉，北相馬台地に立地する浅間山貝塚〈5〉と守谷町の郷州原遺跡（15）〈6〉が知

られている。原遺跡〈7〉と高野台遺跡からも前期の遺構が確認され，平成8年度に調査した前田村遺跡K区で

も浮島I式期の住居跡が確認されている。中期になると遺跡数は増加し，前田柑遺跡〈1〉をはじめ大谷津A遺
ふくおかしんじゅく

跡〈8〉，大谷津B遺跡〈9〉，筒戸A遺跡〈10〉，筒戸B遺跡〈11〉，福岡新宿遺跡〈12〉がある。大谷津A遺跡は，

阿玉台Ib式期から加曽利EⅡ式期の集落跡である。大谷津B遺跡は，加曽利EⅡ・Ⅳ式期の集落跡である。

また，大谷津B遺跡の南側に隣接する筒戸A・B遺跡もほぼ同時期の集落跡である。これらの4遺跡は，いず

れも鬼怒川左岸にある北相馬台地上の平坦地に立地しており，隣接することから同一遺跡と考えられる。筑波

・稲敷台地西部の縄文時代中期集落をみると，大規模でかつ長期に渡り存続する遺跡は当前田村遺跡以外にな

く，前田村遺跡が縄文時代中期の拠点的集落であることが考えられる。後・晩期の遺跡としては，北相馬台地
なしろやま

に立地する谷和原村の洞坂畑遺跡〈13〉，筑波・稲敷台地に立地する百代山A遺跡〈14〉と百代山B遺跡〈15〉があ

る。洞坂畑遺跡では，B地区から竪穴住居跡1軒が調査され，遺物の主体は安行1～3d式期である（16）。そ
かしまじんじヤ　　　　　　かみかいどう　　　　　　ませしんでんやつ　　　　　　おばり

の他，伊奈町西部の筑波・稲敷台地では，鹿島神社遺跡〈16〉，上街道遺跡〈17〉，真瀬新田谷津遺跡〈1Cら　小張
みなみおおた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よこそね　　　　　　にしつぼ

貝塚〈19〉，南太田貝塚〈20〉が確認されている。水海道市東部の結城台地先端部では，横曽根貝塚〈21〉，西坪
なかつほ　　　　　たて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうち

貝塚〈22〉，中坪遺跡〈23〉，館遺跡〈24〉が確認されている。守谷町北部の北相馬台地では，同地貝塚〈25〉が確認

されている。

弥生時代の遺跡は，現在のところ谷和原村では確認されていない。伊奈町では高野台遺跡から中期の土器片

が数点出土している。

古墳時代の遺跡は古墳及び古墳群が多く，台地縁辺で碓認されている。小月川左岸の筑波・稲敷台地では，
ふくおか　　　　　　　なみき　　　　　　ひがしならど　　　　　　みやあと

福岡古墳群〈26〉，並木古墳〈27〉，東楢戸古墳〈28〉，宮後古墳〈29〉が確認されている。鬼怒川左岸の結城台地
いいぬま　　　　　　　ごんげんつか　　　　　　ななつつか　　　　　　とよおか　　　　　　しべ

先端部では，飯沼古墳群〈31〉，権現塚古墳〈32〉，七ツ塚古墳〈33〉，豊岡古墳〈34〉，志部古墳く35〉が確認され

ている。小月川右岸の北相馬台地では，原遺跡〈7〉と同地古墳群〈36〉が確認されている。東楢戸古墳は，円墳

で1978年に調査されている。埋葬施設は，長軸8m，短軸2．35mの粘土郭である（17）。原遺跡は1995年に調査
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され，墳長26．20mの前方後円墳1基が確認されている。埋葬施設は，雲母片岩を用いた箱式石棺である（18）。

集落跡は，近年の調査で増加している。前期の遺跡は，水海道市の前原遺跡く38〉があり，前田村遺跡H・J区

からも竪穴住居跡が確認されている。中期の遺跡は，大谷津A遺跡〈8〉と大門通遺跡〈39〉がある。大谷津A遺

跡では竪穴住居跡3軒が，大門通遺跡では竪穴住居跡6軒が調査されている。後期の遺跡は，守谷町の郷州原

遺跡〈6〉，水海道市の三本松遺跡〈40〉，谷和原村の西ノ脇遺跡〈41〉がある。三本松遺跡では竪穴住居跡1軒が

調査され，西ノ脇遺跡では竪穴住居跡5軒が調査されている。前田村遺跡F・H・J区からも竪穴住居跡が確

認されており，近接して立地する西ノ脇遺跡との関連が窺われる。

奈良・平安時代の遺跡は少なく，谷和原村の大谷津A遺跡と筒戸A・B遺跡から数軒の竪穴住居跡が調査さ

れている。前田村遺跡では，F・I・J区から平安時代の住居跡が確認されている。また，谷和原村福岡の大

楽寺には，定朝様とされる平安時代末期の阿弥陀如来像及び脇侍像（19）が安置されており，仏教を受容してい

た勢力の存在が考えられる。

中世の遺跡は，集落跡と墓地と城館跡がある。集落跡と墓地の調査例は少なく，三本松遺跡〈40〉と西ノ脇遺

跡〈41〉だけである。三本松遺跡では，方形竪穴状遺構5基，土坑墓43基，火葬土坑墓1基，井戸3基等が調査

され，土坑墓と火葬土坑墓と井戸は傾斜した窪地にまとまって確認されている（20）。西ノ脇遺跡では，掘立柱

建物跡2棟，土坑55基，地下式墳7基，井戸2基，溝14条が調査され，それらが溝によって区画されされてい

る（21）。前田村遺跡においても，掘立柱建物跡や方形竪穴状遺構や地下式壕や土坑等が確認されている。特に，

平成6年度に調査したD区と平成8年度に調査したJ区の低地部では，区画された溝の内部に土坑と地下式壕

が配置された墓城が形成されていた。前田村遺跡に隣接する田の集落では，田の古屋敷は前田村遺跡内にある

八幡神社付近にあったという古くからの伝承があり，これらの遺構との関係が考えられる。城館跡としては，
おばり　　　　　いたばし　　　　　さんじょういん

筑波・稲敷台地には小張城跡〈42〉，板橋城跡〈43〉，三條院城跡〈44〉等があり，北相馬台地には相馬氏系の城
もりや　　　　　　つつど

跡といわれる守谷城跡〈45〉，筒戸城跡く46〉等がある。

※　本文中の〈　〉内の番号は，表1・第2図中の該当番号と同じである。
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表1　前田村遺跡周辺遺跡一覧表

番
。‾亨

遺　 跡　 名
県遺跡
番　 号

時　　　　 代 菅

号
遺　 跡　 名

県遺跡

番　 号

時　　　　 代

旧 縄 弥 古 奈平中世 旧 縄 弥 古 奈平中世

① 前　 田　村　 遺　 跡 － ○ ○ ○ ○ ○ 24 館　　 遺　　 跡 6044 ○

2 高　 野　 台　 遺　 跡 － ○ ○ ○ 25 同　 地　 貝　 塚 2576 ・○

3 西 ．下　 宿　 遺　 跡 5854 ○ 26 福　 岡　 古　墳 ．群 2137 ○

4 田　 村　 貝　 塚 2135 ○ 27 並 ．木　 古　 墳 2136 ○

5 浅　 間 ‘山　貝　 塚 2140 ○ 28 東　 楢　 戸　 古　 墳 4092 ○

6 郷　 州　 原　 遺　 跡 － ○ 0 29 宮　 後　 古　 墳 2124 ○

7 原　　 遺　　 跡 － ○ ○ 30 大　 房　 地　 遺　 跡 2129 ○

8 大 谷 津 A 遺 跡 5852 ○ ○ 31 飯　 沼　 古　 墳　 群 6047 ○

9 大 谷 津 B 遺 跡 5853 ○ 52 権　 現　 塚　 古　 墳 2356 ○

10 筒　 戸　 A　 遺　 跡 5彿5 ○ ○ 33 七 ツ塚 古 墳 群 2358 ○

11 筒　 戸　 B　遺　 跡 5856 ○ 〇 34 豊　 岡　 古　 墳 2359 ○

12 福 岡 新 宿 遺 跡 5850 ．0 35 志　 郎　 古　 墳 6045 ○

13 洞　 坂　 畑　 遺　 跡 2139 ○ 36 同　 地　 古　 墳　 群 2575 ○

14 百 代・山 A 遺 跡 4090 ． ○ 37 庚　 塚　 遺　 跡 2580 ○

15 百 代 山 B 遺 跡 4091 ○ 38 前　 原　 遺　 跡
－ ○

16 鹿 島 神 社 遺 跡 2122 ○ 39 大　 門　 通　 遺　 跡 － ○

・17 上　 街　 道　 遺　 跡 2123 ○ 40 三　本　 松　 遺　 跡 － ○ ○

18 ‘真瀬新田谷津遺跡 2916 ○ 41 西　 ノ　脇　 遺　 跡 － ○ ○

19 小　 張　 貝　 塚 2130 ○ 42 小　 張　 城　 跡 5848 ○

20 南　 太　 田　貝　 塚 2131 ○ 43 板　 橋　 城　 跡 5847 ○

21 横　 曽　根　 貝　 塚 2364 ○ 44 三　 傑　 院　城　 跡 4014 ○

22 西　 坪　 貝　 塚 6050 ○ 45 守　 谷　 城　 跡 2578 ○

23 中　 坪　 遺　 跡 6048 ○ ○ 46 筒　 戸　 城　 跡 5851 ○
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第2図　前田村遺跡周辺遺跡位置図



第3章　前田村遺跡

第1節　遺跡の概要

前田村遺跡は，茨城県筑波郡谷和原村大字田に所在し，小月川左岸にある標高約20～22mの筑波・稲敷台地

上に立地している。当遺跡の総面積は約130，000m2であり，現況は畑地と山林である。

当遺跡は，これまでの調査の過程で便宜上A～I区に分けている。これは，道路等の現況と調査年度の順に

従って呼称してきたものである。平成4年度はA・B区，平成5年度はC・D・E区，平成6年度はD・F区

を調査してきた。今回の調査区はG・H・I区で，G区が15，557ni，H区が12，034nf，I区が8，669Iがである○

なお，D区については，平成5年度に6，608㌦を調査し，平成6年度に残りの8，339m2を調査した。

今回の調査区からは，縄文時代，古墳時代，平安時代，中世の遺構を確認した。調査した遺構は，竪穴住居

跡138軒，土坑墓1基，土坑954基，掘立柱建物跡3棟，方形竪穴状遺構13基，地下式墳8基，井戸12基，溝54

条，遺物包含層2か所である。縄文時代の遺構は，竪穴住居跡121軒，土坑872基，遺物包含層2か所を確認し

た。G区では，中央広場と考えられる空自部を中心に遺構が分布している。H区とI区では，標高の高い尾根

部に遺構が集中している。古墳時代の遺構は，H区西部に分布し，竪穴住居跡11軒を確認した。後期の竪穴住
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第3図　前田村遺跡調査区設定図
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居跡は1軒だけで，残り10軒は前期の竪穴住居跡である。平安時代の遺構は，I区の標高の低い西部と南部に

分布し，竪穴住居跡6軒を確認した。中世の遺構は，掘立柱建物跡3棟，方形竪穴状遺構13基，土坑26基，

地下式墳8基，井戸12基，溝54条を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に530箱出土している。縄文時代の遺物は，縄文時代中期から

晩期にかけての土器が遺物の大部分を占めており，それ以外に土偶，土版，耳飾り等が出土している。土坑の

覆土には獣骨や魚骨等が包含されており，水洗選別を実施した。また，H区に縄文時代中期の埋葬人骨を確認

し，全身骨が出土した。古墳時代前期の遺物は土師器が主体で，壷，高杯，ミニチュア土器等が出土している。

古墳時代後期の遺物は土師器の賓や杯等が出土している。平安時代の遺物は，土師器，須恵器，和鏡（水草飛

鳥鏡）等が出土している。中世の遺物は，土師質土器の小皿や常滑産の嚢等が出土している。

第2節　基本層序

前田村遺跡I区のE14co区付近にテストピットを設定

し，基本土層の観察を行った。当遺跡のH・I区付近は，

西側に小支谷が貫入し，尾根状の地形を呈している。その

ため，平坦地は少なく，そのほとんどが傾斜地である。テ

ストピットの土層を観察すると，表土下のローム層にはソ　21・8‾

フトローム層はなく，ソフトローム層を含む上部ローム層

が流失していることがうかがわれる。遺構は第3層上面で

確認している。以下，テストピットの観察から，層序を説

明する。 第4図　基本土層図

第1層　暗褐色土の表土。厚さ6～16cmで，耕作土である。

第2層　黒褐色土。厚さ8～18cmで，比較的締まりのある腐植土層である。

第3層　褐色硬質ロー本。厚さ10～22cmで，火山ガラス粒子を微量含む。姶良Tn火山灰（AT）を含む層

と考えられる。

第4層　暗褐色硬質ローム。厚さ22～32cmで，粘性が強い。武蔵野台地等における第Ⅱ黒色帯に相当するも

のと考えられる。

第5層　明褐色硬質ローム。厚さ10～36cmで，第4層より締まりがある。

第6層　明褐色硬質ローム。厚さは30cm以上あり，未掘のため本来の厚さは不明である。締まりは第5層よ

り強い。
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第3節　G区の遺構と遣物

G区は，当遺跡の東部に位置している。G区の東側にはB区，南側にはE・F区，西側にはD区，北側には

A区がある。G区域の地形はほぼ平坦であるが，南西側には谷津があり，G区の南西部は谷津に向かってわず

かに傾斜している。

G区では，縄文時代の竪穴住居跡79軒，土坑364基，土器埋設遺構1基，平安時代の土坑1基，中世の掘立

柱建物跡3棟，方形竪穴状遺構3基，土坑25基，地下式場1基，井戸8基，溝34条を調査した。遺物は，遺物

収納箱（60×40×20cm）で196箱が出土している。以下，時代別に遺構と遺物を記載する。
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1縄文時代の遺構と遣物

（1）竪穴住居跡

G区では，縄文時代の竪穴住居跡79軒を調査した。第357・364号住居跡については，それぞれAとBとに分

けた。第338・390・394～396・398号住居跡については，土坑に改称したり遺構ではないことが判明したこと

から欠番とした。

第336号住居跡（第6～8図）

位置　調査区の南東部，G21iO区。

規模と平面形　長径7．86m，短径6．46mの楕円形である。

主軸方向　N－250－E

壁　北壁だけが残存しておらず，壁高は最大で12cmである。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット19か所。Pl～P8は長径48～60cm，短径42～54cmの楕円形で，深さは52～77cmである。Pl～P8

は，1．20～2．10mの間隔をもって楕円形状に配置されることから主柱穴であり，8本柱の住居跡と考えられ

る。P9～P19は長径34～48cm，短径30～44cmの楕円形で，深さ16～40cmである。P9～P19は，規模から補助柱

穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径1．22m，短径1．02mの楕円形で，北側には底部を欠損させた深鉢を埋設さ

せた土器埋設炉である。炉の深さは8cmほどあり，埋設土器は南側へ傾斜している。炉底面は，火熱により赤

変硬化している。

覆土1層である。炉上部は焼土粒子を多く含んでいる。

土層解説

1褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

遺物　縄文土器片203点，打製石斧1点が出土している。1は底部が欠損する深鉢で，炉埋設土器である。2

～4は深鉢の胴部片で，単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。5は打製石斧である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第336号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第8 図 深　　 鉢 A 〔19．0〕 底部欠損。胴部は内攣 して立ち上が り，頚部でくびれ，口縁部はわずかに 長石 ・砂粒 P 1　 60％　 P L ll

1 縄文土器 B （14．0） 内轡する。撚糸文を地文 とし，口唇部直下には円形刺突文を巡 らし，胴部 明赤褐色 炉埋設土器

には2 本一組の沈線により平行線文 と波状文を施 している。 普通 加曽利 E Ⅱ式

図版番号 券　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　 ・質 備　　　　　　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 8 図 ．5 打製石斧 8．9 6．7 2．2 127 ホルンフェルス Q l 覆土
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第7図　第336号住居跡炉実測図

第8図　第336号住居跡出土遺物実測図
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第337号住居跡（第9～12図）

位置　調査区の南東部，G21hg区。

規模と平面形　長径6．63m，短径6．02mの楕円形である。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は10～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット10か所。Pl～P8は長径56～82cm，短径52～66cmの楕円形で，深さは70～110cmである。Pl～P8は，

楕円形状に配置されることから主柱穴であり，8本柱の住居跡と考えられる。P9は，長径52cm，短径46cmの

楕円形で，深さ24cmである。PlOは，長径58cm，短径56cmの楕円形で，深さ84cmである。P9・PlOは・補助柱

穴と考えられる。

一13－



第9図　第337号住居跡実測図
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炉　中央部やや南西寄りに付設されている。長径1．36m，短径＼タ

1．08mの楕円形で，深さ約21cmの地床炉である。炉床面は，火熱

により赤変硬化している。

炉土層解説
1

2

3

4

褐

褐

窄
褐

色　　焼土小ブロック少量，焼土粒子中量，炭化物中量

色　　焼土小ブロック微量，焼土粒子少量，炭化物中量
色　焼土小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化物少量

色　焼土小ブロック少量，焼土粒子中量，炭化物少量
5　にぷい赤褐色　　焼土中ブロック中量，焼土粒子中量，炭化物少量

6　褐　　　色　焼土小ブロック少量，焼土粒子少量，ローム粒子多量

覆土　9層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子多量，焼土ブロック中量，炭化物少量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

4　褐　　　　色　　ローム粒子少量

5　褐　　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

6　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

7　明　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

8　褐　　　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

9　明　褐　色　　ロームブロック中量

旦23．2m

∈≡亘亘≧≡萱グ＝フ

1m」
第10図　第337号住居跡炉実測図

遺物　縄文土器片795点，土器片円盤2点，石棒片1点，石皿片1点が覆土から出土している。1～12は深鉢

の口縁部片で，4・5・7は沈線により，それ以外は隆帯により文様を措出している。13～17は深鉢の口縁部

片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。18は土器片錘，19は土器片円盤，

20は石棒片，21は石皿片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第337号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第11図 深　　 鉢 A 〔24．0〕 口縁部片。口唇部に小突起 を有 し，口縁部は内攣する。口縁部は，R L の 石英 ・長石 ・雲母 P 16　 20％

1 縄文土器 B （12．6） 単節縄文を地文とし，隆帯により入 り組んだ渦巻文を施している。胴部は 暗褐色 覆土

R L の単節縄文を地文 とし，沈線問を磨 り消 している。 普通 加曽利E Ⅱ式

図版番号 ．器　　 種

計　　 測　　 値 （cm） 重　 量

（g）

現存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第12図 18 土器片錘 4．7 3．5 1．05 2 1 100 条線文。 D P l

19 土器片円盤 3．9 3．4 0．．9 16 90 単節縄文。 D P 2

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　 ・質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm ） 重量 （g ）

第12図　 20 石　　 棒 （9．0） 3．7 3．1 （146） 凝　 灰　 岩 Q 2　 覆土

21 石　　 皿 （16．0） （11．2） 6．6 （1，47 0） 雲 母 片 岩 Q 3　 覆土　 凹石兼用
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第11図　第337号住居跡出土遺物実測図（1）
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第12図　第337号住居跡出土遺物実測図（2）

くつ 0　　　　　　　　　10cm

l　　　ト＿　」

第338号住居跡（第13・14図）

位置　調査区の南東部，G22b2区。

規模と平面形　本跡の東側半分は調査区城外になるため未調査である。長径7．52m，短径〔7．16〕mの楕円形と

推定される。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は15～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　4か所。Pl～P3は弧状に配置され，長径48～64cm，短径44～60cmの楕円形で，深さは59～94cmであ

る。Pl～P3は，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は弧状配置されているPl～P3の内側に位置し，長

径46cm，姪径40cmの楕円形で，深さ50cmである。P4は，位置から補助柱穴と考えられる。

炉　ほぼ中央部に3か所の炉が直線的に付設されている。北側から，炉A，炉B，炉Cとした。炉Aは径0．74

m前後の円形と推定され，深さ約13cmの地床炉である。炉Bは径1．54m前後の円形と推定され，深さ10cmの地

床炉である。炉Cは径86cm前後の円形と推定され，床面をそのまま炉床面とした地床炉である。炉床面は，火

熱により赤変硬化している。

炉A土居解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
炉B土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　赤褐色
5　赤褐色
炉C土層解説
1　時赤褐色
2　赤褐色
3　赤褐色
4　赤褐色

焼土粒子中量
焼土粒子少量
焼土粒子少量
焼土粒子少量
焼土粒子少量
焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

焼土粒子中量
焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
焼土粒子少量
焼土粒子多量
焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

焼土粒子少量
焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
焼土粒子多量，焼土小ブロック多量
焼土小ブロック多量

覆土　9層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子中量，焼土ブロック中量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量
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第13図　第338号住居跡実測図
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3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量，焼土ブロック中量　7　明褐色　ローム粒子中量，ロームブロック中量

4　暗褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック多量　　　　　　　　8　明褐色　ロームブロック中量

5　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子少量　　9　明褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

6　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土ブロック微量

遺物　縄文土器片319点が出土している。1は深鉢の底部から胴部の破片で，逆位の状態で覆土下層から出土

している。2・3は深鉢の底部片，4・5は深鉢の口緑部片，6～9は深鉢の胴部片，10は石核である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI～Ⅱ式期）と考えられる。

第338号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第14区l 探　　 鉢 B （13．0） 底部から胴部の破片。L の無節縄文を地文とし，懸垂する沈線文を施して 長石 ・砂粒 P 2　 20％　 P L ll

1 縄文土器 C　　 5．6 いる。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

2

深　　 鉢

縄文土器

B （4．8）

C　　 7．0

底部片。R L の単節縄文を地文とし，懸垂する沈線文を施 している。 石英 ・長石

褐色

普通

P 3　 5 ％　 P L l l

覆土

加曽利E l 式

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm ） 重量 （g ）

第14図 10 石　　 核 3．9 2．8 1．5 12 チ　ャ　ー ト Q 4　 覆土

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　［

第14図　第338号住居跡出土遺物実測図
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第339号住居跡（第15・16図）

位置　調査区の南東部，G21i6区。

重複関係　本跡は，第1898号土坑と重複している。本跡は縄文時代中期の土坑である第1898号土坑に掘り込ま

れていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．34m，短軸3．18mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－270－E

壁　壁高は12～34cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　3か所。Pl・P2は長径46～48cm，短径36～38cmの楕円形で，深さは46～53cmである。Pl・P2は，

主軸上に配置されることから主柱穴と考えられる。P3は長径26cm，短径16cmの楕円形で，深さ25cmである。

P3は補助柱穴と考えられる。

第15国　第339号住居跡実測図

蜜か

0　　　　　　　　5Cnl

2m

し　　；　－」

覆土　8層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化物少量
ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子中量

ローム粒子多量，ロームブロック少量
ローム粒子少量，ロームブロック少量

ローム粒子多量，ロームブロック少量
ローム粒子多量，ロームブロック少量

ロームブロック多量
ローム粒子多量，ロームブロック多量

l i！　　遺物　縄文土器片47点，土器片円盤1点が覆土か

第16図　第339号住居跡出土遺物実測図　　　　　　　ら出土している。1は探鉢の口縁部片，2は探鉢
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の胴部片，3は土器片円盤である。本跡の時期を明確にできる遺物は出土していない。

所見　本跡は炉を持たない住居跡である。時期は遺物が少量であるため明確でないが，本跡が第1898号土坑に

掘り込まれていることと住居跡の形態から，縄文時代中期と考えられる。

第339号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　 測　　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）・
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第16図　 3 土器片円盤 3．3 3，1 0．8 10 100 無文。 D P 3　 覆土

第340号住居跡（第17・18図）

位置　調査区の南東部，G21d7区。

規模と平面形　長径4．46m，短径4．40mのほぼ円形である。

主軸方向　N－450－E

壁　壁高は8～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　5か所。Pl～P4は方形状に配置され，長径28～42cm，短径24～40cmの楕円形で，深さは19～53cmで

ある。Pl～P4は，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長径48cm，短径38cmの楕円形で，深さ40cmであ

る。P5は補助柱穴と考えられる。

炉　ほぼ中央部に付設されている。長径1．56m，短径1．08mの楕円形で，深さ約9cmの地床炉である。炉床面

第17図　第340号住居跡実測図

弐
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は，火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

2　暗赤褐色　　焼土粒子多量

3　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

4　明赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック多量

5　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量

覆土　7層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化物少量

4　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量

6　褐　　色　　ローム粒子多量

7　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片172点が出土している。1は深鉢の底部から胴部の破片で，床面から逆位の状態で出土して

いる。3・4・6・7は深鉢の口緑部片で，3・6は沈線により，4・7は隆帯により文様を描出している。

2・5は深鉢の胴部片で，沈線により文様を描出している。8は石核である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

く＝7

第18図　第340号住居跡出土遺物実測図
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第340号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第18図 深　　 鉢 B （9．5） 底部から胴部の破片。R L の単節縄文を地文 とし，懸垂する沈線間を磨 り 石英 ・砂粒 P 4　 20％　 P L ll

1 縄文土器 C　　 6．8 消 している。 褐色

普通

覆土　 内面炭化物付着

加曽利 E Ⅱ式

図版番号 甲　 種

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第18図　 8 石　　 核 3．4 3．5 1．3 12 チ　ャ　ー ト Q 5　 覆土

第341号住居跡（第19～21図）

位置　調査区の南東部，G21C5区。

規模と平面形　長径4．22m，短径3．62mの楕円形である。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は12～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

炉　中央部やや西寄りに付設されている。長径1．00m，短径0．68mの楕円形で，深さ約18cmの地床炉である。

炉床面は，火熱により赤変硬化している。

覆土　7層に分層され，自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土

粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化物少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化物少量
3　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子少量，炭化物少量

4　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子少量，炭化物少量
5　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化物微量
6　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化

物少量
7　明　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化

物少量

第19図　第341号住居跡実測図
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第20図　第341号住居跡出土遺物実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　…＿　」

第21図　第朗1号住居跡出土遺物実測図（2）

遺物　縄文土器片駈点が出土している。1は深鉢のロ緑部から胴部の破片，2は底部が欠損する深鉢で，投棄

されたような状態で炉床面から出土している。3～5は深鉢のロ縁部片，6・7は深鉢の胴部片である。4と

5，6と7は，同一個体である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第341号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第2 0図 深　　 鉢 A 〔52．3〕 ロ緑部から胴部破片。ロ緑部はわずかに内攣する。地文は R L の単節縄文 長石 ・砂粒 P 6　　 5 ％　 P L ll

1 縄文土器 B （19．5） で，口綾部は横位に，胴部は縦位に施 している。口緑部は隆帯により楕円 にぷい黄褐色 炉床面

区画文を施し，沈線による懸垂文間は磨 り消している。 普通 加曽利 E Ⅲ式

2

探　　 鉢 A　 2 5．8 胴下半部欠損。ロ縁部はわずかに内野する。口綾部は沈線間に爪形文を巡 長石 ・礫粒 P 5　 70％　 P L l l

縄文土器 B （17．6） らしている。胴部は，沈線により逆 U 字状文を施し，R L の単節縄文を充 にぷい褐色 炉床面

唄 している。 普通 加曽利 E m 式
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第342号住居跡（第22～24図）

位置　調査区の南東部，G21b3区。

規模と平面形　長径6．20m，短径5．70mの楕円形である。

∈
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．

の

苛

⑥

第22図　第342号住居跡実測図
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主軸方向　N－260－W。主軸方向と長軸方向とは異なる。

壁　壁高は34～44cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北側と西側の一部以外は巡っている。幅12～20cmで，深さ

が最大で20cmである。

床　平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット　22か所。Pl～P6は，長径54～64cm，短径40～56cmの楕

円形で，深さ48～100cmである。Pl～P6は，規模と配置から主

柱穴と考えられる。P7～P22は，長径20～64cm，短径20～56cmの

楕円形で，深さ10～58cmである。P7～P22の性格は不明である。旦22．6m

炉　2か所。中央部に付設されている炉を炉A，北側寄りにある

炉を炉Bとした。炉Aは，長径1．42m，短径0．91mの瓢箪形で，

北側に胴下半部を欠損させた深鉢を埋設した土器埋設炉である。

炉床面は8cmほど掘りくぼめており，火熱により赤変硬化してい

る。炉Bは，長径48cm，短径34cmの楕円形で，床面をそのまま炉

床面にした地床炉である。炉床面は赤変硬化している。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m」
第23図　第342号住居跡炉A実測図

炉A土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

2　極暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

3　褐　　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック多量

覆土　7層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子中量，炭化物中量　　4　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子多量，炭化物多量

2　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化物中量　　5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土　6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

粒子中量，炭化物中量　　　　　　　　　　7　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片247点，土器片錘1点が出土している。1は胴下半部が欠損する深鉢で，炉埋設土器である。

2は深鉢の口綾部で，覆土から出土している。3～5は深鉢の口縁部片で，隆帯により文様を措出している。

6～9は深鉢の胴部片で，6はキザミを有する隆帯により，7～9は沈線により文様を措出している。10は土

器片錘である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第342号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第24図 深　　 鉢 A 〔37．0〕 胴下半部欠損。頚部は外反 して畢ち上がり，・口縁部は内攣する0 地文はR 石英 ・長石 P 7　 4 0％　 P L l l

1 縄文土器 B （23．4） L の単節縄文で，頚部に無文帯を有する。口縁部は隆帯により渦巻文を施 灰褐色 炉埋設土器

し，胴部は沈線で文様を措坦している。 普通 加曽利 E I 式

2

探　　 鉢 A　 25．8 口縁部片。口縁部は外傾する。口唇部直下に隆帯を巡らし，隆帯には2 条 長石 ・砂粒 P 8　 15％　 P L l l

縄文土器 B （17．6） 一組の縦位の短沈線と沈線による横 S 字状文を4 単位施している。口縁部 にぷい赤褐色 覆土

直下には，キザ ミを有する隆帯を巡らしている。 普通

図版番号 器　　 種

計　　 測　　 値 （cm） 重　 量

（g）

現存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ ． 幅 厚　 さ

第24図　 10 土器片錘 3．1 2．9 1．15 14 80 無文。 D P 4　 覆土
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第24図　第342号住居跡出土遺物実測図

第343号住居跡（第25～27図）

位置　調査区の南西部，F18ao区。

調査経過　本跡は第2087号土坑として調査を進めていたが，2軒の住居跡が重複していることが判明し，本跡

と第344号住居跡とに改称した。

重複関係　本跡は第344号住居跡と重複する。本跡が第344号住居跡の覆土中に床面を構築していることから，

本跡が新しい。

規模と平面形　長径5．46m，短径4．50mの楕円形である。

主軸方向　N－380－E

壁　壁高は6～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが，踏み固まりは認められない。

ー28－



第25図　第343・344号住居跡実測図

第26図　第343号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l L一一一一一・十・一一一一一一」

ピット1か所。Plは，長径36cm，短径34cmの楕円形で，深さ52cmである。Plは柱穴と考えられる。

覆土1層で，自然堆積である。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片119点，磨製石斧1点が覆土から出土している。第26図1・2は深鉢の口縁部から胴部の破

片で，2は沈線による区画文内にLRの単節縄文を充填している。第27図9は磨製石斧である。
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所見　本跡の時期は，′出土遺物から縄文時代後期前葉（称名寺I式期）と考えられる。

第343号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（・cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第26図 探　　 鉢 A 〔25．0〕 口縁部から胴部の破片。胴部は内攣 し，口縁部はわずかに外反する。口縁 砂粒 ・スコリア P 9　 10％　 P L ll

1 縄文土器 B （20．4） 部に微隆帯を巡らし，貼付文を施 している。胴部には，R L の単節縄文を にぷい橙色 覆土

施している。 普通 称名寺 I 式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 地

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm）・ 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第27 図9 磨製石斧 12．4 2．7 5．7 （340） 凝　 灰　 岩 Q 6　覆土

第344号住居跡（第25・27図）

位置　調査区の南西部，F18ao区。

調査経過　本跡は第2087号土坑として調査を進めていたが，2軒の住居跡が重複していることが判明し，本跡

と第343号住居跡とに改称した。

重複関係　本跡は第343号住居跡と重複する。本跡が第343号住居跡に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．94m，短軸3．44mの不整隅丸長方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は30～44cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　4か所。Pl～P4は，長径20～34cm，短径18～32cmの楕円形で，深さ15～23cmである。Pl～P4は，

柱穴と考えられる。

炉　2か所。中央部やや南西寄りにある炉を炉A，北側にある炉を炉Bとした。炉Aは，長径54cm，短径50cm

の楕円形で，床面をそのまま炉床面とした地床炉である。炉床面は火熱により赤変硬化している。炉Bは，長

径30cm，短径18cmの楕円形で，床面をそのまま炉床面にした地床炉である。炉床面は火熱により赤変硬化して

いる。

覆土　第1層は第343号住居跡の覆土で，第2～4層が本跡の覆土である。3層に分層され，自然堆積である。

土層解説

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

4　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片132点，磨製石斧1点，石鉄1点が出土している。1は深鉢の口縁部から胴部の破片で，覆

土から出土している。2は器台で，覆土下層から出土している。3は深鉢の口縁部片で，隆帯により文様を措

出している。4は深鉢の口縁部片で，口唇部直下に半裁竹管による刺突文を巡らし，RLとLRの単節縄文に

ょり羽状縄文を施している。5～8は深鉢の胴部片で，7・8はキザミを有する隆帯により文様を措出してい

る。10は磨製石斧，11は石鉄である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。
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第27図　第封3・344号住居跡出土遺物実測図
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第344号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 ・形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第27図 探　　 鉢 A 〔4 1．4〕 口縁部か ら胴部の破片。胴部は外反 して立ち上がり，口縁部は内轡する。 石英 ・長石 ・軍母 P ll l O％

1 縄文土器 B （37．8） 口縁部には，キザミが施される隆帯が巡り，橋状把手を有する。胴部は沈 にぷい橙色 覆土

線により文様を措出し，一部に爪形文 とL R の単節縄文を施 している。 普通 中峠式

2

器　　 台 A　 16．7 脚部一部欠損。脚部はほぼ直線的に立ち上がり，台部は平坦である。脚部 石英 ・長石 P lO　80％　 P L ll

縄文土器 B　　 7．1

C　 13．5

には，6 単位の円孔がある。台部はよく研磨されている。 にぷい褐色

普通

覆土下層

図版番号 券　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） ’幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第27図 10 磨製石斧 （8．2） 4．0 1．1 （50） 緑色凝灰岩 Q 6 7　覆土

11 石　　 鍍 2．8 1．8 0．6 2 黒　 曜　 石 Q 6 6　覆土

第345号住居跡（第28・29図）

位置　調査区の南東部，G20e9区。

規模と平面形　径3．44mほどのほぼ円形である。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は4～6cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　5か所。Pl・P3～P5は長径20～36cm，短径16～24cmの楕円形で，深さ12～25cmである。Pl・P3～

P5は主柱穴と考えられる。P2は，長径44cm，短径40cmの楕円形で，深さ22cmである。P2の性格は不明である。

第28図　第345号住居跡実測図
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覆土　4層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム7℃ツク少量，焼土粒子微量，炭化物少量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量，焼土粒子微鼠炭化物少量

4　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片21点が出土している。1・2は深鉢の胴

部片で，隆帯により文様を措出し，隆帯に沿って爪形文を

施している。

0　　　　　　　　　　　10cm

「＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第四図　第345号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第346号住居跡（第30・31図）

位置　調査区の南部，G20g7区。

規模と平面形　本跡の南側は調査区域外にあるため明確ではないが，径6．86mほどの円形と推定される。

主軸方向　N－340－E

壁　壁高は3～6cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　5か所。Pl～P3は炉を中心に円形状に配置され，長径44～52cm，短径40～48cmの楕円形で，深さ69

～76cmである。Pl～P3は，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4・P5は，径27cmほどのほぼ円形で，深

さ11～17cmである。P4・P5は，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　2か所。中央部にある炉を炉A，北側にある炉を炉Bとした。炉Aは，長径1．28m，短径0．94mの楕円形

で，深さ約16cmの地床炉である。炉床面は火熟により赤変硬化している。炉Bは，長径0．84m，短径0．72mの

楕円形で，深さ約6cmの地床炉である。炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉A土層解説

1暗　褐　色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　焼土粒子多量，焼土ブロック中量，ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　焼土粒子多量，焼土ブロック中量

4　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土ブロック中量

炉B土層解説

1　褐　　　色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

2　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック多量

3　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量

4　暗　褐　色　　焼土粒子中量，ローム粒子中量

覆土　2層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小フuツク少量，焼土粒子中量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第30図　第346号住居跡出土遺物実測図

遺物　縄文土器片16点，打製石斧1点が覆土から出土している。1・2は深鉢の口縁部片で，RLの単節縄文

を地文とし，懸垂する沈線間を磨り消している。3は打製石斧である。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第346号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第3 0図　 3 打製石斧 7．7 4．0 1．7 48 チ　ャ　ー ト Q 7　 覆土
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第31図　第346号住居跡実測図

4　　　　　2 0　　　　　　　　　　　　　　1m」

第347号住居跡（第32～34図）

位置　調査区の南部，G20d5区。

重複関係　本跡は第367号住居跡と重複している。本跡が第367号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形　長径6．70m，短径5．74mの楕円形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は36～44cmで，外傾して立ち上がる。炉の前庭部に接する南壁の両側は，段を有している。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット15か所。Pl～P4は炉を中心に長方形状に配置され，長径40～54cm，短径34～40cmの楕円形で，深さ

「34－



第32図　第347号住居跡実測図
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第33図　第347号住居跡出土遺物実測図（1）
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第34図　第347号住居跡出土遺物実測図（2）
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39～57cmである。Pl～P4は，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5～P12は，長径26～54cm，短径24～

56cmの楕円形で，深さ22～96cmである。P5～P12は，規模から補助柱穴と考えられる。P13～P15は，南壁際

の炉前庭部にあり，長径14～44cm，短径14～34cmの楕円形で，深さ11～18cmである。P13～P15は，南壁際の

炉前庭部にあることから，出入り口施設に関係するピットと考えられる。

炉　2か所。北側にある炉を炉A，南側にある炉を炉Bとした。炉Aは，長径0．90m，短径0．72mの楕円形

で，床面をそのまま炉床面とした地床炉である。炉床面は火熱により赤変硬化している。炉Bは，長径3・02m，

短径1．04mで，炉の各部は北側から土器埋設部・炉部・前庭部から構成される複式炉である。土器埋設部の埋

設土器は，底部を欠損させ逆位に埋設している。土器埋設部と前庭部には，火熟を受けた痕跡はない。炉部の

炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉B土層解説

1　灰褐色

2　灰褐色

3　灰褐色

4　灰褐色

5　褐　色

6　褐　色

7　灰褐色

8　褐　色

9　褐　色

10　褐　色

11褐　色

ローム粒子少量，
ローム粒子少量，

ローム粒子少量
ローム粒子少量，
ローム粒子少量

ローム粒子少量，
ローム粒子少量，
ローム粒子少量，

ローム粒子少量，
ローム粒子中量，
ローム粒子少量，

炉B土器埋設部土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　暗褐色

ロームブロック少量，焼土粒子少量
ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子中量，焼土ブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

焼土粒子少量
焼土粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック中量

ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化物少量
ローム粒子中量，炭化物少量
ローム粒子中量，ロームブロック少量，炭化物少量

ローム粒子多量，炭化物少量
ローム粒子中量，ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量
ローム粒子少量，ロームブロック少量，炭化物微量

ローム粒子中量，ロームブロック中量，炭化物微量
ロームブロック中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック微量，炭化物微量

覆土　5層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，焼土粒子中量，炭化物中量

2　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子中量，炭化物中量

3　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化物少量

4　明褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片839点，土器片円盤3点，凹石1点が出土している。1は底部を欠損させた深鉢で，炉Bの

埋設土器である。2は深鉢の口縁部から胴部の破片で，覆土から出土している。3は横位の橋状把手を有する

壷で，覆土から出土している。4～9，1ト14，19は，深鉢の口緑部片である。4は2本一組の隆帯により渦

巻文を施している。12・14は隆帯により楕円区画文を施している。10，15～18，20～22は，深鉢の胴部片であ

る。23～25は土器片円盤，26は凹石である。

所見　本跡は，複式炉を有する住居跡である。時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と

考えられる。

第347号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第33図 探　　 鉢 A　 26．0 底部欠損。4 単位の波状口縁。胴部は内攣 して立ち上が り，頸部で くびれ， 石英 ・長石 ・砂粒 P 12　70％　 P L 12

1
縄文土器 B （26．0） 口縁部は外傾する。地文はR L の単節縄文で，沈線で文様を描出している。 明赤褐色 炉B 埋設土器

波頂部の直下には楕円区画文を，頚部には波状文を施 している。頚部から

胴部には，上端が連結 した懸垂文を施している。

普通 加曽利E Ⅲ式
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図版番号 器　　 種 計測値（cm ） 器 ・形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第33図 深　　 鉢 A 〔27．8〕 口縁部か ら胴部の破片。胴部は外傾 して立ち上がり，口緑部はわずかに内 長石 ・砂粒 P 14　20％　 P L 12

2 縄文土器 B （20．0） 攣する。地文はR L の単節縄文で，口唇部直下に沈線を巡らしている。 畢色

普通

覆土上層

加曽利E Ⅲ式

3　－

士竺E A　 8．6 胴部一部欠損。胴部は内攣 して立ち上が り，口緑部はほぼ直立する。口縁 長石 ・砂粒 P 13　70％　 P L 12

縄文土器 B　 14．7 部直下と胴部下部に2 単位の橋状把手が付 く。地文はR L の単節縄文で， 黒褐色 覆土

C　　 6．2 口縁部に沈線を巡らしている。 普通 内 ・外面赤彩

図版番号 券　　 種
計　　 測　　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第34図　 23 土器片円盤 （2．5） 4．5 1．3 （14） 50 中心に穿孔。R L の単節縄文。 D P　5

24 土器片円盤 3．7 3．5 1．2 19 100 L R の卓節縄文。 D P 6

25 土器片円盤 2．9 2．8 1．0 （11） 80 L R L の複節縄文。 D P　7

図版番号 券　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第34図 r 2 6 凹　　 石 （11．0） 10．9 5．7 （86 3） 安　 山　 岩 Q 8　 覆土

第348号住居跡（第35・36図）

位置　調査区の南東部，G21a5区。

確認状況　遺構確認面において炉とピットを確認する。

SK1290
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第35図　第348号住居跡実測図
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重複関係　本跡は第1920号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　炉とピットの配列から，長径6．60m，短径5．10mの楕円形と推定される。

主軸方向〔N－200－W〕

ピット　6か所。Pl～P6は，炉を中心に0．80～2．04mの間隔で楕円形状に配列され，長径46～70cm，短径42

～52cmの楕円形で，深さ46～68cmである。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央部やや南寄りに付設されている。長径1．06m，短径0．82mの楕円形で，床面をそのまま炉床面とした

地床炉である。炉床面は，火熱により赤変硬化している。

遺物　縄文土器片83点が出土している。1は深鉢の口綾部片，2～5は深鉢の胴部片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態と出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

第36図　第348号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

：＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

第349号住居跡（第37・38図）

位置　調査区の北東部，F21e3区。

確認状況　遺構確認面において炉とピットを確認する。

重複関係　本跡は第1927号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　炉とピットの配列から，長径5．20m，短径4．80mの楕円形と推定される。

主軸方向〔N－80－W〕

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　5か所。Pl～P5は，炉を中心に0．60～2．16mの間隔で楕円形状に配列し，長径46～72cm，短径40～

66cmの楕円形で，深さ62～70cmである。Pl～P5は，規模と配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央部やや南寄りに付設されている。長径76cm，短径69cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床

炉である。炉床面は，火熱により赤変硬化している。

遺物　縄文土器片15点が出土している。1は探鉢のロ緑部片，2は深鉢の胴部片である。

第37図　第349号住居跡出土遺物実測図

～β2
0　　　　　　　5cm

ヒ＝⊥＿＿」
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所見　本跡の時期は，遺構の形態と出

土遺物から縄文時代中期と考えられる。



B「

◎

第38園　第349号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第350号住居跡（第39・40図）

位置　調査区の南東部，G20e9区。

重複関係　本跡は第91号溝と重複する。本跡は第91号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径3．74m，短径3．38mの楕円形である。

主軸方向　N－300－E

壁　壁高は20～36cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　5か所。Plは中央部に位置し，長径52cm，短径48cmの楕円形で，深さ41cmである。Plは，位置と規

模から主柱穴と考えられる。P2～P5は，長径23～36cm，短径20～30cmの楕円形で，深さ18～60cmである。P2

～P5は，規模から補助柱穴と考えられる。

覆土10層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

9　褐　色

10　褐　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，焼土粒子少量，炭化物少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量，炭化物中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，炭化物少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，炭化物微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化物少量
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遺物　縄文土器片157点が出土している。1は扇状把手を有する深鉢の口緑部片で，2は波状口縁を呈する深

鉢の口緑部片，3は深鉢の底部片で，覆土から出土している。4～6は深鉢の口緑部片，7～12は深鉢の胴部

片で，断面三角形の隆帯により文様を描出し，空白部に角押文あるいは結節沈線文を施している。13は土器片

円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物と住居跡の形態から縄文時代中期前葉（阿王台I b式期）と考えられる。

転フ
第39図　第350号住居跡実測図

第350号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l l l

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　及　び　文　様　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第40図探　　鉢A〔25．6〕扇状把手を有する口縁部片。頚部がくびれ，口縁部はほぼ直立する。隆帯石英・長石・雲母P17　10％　PL12

1縄文土器B（8．0）に沿って1列の角押文を施している。 褐色

普通

覆土

阿王台Ib式

2

探　　鉢A〔15．7〕4単位の波状口縁を呈する口縁部片。頚部がくびれ，口縁部は外傾する。長石・雲母・砂粒P18　20％　PL12

縄文土器B（6．4）無文で，輪積痕が残る。 灰褐色

普通

覆土

阿王台Ib式

3

探　　鉢

縄文土器

B（3．0）

C　11．0

底部片。底面に網代痕を有する。 石英・長石・雲母

明赤褐色

普通

P15　10％　PL12

覆土

呵王台工b式

図版番号器　　種

計　　測　　値（cm）重　量

（g）

現存率

（％）
形状及び文様の特徴備　　　考

‘長　さ幅厚　さ

第40図　13土器片円盤3．13．01．011100無文。 DP21

－42－



♂2 0　　　　　　　　　　　　10cm
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第40図　第350号住居跡出土遺物実測図

第351号住居跡（第41・42図）

位置　調査区の南部，G20f6区。

規模と平面形　長径5．40m，短径4．60mの楕円形である。

主軸方向　N－280－E

壁　壁高は8～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット　8か所。Pl～P5は炉の周囲に五角形状に巡り，長径40～56cm，短径38～46cmの楕円形で，深さ66～

95cmである。Pl～P5は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P6・P7は，長径36～40cm，短径30～36cmの

楕円形で，深さ69～72cmである。P6・P7は，規模から補助柱穴と考えられる。P8は，長径86cm，短径72cmの

楕円形で，深さ10cmである。P8が本跡に伴うピットであるかどうかは不明である。

炉　中央部やや北寄りに付設されている。長径1．02m，短径0．糾mの楕円形で，床面をそのまま炉床面とした

地床炉である。炉床面は，火熱により赤変硬化している。

覆土　8層に分層され，自然堆積である。
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第41図　第351号住居跡実測図

土層解説

1　灰褐色

2　灰褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　灰褐色

6　灰褐色

7　褐　色

8　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，炭化物微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化物微量
ローム粒子少量，炭化物微量
ローム粒子多量

ローム粒子中量
ローム粒子多量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L　　　；　　　」

遺物　縄文土器片186点が出土している。1は波状口縁を呈する深鉢の口緑部片で，2は深鉢の底部から胴部

の破片で，覆土下層から出土している。3は深鉢の口緑部片，4・6は深鉢の胴部片，5・7・8は深鉢の口

縁部付近の破片である。5・7・8は2本一組の隆帯により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第351号住居跡出土遺物観察表

図版番号　 r 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第42図 深　　 鉢 A 〔24．8〕 波状口縁 を呈する口縁部片。口縁部は外傾する。波頂部直下には沈線 を有 長石 ・雲母 ・砂粒 P 19　20％　 P L 12

1 縄文土器 B （12．4） する隆帯により渦巻文を施し，口縁部 と胴部との境 には隆帯を巡 らしてい にぷい赤褐色 覆土下層

る。・胴部はR L の単節縄文を施 している。 普通 加曽利E I 式
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第42図　第351号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ‘色調 ・焼成 備　　　 考

第4 2因 深　　 鉢 B （12．4） 底部から胴部の破片。ほぼ直線的に立ち上がる。R L の単節縄文を地文 と 長石 ・雲母 ・砂粒 P 20　 20％　 P L 12

2 縄文土器 C　　 9．0 し，沈線による懸垂文を施している。 にぷい橙色

普通

覆土下層

加曽利E I 式

第352号住居跡（第43・44図）

位置　調査区の南部，F19g8区。

重複関係　本跡は第2075号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径5．60m程のほぼ円形である。

主軸方向　N－83。－E

壁　南壁の一部だけが残存している。壁高は最大で8cmで，外傾して立ち上がる。
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第43図　第352号住居跡実測図

0　　　　　　　2m

一箪「‾　ト　　l　　＿＿＿」

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　8か所。Pl～P6は炉の周囲に1．20～2．30mの間隔で巡り，長径40～76cm，短径38～62cmの楕円形で，

深さ57～107cmである。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P7・P8は，長径42～54cm，短径38

～40cmの楕円形で，深さ64～84cmである。P7・P8は，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径1．50m，短径1．34mの楕円形と推定され，深さ約10cmの地床炉である。覆

土は1層で，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗褐色　　焼土粒子少量，焼土ブロック微量，ローム粒子少量

覆土　床面上にわずかに残存しているのみである。

遺物　縄文土器片135点が出土している。1は深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土から出土している。2・

3は深鉢の口縁部片，4は深鉢の胴部片で，2本一組の隆帯により文様を措出している。5・6は深鉢の胴部

片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第44図　第352号住居跡出土遺物実測図

第352号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第44図 深　　 鉢 A 〔30，8〕 口緑部から胴部の破片。口緑部は内攣する。沈線による区画文内にR L の 長石 ・砂粒 P 21　 5 ％　 P L 13

1 縄文土器 B （21．5） 単節縄文を充喝 している。 暗褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅲ式

第353号住居跡（第45図）

位置　調査区の南西部，F19g2区。

確認状況　遺構確認面において炉とピットを確認したことから，住居跡と判断する。規模と平面形については，

不明である。

主軸方向〔N－10－E〕

床　炉の周囲にだけ残存しており，踏み固められている。

ピット12か所。Pl～P7は炉の周囲に0．60～1．60mの間隔で巡り，長径32～38cm，短径28～32cmの楕円形で，

深さ46～68cmである。P8～P12はPl～P7の外側を巡り，長径30～38cm，短径26～36cmの楕円形で，深さ43～

59cmである。Pl～P12は，炉を中心に二重に巡る柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径86cm，短径74cmの楕円形で，深さ約10cmの地床炉である。炉床面は，火熱

により赤変硬化している。

炉土層解説
1　赤褐色　　焼土粒子・焼土ブロック中量

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代と考えられる。
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第45図　第353号住居跡実測図
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第354号住居跡（第46～48図）

位置　調査区の北部，F20a4区。

重複関係　本跡は第355号住居跡と重複する。本跡と第355号住居跡との新旧関係は撹乱のため明確でないが，

住居跡の形態から本跡が新しいと考えられる。

規模と平面形　長径9．20m，短径7．70mの楕円形であり，西壁がやや突出している。

主軸方向　N－1100－E
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第46図　第354・355号住居跡実測図
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第47図　第354号住居跡出土遺物実測図（1）
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壁　壁高は13～24cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，炉の周囲が踏み固められている。

出入り口　壁がやや突出する西壁に位置し，P8～PlOが存在する。P8は中央部に位置し，長径106cm，短径86cm

の楕円形で，深さ10cmである。P8内の西側には長径38cm，短径32cmの小ピットがある。P9・PlOはP8の両側

に位置する。P9は，径40cmほどのほぼ円形で，深さ64cmである。PlOは，長径36cm，短径32cmの楕円形で，深

さ52cmである。PS～PlOは，その位置から出入り口に関係するピットと考えられる。

ピット11か所。Pl～P7は炉を中心に1．06～2．20mの間隔で巡り，長径0．84～1．22m，短径0．78～1．10mの

楕円形で，深さ0．83～1．27mである。Pl～P7は，位置と規模から主柱穴と考えられる。P8～PlOは，その位

置から出入り口に関係するピットと考えられる。Pllは，長径36～48cm，短径34～40cmの楕円形で，深さ52～

110cmである。Pllは，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径1．12m，短径0．96mの楕円形で，深さ約26cmの地床炉である。炉の覆土は

2層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1極暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子少量

2　暗赤褐色　　焼土粒子多量

覆土　2層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

ローム粒子中量，焼土粒子中量，炭化物中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，焼土粒子少量，炭化物少量

遺物　縄文土器片1462点，土器片円盤3点，磨石2点，打製石斧

1点が覆土から出土している。1は橋状把手を有する広口壷の口

縁部片，2は突起を有する深鉢の口緑部片である。3・4は深鉢

の口縁部片，5～13は深鉢の胴部片である。14は深鉢のロ綾部

片，15は深鉢の胴部片で，混入したものである。16～18は土器片

⊂＝〉
0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第爛図　第3別号住居跡出土遺物実測図（2）

円盤，19・20は磨石，21は打製石斧である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利E‡～Ⅲ式期）と考えられる。

第354号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第47医l 広　口 壷 B （7．6） 把手部片。橋状を呈する。R L の単節縄文を地文とし，沈線で文様を描出 長石 ・砂粒 P 22　 5 ％

1 縄文土器 している。 橙色

普通

覆土

加曽利 E Ⅲ式

2

深　　 鉢 B （6．9） ロ縁部片。沈線による蕨手文を施している突起を有する。 R L の単節縄文 長石 ・砂粒 P 23　 5 ％

縄文土器 を地文 としている。 明褐色

普通

覆土

加曽利 E ll式

図版 番号 器　　 種

計　　 測　　 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現存 率

（％）

形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第 47 図 16 土 器片 円盤 3 ．9 3．5 1．3 （19） 8 0 R L の単 節縄 文。 D P 8　 覆土

17 土 器片 円盤 3 ．9 3．4 0．7 （12 ） 90 無文 。 D P 9　 覆土

18 土 器片 円盤 3 ．1 3，0 1．1 （10 ） 8 0 無文 。 D P lO　 覆 土
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図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第47図 19 磨　　 石 6．8 5．5 3．0 （168） 安　 山　 岩 Q 13　覆土

20 磨　　 石 10．7 8．9 4．8 70 0 安　 山　 岩 Q 12 ・覆土

21 打製石斧 9．2 6．9 2．3 （12 0） 安　 山　 岩 Q ll 覆土

第355号住居跡（第46図）

位置　調査区の北部，E20j4区。

重複関係　本跡は第354号住居跡と重複する。本跡と第354号住居跡との関係は撹乱のため明確ではないが，住

居跡の形態から本跡が古いことが考えられる。

規模と平面形　径2．90mの円形と推定される。

主軸方向　N－380－E

壁　壁高は12～15cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット1か所。Plは中央部に位置し，長径62cm，短径38cmの楕円形で，深さ51cmである。Plは，位置と規

模から主柱穴と考えられる。

覆土　2層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

2　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，炭化物少量

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期前葉（阿玉台

式期）と考えられる。

第356号住居跡（第49・50図）

位置　調査区の北部，E19fO区。

規模と平面形　径5．20mほどのほぼ円形である。

主軸方向　N－460－E

壁　壁高は14～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，中央部が踏み固められている。

出入り口　南東壁際にスロープ状の高まりがあり，踏み固められていることから，出入り口部と考えられる。

ピット　8か所。Pl～P5は炉の周囲に五角形状に巡り，長径32～60cm，短径29～40cmの楕円形で，深さ55～

102cmである。Pl～P5は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P6は，長径40cm，短径36cmの楕円形で，深

さ21cmである。P6は，規模から補助柱穴と考えられる。P7・P8はスロープ状の出入り口奥部の両側に位置す

る。P7は，長径36cm，短径34cmの楕円形で，深さ45cmである。P8は，長径30cm，短径28cmの楕円形で，深さ

21cmである。P7・P8は，出入り口に関係するピットと考えられる。

炉　中央部やや北西寄りに付設されている。長径64cm，短径48cmの楕円形で，深さ6cmの地床炉である。炉内

の覆土は1層で，炉床面は，火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子微量，炭化物微量

覆土　4層に分層され，自然堆積である。
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土層解説
1黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子少量

4　褐　色　　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片175点，磨石1点，磨製石斧1点，礫器1点が出土している。1は大形の波状口緑を呈する

深鉢の口緑部片で，床面から出土している。2は波状口縁を呈する探鉢の口緑部から胴部の破片で，RLの単

節縄文を施している。3は深鉢の頚部から胴部の破片で，胴部は隆帯により文様を措出し，隆帯に沿って沈線

文を施している。4は深鉢の口緑部片で，沈線により文様を描出している。5は深鉢の胴部片で，RLの単節

縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。6は磨石，7は磨製石斧，8は礫器である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿玉台Ⅳ式期）と考えられる。
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第49図　第356号住居跡実測図
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第50図　第356号住居跡出土遺物実測図
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第356号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形 ‾及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第50図 探　　 鉢 B 〔16．7〕 大形の波状口縁を呈する口縁部片。R L の単節縄文を地文とし，隆帯に沿 石英 ・長石 ・雲母 P 24　5 ％

1 縄文土器 って爪形文 を施 している。区画文内には沈線文を施している。 にぷい褐色

普通

覆土

阿王台Ⅳ式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 掛　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　 ．考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第50図　 6 磨　　 石 9．6 8．1 4．1 464 安　 山　 岩 Q 16 ．覆土　 凹石兼用

7 磨製石斧 （5．2） 4．7 2．8 （93） ホルン7 ェルス Q 15　覆土

8 礫　　 器 8．3 6．3 3．4 23 3 砂　　　 岩 Q 14　覆土

第357A号住居跡（第51・52図）

位置　調査区の北西部，F18bO区。

調査経過　本跡は1軒の住居跡として調査していたが，平面形が双円形を呈すること，土層に切りあいが認め

られること，炉が2か所あり東側の炉がピットに掘り込まれていることから，2軒の住居跡が重複しているも

のと判断した。その結果，北西側を第357A号住居跡，東側の住居跡を第357B号住居跡とした。

重複関係　本跡は第357B号住居跡と重複する。本跡は第357B号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

旦22．6m

‾‾⑫＝ミ；＝■■‾‾‾

・22．8m

ヱ　≡≡＝＝＝＝±Tl－ll＝壷≡

第51図　第357A・B号住居跡実測図
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第52図　第357A号住居跡出土遺物実測図

規模と平面形　長径4．10m，短径3．80mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は5、21cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P6は0．66m～1．70mの間隔で六角形状に巡り，長径34～70cm，短径28～46cm

の楕円形で，深さ54～96cmである。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。

炉　炉Aが本跡の炉で，中央部やや北寄りに付設されている。長径120cm，短径58cmの双楕円形で，深さ約17cm

の地床炉である。炉床面は，火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子少量，炭化物少量

2　暗赤褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物少量

覆土　4層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量
3　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　褐　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量，焼土粒子少量

遺物　縄文土器片173点が出土している。1は深鉢の口緑部片で，床面から出土している。2は探鉢の胴部片

で，沈線間に爪形文を施している。3は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出

している。4は深鉢の頸部から胴部の破片で，爪形文を有する隆帯により文様を描出している。5は深鉢のロ

緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，隆帯により文様を措出している。6は深鉢の胴部片で，RLの単節縄

文を地文とし，洗練により波状の懸垂文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。
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第357B号住居跡（第51図）

位置　調査区の北西部，F18bO区。

重複関係　本跡は第357A号住居跡と重複する。本跡は第357A号住居跡に掘り込まれおり，本跡が古い。

主軸方向　N－40－E

規模と平面形　長径5．04m，短径3．70mの楕円形と推定される。

壁　北壁の一部が残存しているのみである。壁高は最大で8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　6か所（P7～P12）。P7～P9はL字状に位置し，長径40～64cm，短径30～50cmの楕円形で，深さ41

～73cmである。P7～P9は，規模と配列から主柱穴と考えられる。PlO～P12は，長径26～42cm，短径24～38cm

の楕円形で，深さ41～109cmである。PlO～P12は規模と配列から補助柱穴と考えられるが，第357A号住居跡

のピットとなる可能性もある。

炉　炉Bが本跡の炉で，中央部やや北東寄りに付設されている。第357A号住居跡のP2に掘り込まれており，

北半分だけが残存している。南北32cm，東西46cmで，深さ約10cmの地床炉である。炉床面は，火熱により赤変

硬化している。

覆土　第5層が本跡の覆土で，自然堆積である。

土層解説

5　褐　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子中量

所見　本跡の時期は，本跡に伴う遺物が出土していないため明確でないが，遺構の形態と第357A号住居跡に

掘り込まれていることから縄文時代中期と考えられる。

第358号住居跡（第53～55図）

位置　調査区の北部，E19e9区。

規模と平面形　長径4．40m，短径3．48mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－260－E

壁　壁高は8～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

炉　中央部やや北東寄りに付設されている。長径87cm，短径56cmの楕円形で，深さ約3cmの地床炉である。覆

土は1層で，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

1暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック中量，炭化物少量

ピット　6か所。Pl～P6は炉の周囲を巡り，長径24～30cm，短径20～28cmの楕円形で，深さ47～59cmである。

Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。

覆土　4層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量
4　褐　　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片104点，磨石2点が出土している。1は底部が欠損する深鉢で，投棄されたような状態で炉

床面から出土している。2は深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土下層から出土している。3～6は深鉢の口
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第53図　第358号住居跡実測図
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緑部片で，3・5は覆土下層から，4・6は覆土から出土している。7・8は深鉢の底部片で，覆土下層から出

土している。9・10は磨石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第358号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 音　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 ・ 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第54図 探　　 鉢 A　 27．8 胴下半部欠損。胴部はほぼ直線的に立ち上がり，頚部が くびれ，口縁部はわ 長石 ・雲母 ・砂粒 P 2 5　70％　P L 13

1 縄文土器 B （20．5） ずかに内攣する。口縁部に 5 単位の連結 した眼鏡状把手を施している。無 赤褐色 炉床面

文。 普通 中峠式

2

探　　 鉢 A 〔26．8〕 口縁部から胴部の破片。口縁部は内攣する。口唇部外面は突出し，指頭に 長石 ・雲母 ・砂粒 P 26　30％　 P L 13

縄文土器 B （15．3） よる押庄文を施 している。口縁部にはL の無節縄文を縦位に施 してV、る。 明赤褐色

普通

覆土下層

阿玉台Ⅳ式

3

探　 彿 A 〔23．8〕 口縁部片。口縁部は外傾する。口唇部外面に指頭による押庄文が施される 長石 ・雲母 ・砂粒 P 27 10％　 P L 13

縄文土器 B （11．0） 隆帯を巡 らしている。R L の単節縄文を施している。 暗赤褐色

普通

覆土下層

阿玉台Ⅳ式

4

探　　 鉢 A 〔27．0〕 口縁部片。口縁部は外傾する。口縁部にはL の無節縄文を地文とし，隆帯 長石 ・雲母 ・砂粒 P 28　5 ％　 P L 13

縄文土器 B （11．0） により横 S 字状文を施 している。 にぷい褐色

普通

覆土

中峠式
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第54図　第358号住居跡出土遺物実測図（1）
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第55区l　第358号住居跡出土遺物実測図（2）

⊂⊃ 0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　　呈　　　　！

図版番号 器　　種計測値（cm） 話　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第55図 深　　鉢A〔25．4〕ロ緑部片。口縁部は内攣する。口緑部に隆帯により波状文を巡らしている。石英・長石・砂粒P30　5％　PL13

5 縄文土器B（7．6）無文。 にぷい赤褐色

普通

覆土下層

中峠式併行

6

探　　鉢

縄文土器

A〔23．8〕

B（10．5）

口緑部片。口縁部は内野する。無文。 石英・長石・雲母

明赤褐色

普通

P29　5％　PL13

覆土

7

探　　鉢

縄文土器

B（3．0）

C　　9．8

底部片。無文。底面に網代痕がある。 石英・長石・雲母

にぷい赤褐色

普通

P32　5％　PL13

覆土下層

8

探　　鉢

縄文土器

B（7．6）

C　　7，6

底部片。RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文を施している。石英・長石・雲母

にぷい赤褐色

普通

P3115％　PL13

覆土下層

加曽利EI式

図版番号器　　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

第55因　9 麿　　石 （7．1） 6．0 3．6 （244） 安　山　岩Q17　覆土

10 麿　　石 （9，5） 5．9 3．0 （224） 安　山　岩Q15　覆土　凹石兼用

第359号住居跡（第56・57図）

位置　調査区の南西部，F18b5区。

確認状況　南西に下がる傾斜地に位置し，壁や覆土は残存していないが，炉と炉を中心に巡るピットを確認し
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第56図　第359・360号住居跡実測図

たことから住居跡と判断した。規模や平面形は不明である。

主軸方向〔N－190－E〕

炉　長径120cm，短径82cmの楕円形で，深さ約8cmの地床炉である。炉の覆土は2層に分層される。炉床面は，

火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1時赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック中量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック中量

ピット　8か所。Pl～P6は炉の周囲

を巡り，長径40～52cm，短径30～44cm

の楕円形で，深さ50～74cmである。Pl

～P6は，規模と配列から主柱穴と考

えられる。P7は，長径40cm，短径38cm

の楕円形で，深さ65cmである。P8は，

勺　姜

・′

0　　　　　　　　　　　　10cm

長径74。皿，短径部皿，深さ洪cmであ　　　　　　　　　　　　　　I l l

る。P7とP8は本跡の補助柱穴と考え　第57図　第万9号住居跡出土遺物実測図

られるが，隣接する第360号住居跡の

ピットである可能性もある。

遺物　縄文土器片18点，磨石1点が出土している。1は深鉢の胴部片で，ピットの覆土から出土している。2

は磨石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第359号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第57図 深　　 鉢 B （7．6） 胴部片。ほぼ垂直に立ち上がる。R L の単節縄文を地文とし，沈線 による 長石 ・砂粒 P 3 3 15％

1 縄文土器 腰重文を施 している。 褐色

普通

覆土

加曽利 E I 式

回版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第57図　 2 磨　　 石 7．5 7．1 3．0 260 安　 山　 岩 Q 1 9　覆土　 凹石兼用

第360号住居跡（第56・58図）

位置　調査区の南西部，F18b4区。

確認状況　本跡は南西に下がる傾斜地に位置し，炉とピットだけを確認した第359号住居跡に隣接する。ピッ

メ
盛
訝

露．、，⊥
第58図　第360号住居跡出土遺物実測図
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トや覆土は残存していないものの，炉を確認したことや第359号住居跡のP7とP8が本跡のピットになる可能

性があることから住居跡と判断した。規模や平面形は不明である。

炉　長径74cm，短径58cmの楕円形で，炉床面の東壁際から南壁際にかけて土器片を埋設した土器片囲い炉であ

る。深さは11cmで，炉内の覆土は2層に分層される。炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック中量

2　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック中量

遺物　縄文土器片35点が出土している。1・3は深鉢の胴部片，2・4は深鉢の頚部から胴部の破片，5は深

鉢の底部から胴部の破片で，土器片囲い炉に埋設していたものである。1と3，2と4は，同一個体である。

1・3はRLの単節縄文を地文とし，沈線による幅広の懸垂文間を磨り消している。2・4は頚部に沈線を巡

らし，RLの単節縄文を施している。5は条線文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第361号住居跡（第59・60図）

位置　調査区の南部，G20g4区。

確認状況　本跡の南側部は調査区域外となり，本跡の北側部だけを確認する。

重複関係　本跡は第1931号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　径3．80mの円形と推定される。

壁　壁高は8～16cmで，外傾して立ち上がる。

第59図　第361号住居跡実測図
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床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　4か所。Pl～P3は壁から40～50cmほど離れて弧状に巡り，長径30～70cm，短径28～50cmの楕円形で，

深さ48～85cmである。Pl～P3は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P4は，径30cmほどの円形で，深さ

37cmである。P4は，規模から補助柱穴と考えられる。

覆土　5層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量

2　褐　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子少量，炭化物少量

3　褐　　色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量，焼土粒子少量，炭化物少量

4　褐　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化物少量

5　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化物子少量

遺物　縄文土器片41点，磨製石斧1点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部片で，条線文を施している。

2は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線間を磨り消している。3は磨製石斧である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第361号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第60図　 3 磨製石斧 4．9 2．9 1．1 （2 3） 頁　　　 岩 Q 20　覆土

：．．’ll．’．．ニ覇

第60図　第361号住居跡出土遺物実測図

．：‾、－！：

0⊂⊃　　10。m

！　　　　呈　　　　！

．．：ニー
3

第362号住居跡（第61・62図）

位置　調査区の南部，G20b2区。

規模と平面形　長径4．08m，短径3．68mの楕円形である。

主軸方向　N－71。－E

壁　壁高は6～11cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット11か所。Pl、P7は壁から28～54cm内側を巡り，長径24～30cm，短径24～26cmの楕円形で，深さ29～

52cmである。Pl～P7は，位置と規模から主柱穴と考えられる。P8～Pllは，長径20～31cm，短径18～24cmの

楕円形で，深さ16～53cmである。P8～Pllは，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　中央部やや南西寄りにに付設されている。長径60cm，短径54cmの楕円形で，深鉢の頚部を埋設した土器埋

設炉である。炉の深さは12cmほどあり，炉の覆土は4層に分層される。炉床面は火熱により赤変硬化してい

る。
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第61図　第362号住居跡実測図

炉土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　赤褐色

4　赤褐色

焼土粒子多量，炭化物少量

焼土粒子中量

焼土粒子多量，焼土ブロック中量
焼土粒子多量，焼土ブロック多量

覆土　4層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化物少量

ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化物中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

遺物　縄文土器片127点が出土している。1は深鉢の上半部で，床面から出土している。2は深鉢の頚部で，

炉の埋設土器である。3は深鉢の口縁部片で，覆土から出土している。4は深鉢の口縁部片で，RLの単節縄

文を地文とし，口唇部直下に沈線を巡らしている。5は深鉢の口縁部片，6は深鉢の胴部片で，2本一組の隆

帯により文様を措出している。7・8は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，7は微隆帯，8は沈線

により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。
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第362号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm．） 器　 形　 及・び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第62図 深　　 鉢 A 〔33．4〕 胴下半部欠損。胴部は外傾 して立ち上が り，口縁部は内攣する。R L の単 石英 ・長石 ・雲母 P 34　50％　 P L 13

1 縄文土器 B （24．6） 節縄文を施 している。 灰褐色

普通

床面

加曽利E Ⅳ式

2

深　　 鉢

縄文土器

B つ14．1） 頚部片。外反 して立ち上がる。 R L の単節縄文を施している。 石英 ・長石 ・砂粒

橙色

普通

P 35　20％　 P L 13

炉埋設土器

加曽利E Ⅳ式

3

探　　 鉢 A 〔2 1．4〕 口琴部片。口唇部直下に微隆帯を巡 らし，口縁部に幅狭の無文帯を構成し 砂粒 P 36　20％

縄文土器 B （9．5） ．ている。 R L の単節縄文を施 している。 灰褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

第363号住居跡（第63～67図）

位置　調査区の南部，G19d9区。

重複関係　本跡は第92・93号溝と重複する。本跡は第92・93号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長径7．82m，短径6．82mの楕円形である。

主軸方向　N－3占0－E

壁　壁高は18～34cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット19か所。Pl～P6は壁から64～84cm内側でほぼ円形に巡り，長径74～80cm，短径60～78cmの楕円形で，

深さ58～75cmである。Pl～P6は，位置と規模から主柱穴と考えられる。P7～P18は，長径26～64cm，短径22

～58cmの円形もしくは楕円形で，深さ38～68cmである。P7～P18は，規模から補助柱穴と考えられる。P19は

埋設土器の掘り方で，長径36cm，短径32cmの楕円形で，深さ20cmである。

炉　ほぼ中央部に付設されている。長径1．30m，短径0．90mの楕円形で，胴部下半を欠損させた深鉢を埋設さ

せた土器埋設炉である。炉の深さは9cmで，覆土は3層に分層される。炉床面は火熱により赤変硬化してい

る。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化物中量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック多量

3　赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック多量

覆土　8層に分層され，自然堆積である。

土層解説
1黒　色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量

2　極暗褐色　　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化物中量
3　極暗褐色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量
4　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子中量

5　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，炭化物少量

7　明褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量
8　明褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片2003点，磨製石斧4点，石皿片2点，磨石1点，

蔽石1点，石鉄1点，石棒片6点，剥片4点が出土している。

P19の埋設土器の東側には，埋設土器と同時期の遺物が東西2．50

m，南北2．30mの範囲に集中して出土している。24～37の遺物

は，その集中地点から出土した遺物である。1は深鉢の上半部で，

炉埋設土器である。2・3は深鉢の口緑部片で，2はRの無節縄
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第67区l　第363号住居跡出土遺物実測図（3）

⊂⊃
0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

文を，3はRLの単節縄文を地文としている。4は深鉢の頚部から胴部の破片で，頚部に隆帯を巡らし，胴部

には2本一組の隆帯を垂下させている。5・6は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線間を磨り

消している。7・8は深鉢の口縁部片，9は深鉢の頚部片で，混入したものである。10は深鉢の頚部片で，円

形刺突文を巡らしている。11～18は土器片円盤，19・22は磨製石斧，20は磨石，21は敲石，23は石鉄である。

24は完形の深鉢で，P19に正位の状態で埋設されていた埋設土器である。26～33は深鉢のロ綾部片で，27・30

・31は微隆帯を，25・29は沈線を，32は刺突文を，口唇部直下に巡らしている。34～36は深鉢の胴部片で，37

は磨製石斧である。

所見　本跡は1軒の住居跡として調査したが，炉の埋設土器とP19の埋設土器とでは時期差があること，P19

の埋設土器の東側には埋設土器と同時期の遣物が集中して出土していることから，その範囲に別の遺構が存在

していた可能性がある。本跡の時期は，炉の埋設土器等の出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）

と考えられる。また，P19の埋設土器とその東側にある遺物集中地点が形成された時期は，縄文時代中期後菓

（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第363号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第65図 深　　 鉢 A 〔2 4．3〕 胴下半部欠損。胴部は外反して立ち上が り，口縁部は内攣する。口縁部に 長石 ・砂粒 P 38　6 0％　 P L 14

1
縄文土器 B （13．3） は沈線と隆帯により楕円区画文 と蕨手状文 とを結合させた文様を施 してい 明赤褐色 炉埋設土器

る。胴部はR L の単節縄文を地文とし，垂下する沈銀閣を磨 り消している。 普通 加曽利E ［式

第66図 深　　 鉢 A　 24．7 ロ縁部一部欠損。胴部は内轡して立ち上が り，頸部で くびれ，口縁部は内 長石 ・雲母 ・砂粒 P 37　9 5％　 P L 14

24 縄文土器 B　 2 7．6

C　　 4．6

管する。R L の単節縄文を施 している。 赤褐色

普通

埋設土器

加曽利E Ⅳ式

25

深　　 鉢 A 〔16．6〕 口綾部片。胴部は直線的に立ち上が り，口緑部はわずかに内轡する。R L 長石 ・雲母 P 39　1 5％　 P L 14

縄文土器 B （ 8．6） の単節縄文を施 している。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

26

深　　 鉢 A 〔16．6〕 口緑部片。口緑部はわずかに内轡する。口縁部直下に沈線を巡らし，L の 長石 ・砂粒 P 40 15％　 P L 14

縄文土器 B （13．8） 無節縄文を施 している。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

図版番号 券　　 種
計　　 測　　 値 （Ⅷ） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第65図 1 1 土器片円盤 4．6 4．5 1．05 （26） 90 無文。 D P ll

12 土器片円盤 3．65 3．65 0．9 （14） 90 L R の単節縄文。 D P 12
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図版 番号 翠　 種

計　　 測　　 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第65 図 13 土 器片 円盤 4．2 4 ．0 1 ．2 （22 ） 80 R L の単 節縄 文。 D P 13

〔 14 土 器片 円盤 3．7 3 ．8 1 ．3
（云 ）

90 無文 。 D P 14

15 土器 片 円盤 3．6 3 ．4 0 ．9 （14 ） 90 R L の単 節縄 文。 D P 15

16 土器 片 円盤 3．2 2 ．9 1 ．1 （1 1） 90 無文。 D P 16．

17 土器 片 円盤 2．4 2 ．2 0 ．9 （6 ） 90 無 文。 D P 17

18 土器 片 円盤 3．3 3 ．3 1 ．1 （10 ） 90 R L の単 節縄 文。 D P 57

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第65図 19 磨製石斧 （．5・9） 5．6 3．5 （164） 安　 山　 岩 Q 25　覆土

20 磨　　 石 11．1 8．8 4．1 615 砂　　　 岩 Q 23　覆土

21 敲　　 石 （10．7） 7．0 5．5 （601） 緑色凝灰岩 Q 26　覆土

22 磨製石斧 （5．7） 2．4 1．35 （35）． 蛇　 文　 岩 Q 22　覆土

23 石　　 鉄 1．8 1．8 0．4 1 チ　ャ　ー ト Q 24　覆土

第67図　 37 磨製石斧 8．0 4．7 2．5 （161） 緑 泥 変 岩 Q 21 ＿覆土

第364A号住居跡（第68・69図）

位置　調査区の南部，F20j3区。

確認状況　覆土や壁は残存しておらず，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。規模や平面形は不

明である。

重複関係　方形に巡るピットが2か所あり，それぞれに付随する炉があることから，2軒の住居跡が重複して

いるものと判断して，西側を第364A号住居跡，東側を第364B号住居跡とした。新旧関係は不明である。

主軸方向　N－810－E

ピット　5か所。Pl～P4は方形に巡り，長径40～70cm，短径38～56cmの楕円形で，深さ53～103cmである。

Pl～P4は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P5は，長径30cm，短径28cmの楕円形で，深さ13cmである。

P5は，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　2か所。炉Aは方形にめぐるPl～P4の中央部やや西側に位置し，長径1．78m，短径1．46mの楕円形で，

中央部に深鉢の口縁部を埋設する土器埋設炉である。炉内の覆土は3層に分層され，炉床面は火熱に‾より赤変

硬化している。炉Bは方形にめぐるPl～P4の東側に位置し，長径1．74m，短径0．70mの双楕円形で，西側が

深さ約6cm，東側が深さ約20cmの地床炉である。炉内の覆土は7層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化

している。

炉A土層解説

1　赤褐色

2　明赤褐色

3　橙　　色

炉B土層解説

1　灰褐色

2　灰褐色

3　灰褐色

4　灰褐色

5　灰褐色

6　褐　　色

7　褐　　色

焼土粒子中量，

焼土粒子多量，

焼土粒子多量，

焼土粒子多量，

焼土粒子多量，

焼土粒子微量，

焼土粒子少量，

焼土粒子多量

焼土粒子少量，

焼土粒子少量，

焼土ブロック中量

焼土ブロック多量

焼土ブロック多量

焼土ブロック中量

焼土ブロック中量

焼土ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子多量

ローム粒子多量
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第69図　第364A・B号住居跡出土遺物実測図

遺物　縄文土器片56点，敲石1点が出土している。1は深鉢の胴部片で，炉Aに埋設されていた炉埋設土器で

ある。2は敲石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第364A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第69図 深　　 鉢 B　 （9．1） 胴部片。外反して立ち上がる。撚糸文を地文とし，沈線により波状文を巡 砂粒 P 4 1 3 0％　 P L 14

1 縄文土器 らしている。 明褐色

普通

炉埋設土器

加曽利E Ⅱ式

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

第69図　 2 敲　　 石 （11．2） 7．8 5．5 （524） 砂　　　 岩 Q 27　覆土

第364B号住居跡（第68図）

位置　調査区の南部，F20j4区。

確認状況　覆土や壁は残存しておらず，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。規模や平面形は不

明である。

重複関係　本跡は，第364A号住居跡と第1955号土坑と重複する。本跡のP7が第1955号土坑を掘り込んでいる

ため，本跡が新しい。本跡と第364A号住居跡との新旧関係は不明である。

主軸方向　N－630－E

ピット　7か所で，P6～P12が本跡のピットである。P6～PlOは五角形に巡り，長径40～70cm，短径38～56cm

の楕円形で，深さ53～103cmである。P6～PlOは，規模と配列から主柱穴と考えられる。Pll・P12は，長径38cm，

短径20cmの楕円形で，深さ19～27cmである。Pll・P12は，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　五角形に巡るP6～PlOの中央部やや南西寄りに位置し，長径72cm，短径62cm，深さ40cmの地床炉である。

炉内の覆土は5層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

1にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子少量　　　　　　　4　灰　褐　色　焼土粒子多量，ローム中量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子微量，ローム粒子中量　　　　　　　5　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ロームブロック多量

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため明確でないが，縄文時代中期と考えられる。
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第365号住居跡（第70・71図）

位置　調査区の南東部，F20j9区。

規模と平面形　長径3．40m，短径2．96mの楕円形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は30～44cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，踏み固められている。

ピット　5か所。Plは中央部に位置し，長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さ15cmである。P2～P5は，長径

34～60cm，短径30～50cmの楕円形で，深さ23～50cmである。Pl～P5は，規模から柱穴と考えられる。

覆土　8層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム粒子多量
ローム粒子多量，

ローム粒子多量
ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

焼土粒子中量，炭化物中量

炭化物少量
ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

ロームブロック多量
ローム中ブロック多量，炭化物中量

遺物　縄文土器片273点が出土している。1はほぼ完形の深鉢で，覆土下層から出土している。2は深鉢の口

縁部片，3～5は突起を有する口縁部片で，覆土から出土している。6～9は深鉢の胴部片で，結節沈線文を

施している。10・11は深鉢の胴部片で，沈線間に爪形文を施している。12は人面把手で，13は土偶の胴部片，14

は削器である。

所見　本跡の時期は，出土遺物と住居跡の形態から縄文時代中期前葉（阿王台Ib式期）と考えられる。

⑥

第70図　第365号住居跡実測図
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第365号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第71図 深　　 鉢 A 〔14．2〕 把手及び口縁部一部欠損。胴部は直線的に立ち上が り，口縁部は直立する。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 42　8 0％　 PL 1 4

1 縄文土器 B （19．4） 口縁部には隆帯による区画文内を結節沈線文で鋸歯状 に施 している。胴部 明赤褐色 覆土下層

C　　 8．2 は輪積痕 を襲状に残している。 普通 阿王台 I b 式

2

探　　 鉢 A －〔14．4〕 口縁部片。胴部は直線的に立ち上が り，口縁部は直立する。口縁部は隆帯 長石 ・雲母 ・砂粒 P 4 3　2 0％　 PL．1 4

縄文土器 B （19．4） により口縁部文様帯 を形成し，さらに楕円形の区画を施 している。胴部は 黒褐色 覆土

輪積痕を襲状に残 している。 普通 阿王台 I b 式

3

探　　 鉢 B （7．5） 口縁部片。紐状突起を土台にして扇状把手を施 しでいる。口縁部は隆帯に 石英 ・長石 ・雲母 P 44　 5 ％

縄文土器 より†口縁部文様帯を形成 し，隆帯に沿って結節沈線文を施 している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

阿王台 I b 式

4

探　　 鉢 B （8．0） 口縁部片。キザ ミを有する隆帯により橋状把手を施 している。口縁部は隆 石英 ・長石 ・雲母 P 4 5　5 ％

縄文土器 帯により楕円形の区画を施し，区画内には隆帯に沿って結節沈線文を施 し にぷい赤褐色 覆土

ている。 普通 阿王台 I b 式

5

探　　 鉢 B （6．9） 口縁部片。キザ ミを有する隆帯により渦巻状把手を施 し，把手から口縁部 石英 ・長石 ・雲母 P 4 6　5 ％

縄文土器 を区画する隆帯が垂下 している。区画内には隆帯に沿って結節沈線文を施 にぷい赤褐色 覆土

している。 普通 阿王台 I b 式

12

深　　 鉢 B （5．3） 人面把手部片。頭部はほぼ球形で，隆帯により下端が鍵穴状に突出する渦 長石 ・砂粒 ’D P 18．5 ％

縄文土器 巻文を施している。顔面は偏平で，輪郭に沿って隆帯区画 し，鼻と連結し にぷい赤褐色 覆土

ている。目と鼻は刺突により措出 している。 普通 勝坂式

図版番号 券　　 種

計　 測　 値 （C？） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第71図 13 土　　 偶 （6．5） （4．5） 2．4 （60） 15 胴部片。版状を呈する。乳房は円形の

貼付文で措出 し，結節沈線文で文様を

措出している。

D P 19

覆土

図版番号 券　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第71図 14 削　　 器 2．6 3．1 0．9 4 黒　 曜　 石 Q 36　覆土

第366号住居跡（第72・73図）

位置　調査区の南東部，G21al区。

重複関係　本跡は第1926号土坑と重複する。本跡は第1926号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径5．38m，短径4．62mの楕円形である。
と

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は8～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　9か所。Pl～P6は壁から40～62cm内側でほぼ楕円形状に巡り，長径30～54cm，短径29～46cmの楕円

形で，深さ57～79cmである。Pl～P6は，位置と規模から主柱穴と考えられる。P7～P9は，長径30～46cm，

短径24～44cmの楕円形で，深さ57～73cmである。P7～P9は，規模から補助柱穴と考えられる。PlOは炉を掘

り込んでおり，本跡には伴わないピットである。

炉　中央部北西寄りに付設されている。長径90cm，短径76cmの楕円形で，深さ5cmの地床炉である。炉の覆土

は2層に分層され，炉床面は赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

2　暗褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子中量

覆土　5層に分層され，自然堆積である。
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第72図　第366号住居跡実測図

1m

l－・　一十　　　l

第73図　第366号住居跡出土遺物実測図

土層解説

1　褐　　　色
2　褐　　　色

3　褐　　　色

ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，焼土
粒子微量，炭化物微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土
粒子微量，炭化物微量

月

4　にぷい褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土
粒子微量，炭化物微量

5　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化
物微量

遺物　縄文土器片74点が覆土から出土している。1は深鉢の口縁部片で，口唇部内面を肥厚させている。2・

3は探鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。4は深鉢の口綾部片で，

混入したものである。
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所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。

第367号住居跡（第74・75図）

位置　調査区の南部，G20d6区。

重複関係　本跡は第347号住居跡に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径4．00m，短径3．70mの楕円形と推定される。

長径方向　N－270－E

壁　壁高は2～6cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　9か所を確認する。Pl～P4は0．74～1．48mの間隔で巡り，長径34～40cm，短径28～34cmの楕円形で，

深さ63～86cmである。Pl～P4は規模と配置から主柱穴と考えられる。P5～P8は，長径22～38cm，短径20～

34cmの楕円形で，深さ21～29cmである。P5～P8は，規模から補助柱穴と考えられる。P9は，長径52cm，短径

44cmの楕円形で，深さ11cmのピットである。

覆土　3層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

第74図　第367号住居跡実測図
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第75図　第367号住居跡出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片44点が出土している。1・3は深鉢の口綾部から胴部の破片で，覆土から出土している。2

は深鉢の上半部で，P9の底面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第367号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第75図 深　　 鉢 A 〔24．8〕 ロ緑部から胴部の破片。胴部はほほ直線的に立ち上がり，口緑部は内攣す 長石 ・雲母 ・砂粒 P 47 15％　 P L 14

1 縄文土器 B （7．3） る。無文。 褐色

普通

覆土

阿王台Ⅳ式

2

深　　 鉢

縄文土器

A 〔2 4．5〕

B （1 7．1）

底部欠損。胴部はほぼ直線的に立ち上が り，口縁部は内管する。無文。 長石 ・雲母 ・砂粒

明赤褐色

普通

P 4 9　60％　 P L 15

P 9 底面

阿王台Ⅳ式

3

深　　 鉢 A 〔3 1．4〕 口綾部片。口縁部は外傾する。口唇部には鋸歯状装飾帯を施 している。胴 石英 ・長石 ・雲母 P 48 10％　 p L 14

縄文土器 B （16．5） 部 との境に爪形文を巡らして口縁部文様帯 を形成している。口縁部はL R 暗赤褐色 覆土

の単節縄文を地文とし，半裁竹管により文様を描出している。 普通 阿玉台Ⅳ式

第368号住居跡（第76・77図）

位置　調査区の南部，G20a6区。

規模と平面形　長径6．80m，短径5．56mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－670－E

壁　壁高は3～6cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　7か所。P2・P4～P7は壁際を巡り，長径34～48cm，短径28～46cmの楕円形で，深さ63～94cmである。

P2・P4～P7は規模と配置から主柱穴と考えられる。Plは，長径32cm，短径30cmの楕円形で，深さ56cmであ

る。P2は，長径32cm，短径29cmの楕円形で，深さ23cmである。Pl・P3は，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　中央部やや西寄りに付設される。長径94cm，短径82cmの楕円形で，深さ8cmの地床炉である。炉の覆土は

2層に分層される。炉床面は，火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1灰褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子少量

2　灰褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物少量

覆土1層で，自然堆積である。

土層解説
1褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片8点が覆土から出土している。1は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線によ

る懸垂文間を磨り消している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。

闇7－・帽
0　　　　　　　5cm

l i l

第76図　第368号住居跡出土遺物実測図
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第77図　第368号住居跡実測図
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第369号住居跡（第78・79図）

位置　調査区の南部，G19bO区。

規模と平面形　長径5．30m，短径5．20mの不整円形である。

主軸方向　N－860－E

壁　壁高は4～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット12か所。Pl～P8は壁際を巡り，長径34～48cm，短径32～44cmの楕円形で，深さ73～95cmである。
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第78図　第369号住居跡実測図

第79図　第369号住居跡出土遺物実測図
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Pl～P6は規模と配置から主柱穴と考えられる。P7～P12は，長径30～48cm，短径28～44cmの楕円形で，深さ

26～78cmである。P7～P12は，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　中央部やや西寄りに付設されている。長径1．66m，短径1．00mの楕円形で，深さ10cmの地床炉である。炉

内の覆土は6層に分層される。
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炉土層解説

1赤　褐　色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック多量
2　明赤褐色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

3　褐　　　色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック中量，ローム粒子多量
4　褐　　　色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック多量

5　赤　褐　色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック中量

6　褐　　　色　　焼土粒子少量，焼土中ブロック中量

覆土　6層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量
5　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

6　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片68点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線を

巡らしている。2は深鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，隆帯により渦巻文を施している。3～5

は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

第370号住居跡（第80・81図）

位置　調査区の南部，F20h3区。

規模と平面形　南壁に張り出しを有し，長径4．38m，短径3．94mの楕円形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は8～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉の周囲が踏み固められている。

出入り口　南壁に位置し，幅102cm，長さ50cmの張り出し状を呈する。土坑が重複しているものとも考えられ

たが，覆土が近似することから本跡に伴う施設で出入り口と判断した。底面には，長径80cm，短径52cmの長楕

円形で，深さ36cmのP9がある。出入り口の位置と主軸方向とはわずかに異なっている。

ピット10か所。Pl～P8は壁に沿って0．62～2．30mの間隔で巡り，長径28～30cm，短径24～28cmの楕円形で，

深さ40～51cmである。Pl～P6は規模と配置から主柱穴と考えられる。P7・P8は，長径30cm，短径26cmの楕

円形で，深さ45～48cmである。P7・P8は，規模から補助柱穴と考えられる。P9は出入り口に位置することか

ら，出入り口ピットと考えられる。PlOは，長径70cm，短径54cmの楕円形で，深さ82cmである。PlOは，本跡

に伴うかどうか不明である。

炉　2か所が直線的に付設され，南側を炉A，北側を炉Bとした。炉Aは，長径1．74m，短径0．76mの双楕円

形で，北側の深さが17cmの地床炉である。平面形が双楕円形を呈することから2か所の炉が重複していること

が考えられたが，土層断面の観察では重複関係は認められず複式炉と判断した。炉内の覆土は11層に分層され，

炉床面は火熱により赤変硬化している。炉Bは，長径24cm，短径20cmの不整楕円形で，深さ6cmの地床炉であ

る。炉内の覆土は3層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉A土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　赤　褐　色

4　赤　褐　色

5　明赤褐色
6　暗赤褐色

焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子少量

焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中量
焼土中ブロック中量

焼土粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック中量
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第80図　第370号住居跡実測図

7　明　赤褐　色
8　明　赤褐　色

9　にぷい赤褐色
10　赤　褐　色

11赤　褐　色
炉B土層解説

1　暗　赤褐　色

2　赤　褐　色

3　暗　赤褐　色

焼土粒子中量，
焼土粒子中量，

焼土粒子多量，
焼土粒子多量，

焼土粒子多量，

焼土粒子中量

焼土粒子多量，
焼土粒子中量

焼土小ブロック少量

焼土小ブロック中量
焼土小ブロック中量

焼土小ブロック中量

ローム粒子中量

焼土ブロック多量

覆土　7層に分層され，自然堆積である。

土層解説
1　褐　　　　色
2　褐　　　　色
3　褐　　　　色

4　褐　　　　色
5　明　褐　色
6　明　褐　色
7　明　褐　色

焼土粒子少量，焼土中ブロック少量
焼土粒子少量，焼土小ブロック少量
ローム粒子中量
ローム粒子中量，焼土粒子中量
ローム粒子多量，ロームブロック中量
ローム粒子多量，ロームブロック少量
ローム粒子多量，ロームブロック少量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

遺物　縄文土器片131点，石核1点，剥片1点が出土している。1は深鉢の口綾部片，2は深鉢の胴部片で，

炉Aの炉床面から出土している。3は波状口縁を呈する深鉢の口縁部片，4は深鉢の口縁部片で，単節縄文を
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第81図　第370号住居跡出土遺物実測図
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地文とし，隆帯により文様を措出している。5～7は深鉢の口緑部片で，単節縄文を地文とし，沈線により文

様を措出している。10・13は深鉢の頚部から胴部の破片で，頚部に刺突文を巡らし，胴部は沈線による逆U字

状文内にRLの単節縄文を充填している。8・9・11・12・14は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，

沈線による幅広の懸垂文間を磨り消している。15は石核で，16は剥片である。

所見　本跡は，南壁側に張り出し状の出入り口があり，複式炉を有する住居跡である。本跡の時期は，出土遺

物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第370号住居跡出土遣物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 ＿文　 様　 の　 特　 徴・ 胎土 ・色調 ・焼成 鹿　　 考

第81図 深　　 鉢 A 〔1 9．6〕 口縁部片。胴部は直線的に立ち上が り，口縁部はわずかに内攣する。口縁 長石 ・砂粒 P 50 15％　 P L 15

1 縄文土器 B （15．2） 部直下に沈線を巡らし，楕円区画文を施 している。胴部は沈線間を磨 り消 灰褐色 炉底面

している。区画内にはR L の単節縄文を充填 している。 普通 加曽利 E Ⅲ式

2

探　　 鉢 B （11．0） 胴部片。胴部はわずかに内轡 して立ち上 がる。沈線により懸垂文とU 字状 長石 ・砂粒 P 51 30％　 P L l・5

縄文土器 文を交互に施し，その間に蕨手状文を施している。区画文内にはR L の単‾ にぷい赤褐色 炉底面

節縄文を充填 している。 普通 加曽利E Ⅲ式

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質・ 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （．cm） 重量 （g ）

第81図 15 石　　 核 3．8 3．2 1．9 14 チ　ャ　ー ト Q 28　覆土

16 剥　　 片 2．2 3．5 1．1 6 チ　ャ　ー ト Q 29　覆土

第371号住居跡（第82・83図）

位置　調査区の北東部，F21dl区。

規模と平面形　長径5．82m，短径4．50mの楕円形である。

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は6～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット11か所。Pl～P4は1．30～2．33mの間隔で四角形状に巡り，長径44～70cm，短径40～64cmの楕円形で，

深さ52～79cmである。Pl～P4は規模と配置から4本柱の主柱穴と考えられる。P5～Pllは，長径25～60cm，

短径24～46cmの楕円形で，深さ59～86cmである。P5～Pllは，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　中央部やや北寄りに付設されている。長径1．04m，短径0．82mの楕円形で，深さ4cmの地床炉である。炉

内の覆土は4層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　　焼土粒子微量，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　　焼土粒子中量

4　灰褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

覆土　2層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量

遺物　縄文土器片19点が出土している。1は突起を有する深鉢の口縁部片で，床面から出土している。2は深

鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，2本一組の隆帯により文様を措出している。3・4は深鉢の胴

部片で，3は無文，4はRLの単節縄文を地文とし，いずれも懸垂する沈線文を施している。5は磨製石
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第82図　第371号住居跡実測図
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斧，6は石皿である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第371号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の ‾　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第83図

1

探　　 鉢

縄文土器

B （6．0） 口縁部片。沈線による渦巻文が施 される突起 を有 している。 長石 ・雲母 ・砂粒

灰褐色

普通

P 52　 5 ・％

床面

．加曽利E I 式l
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第83図　第371号住居跡出土遺物実測図
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図版番号券　　種

計　　　　　　 測　　　　　　値
石　　　質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第83図　5磨製石斧 11．3 5．8 2．3 171 緑色凝灰岩Q30　覆土

6石　　皿 （16．8） （20．0） 8．8 （2．280）安　山　岩Q31覆土

第372号住居跡（第84図）

位置　調査区の南東部，F21h4区。

規模と平面形　長径3．70m，短径3．50mのほぼ円形である。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は20～32cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　5か所を確認する。P3は中央部に位置し，径24cmの不整円形で，深さ30cmである。P3は規模と配置

から主柱穴と考えられる。Pl・P2・P4・P5は，長径24～34cm，短径22～28cmの楕円形で，深さ20～135cmで

ある。Pl・P2・P4・P5は，規模から補助柱穴と考えられる。

覆土　4層に分層され，自然堆積である。第5層はP2の覆土である。
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第84図　第372号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m」

土層解説
1黒褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　灰褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

遺物　遺物は出土していない。

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。

第373号住居跡（第85・86図）

位置　調査区の南部，G19C6区。

確認状況　壁は残存しておらず，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は第1950・1952号土坑と重複している。本跡と第1950号土坑との関係は不明であるが，本跡と

第1952号土坑との関係は出土遺物から本跡が古い。

規模と平面形　壁が残存していないため明確でないが，長径6．00m，短径4．50mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－70－E

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット10か所。Pl～P6は長六角形状に巡り，長径46～74cm，短径44～60cmの楕円形で，深さ47～60cmであ

る。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P7～PlOは，長径34～48cm，短径30～42cmの楕円形で，
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第85図　第373号住居跡実測図

深さ44～120cmである。P7～PlOは，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　2か所。炉Aは中央部に位置し，長径2．00m，短径1．52mの不整楕円形で，深さ15cmの地床炉である。炉

内の覆土は12層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。炉Bは中央部北寄りに位置し，長径1・10

m，短径0．94mの楕円形で，深さ6cmの地床炉である。炉内の覆土は5層に分層され，炉床面は火熱により赤

変硬化している。

炉A土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　褐灰色
6　暗褐色
7　暗褐色
8　暗褐色
9　褐灰色

焼土粒子中量，炭化物微量，ローム粒子微量
焼土粒子中量，
焼土粒子中量，
焼土粒子少量，
焼土粒子多量，
焼土粒子少量，
焼土粒子少量，
焼土粒子中量，
焼土粒子多量，

焼土小ブロック少量
焼土小ブロック少量
ローム粒子微量
焼土小ブロック少量，ローム粒子少量
ローム粒子少量
焼土ブロック微量，ローム粒子少量
焼土ブロック多量，ローム粒子少量
焼土ブロック多量，ローム粒子少量

10　褐灰色
11褐灰色
12　褐灰色

炉B土層解説
1　褐灰色
2　褐灰色
3　褐灰色
4　褐灰色
5　暗褐色

－91－

焼土粒子中量，焼土ブロック少量
焼土粒子微量
焼土粒子微量，ローム粒子微量

焼土粒子微量
焼土粒子中量
焼土粒子多量，焼土ブロック多量
焼土粒子少量，焼土ブロック中量
焼土粒子微量
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第86図　第373号住居跡出土遺物実測図
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覆土　床面上の一部にわずかに残存している。

遺物　縄文土器片82点が覆土から出土している。1は波状口緑を呈する探鉢の口綾部片で，RLの単節縄文を

地文とし，沈線により文様を描出している。6は深鉢の頚部片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線により文

様を措出している。2・4・5・9は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨

り消している。7・8は深鉢の胴部片で，撚糸文を地文とし，沈線による波状文を巡らしている。3は探鉢の

胴部片で，条線文を施している。10は石鉄である。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。

第373号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ （cm ） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第86図 10 石　　 鍍 2．6 1．6 0，5 （1） チ　ャ　ー ト Q 32　覆土

第374号住居跡（第87・88図）

位置　調査区の南部，G19a6区。

重複関係　本跡は第94号溝と重複する。本跡は第94号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　壁が残存していないため明確でないが，長径5．00m，短径4．40mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－230－E

床　平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット10か所。Pl～P6は炉を中心に楕円形状に巡り，長径30～36cm，短径26～34cmの楕円形で，深さ43～

85cmである。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P7～PlOは，長径25～34cm，短径22～26cmの

楕円形で，深さ17～84cmである。P7～PlOは，規模から補助柱穴と考えられる。
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炉　中央部に位置し，北側が第94号溝に掘り込まれている。長径約100cm，短径80cmの楕円形と推定され，深

さ13cmの地床炉である。炉の覆土は4層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子少量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック少量，ローム粒子多量
3　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子中量，炭化物少量

4　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子中量

覆土　床面中央部に最大で厚さ9cmの覆土が残存して堆積しており，3層に分層される。自然堆積である。

土層解説
1褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量，焼土小ブロック少量
2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量
3　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片146点が出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，炉床面から出土している。

2・3は深鉢の口縁部片で，2は隆帯，3は沈線により文様を措出している。4～7は深鉢の胴部片で，単節

縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。8は深鉢の胴部片で，撚糸文を地文とし，沈線によ

る波状文を巡らしている。9は深鉢の胴部片で，条線文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第374号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 ． 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第88図 深　　 鉢 A 〔1 9．6〕 小波状口縁 を呈する口縁部から胴部の破片。胴部は外傾 して立ち上が り， 砂粒 P 53　20％　 P L 1 5

1 縄文土器 B （1 1．1） 口縁部はわずかに内攣する。口唇部直下に爪形文を巡 らしている。胴部は 灰黄褐色 炉床面

撚糸文を地文 とし，沈線により波状文 と平行線文を施 している。 普通 加曽利E Ⅱ式
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第88図　第374号住居跡出土遺物実測図
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第375号住居跡（第89・90図）

位置　調査区の南部，F19i8区。

重複関係　本跡は第380号住居跡と重複している。本跡と第380号住居跡との関係は，出土遺物から本跡が古い。

規模と平面形　長径6．60m，短径6．30mの楕円形である。

主軸方向　N－400－E

壁　南壁は残存していない。壁高は最大で11cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット10か所。Pl～P7は楕円形状に巡り，長径45～76cm，短径42～62cmの楕円形で，深さ60～141cmであ

る。Pl～P7は規模と配置から主柱穴と考えられる。P8～PlOは，長径34～60cm，短径26～48cmの楕円形で，

深さ20～55cmである。P8～PlOは，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　3か所。南側を炉A，北側を炉B，東側を炉Cとした。炉Aは，長径1．52m，短径0．80mの長楕円形で，

深さ8cmの地床炉である。炉の覆土は4層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。炉Bは，長径

92cm，短径81cmの不整楕円形で，深さ10cmの地床炉である。炉の覆土は4層に分層され，炉床面は火熱により

赤変硬化している。炉Cは，長径78cm，短径70cmの楕円形で，深さ9cmの地床炉である。炉の覆土は3層に分

層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。炉A・Bをとおる主軸方向と本跡の長軸方向が一致すること

から，炉A・Bは本跡の中心となる炉と考えられる。炉Cについては，炉A・Bと併存するものか新旧関係が

あるものかは不明である。

炉A土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　褐　　　色　　焼土小ブロック微量，ローム粒子多量
1暗赤褐色　　焼土粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　3　赤　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子多量

2　褐　　　色　　焼土粒子少量，ローム粒子多量　　　　　　　　　4　赤　褐　色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量
3　褐　　　色　　焼土粒子微量，焼土小フロック微量，ローム粒子多量　　炉C土層解説

4　明赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量　　　　　　1　にぷい褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子中量
炉B土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　赤　褐　色　　焼土粒子中量，ローム粒子多量

1褐　　　色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量，ローム粒子多量　　3　赤　褐　色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック中量
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第90図　第375号住居跡出土遺物実測図

覆土　8層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
2　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量

3　明赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量

4　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量

⊂
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　一寸　　　‥‥l

5　明褐色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量，焼土小ブロック中量

6　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物微量

7　褐　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

8　褐　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片358点，石斧1点，磨石1点が出土している。1は探鉢の口線部から胴部の破片で，東壁際

の覆土下層から出土している。2は深鉢の口緑部から胴部の破片で，ロ縁部はRLの単節縄文を地文とし，隆

帯により文様を措出している。胴部はRLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。3

は深鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，口唇部直下に微隆帯と沈線を巡らしている。5・6は深鉢
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の口縁部付近の破片で，隆帯により文様を措出している。4・7・9は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地

文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。8は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，微隆帯に

より渦巻文を施している。10は磨石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第375号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第90図 探　　 鉢 A　 22．0 4 単位の小波状口縁を呈する口縁部か ら胴部の破片。胴部は外傾して立ち 長石 ・砂粒 ・スコリア P 54　40％　 PL 15

1
縄文土器 B （12．9） 上がり，口縁部はわずかに内攣する。口縁部直下に円形刺突文を2 段に巡 にぷい赤褐色 覆土下層

らしている。撚糸文を地文 とし，口縁部に沈線 により連弧文を，胴部に逆

U 字状文を施 している。

普通 加曽利E Ⅲ式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第90図 10 磨　　 石 9．3 8．0 5．0 565 安　 山　 岩 Q 34　覆土下層　 凹石兼用

第376号住居跡（第91図）

位置　調査区の南西部，F18j5区。

第91図　第376号住居跡実測図
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確認状況　壁や覆土は残存しておらず，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。規模や平面形は不

明である。

重複関係　本跡は，第1970号土坑と第95号溝と重複している。本跡に覆土が残存していないため重複関係は明

確でないが，第95号溝より本跡が古いと考えられる。

主軸方向〔N－30－E〕

ピット　8か所。Pl～P8は，長径22～50cm，短径34～48cmの楕円形で，深さ25～74cmである。Pl～P8は，

柱穴と考えられる。

炉　長径1．20m，短径0．60mの長楕円形で，深さ5cmの地床炉である。炉の覆土は5層に分層され，炉床面は

火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック中量，ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック多量，ローム粒子少量，炭化物微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化物微量

4　にぷい褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子中量，炭化物微量

5　褐　　　　色　　焼土粒子微量，ローム粒子中量，炭化物微量

遺物　縄文土器片10点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。

第377号住居跡（第92・93図）

位置　調査区の南部，G19b5区。

確認状況　覆土や壁は残存しておらず，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。規模や平面形は不

明である。

重複関係　本跡は第1954・1960号土坑と重複するが，本跡との新旧関係は不明である。

主軸方向〔N－70－E〕

ピット　8か所。Pl～P6ほほほ円形状に巡り，長径36～56cm，短径48～52cmの楕円形で，深さ66～78cmであ

る。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P7は，長径30cm，短径26cmの楕円形で，深さ25cmであ

る。P8は，長径26cm，短径18cmの楕円形で，深さ21cmである。P7とP8は，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　長径1．46m，短径0．78mの長楕円形で，やや北側に深鉢の口緑部を埋設させた土器埋設炉である。炉の覆

土は8層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1　褐　　　　色

2　暗　赤　褐　色

3　明　赤　褐　色

4　褐　　　　色

5　褐　　　　色

6　褐　　　　色

7　褐　　　　色

8　明　褐　色

焼土粒子多量，焼土中ブロック多量

焼土粒子多量，焼土中ブロック少量
焼土粒子多量，焼土ブロック多量

焼土粒子中量，ローム粒子多量
焼土ブロック多量

焼土粒子多量，ローム粒子多量
焼土粒子少量，ローム粒子多量
ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片29点が出土している。1は深鉢の口緑部から胴部の破片で，炉の埋設土器である。2は深鉢

の口緑部から胴部の破片で，RLRの複節縄文を地文とし，口緑部は隆帯により文様を措出している。胴部は

3本一組の沈線文を懸垂させている。

所見　本跡の時期は，1の炉の埋設土器から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第93図　第377号住居跡出土遺物実測図

第377号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第93［司 探　　 鉢 A 〔33．0〕 口綾部から胴部の破片。胴部は外傾 して立ち上がり，ロ緑部は内管する。 長石 ・砂粒 P 5 5　3 0％　 P L 15

1 縄文土器 B （12．9） ロ緑部は隆帯により渦巻文と楕円区画文を施 し，胴部は3 本沈線間を磨 り 明赤褐色 炉埋設土器

消 している。地文はR L R の複節縄文である。 普通 加曽利E Ⅱ式

第378号住居跡（第94・95図）

位置　調査区の南部，G19C3区。

確認状況　本跡の西側は撹乱されており，残存していない。

規模と平面形　長径4．10m，短径3．50mの不整楕円形と推定される。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は4～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　3か所。Pl、P3は，長径24～38cm，短径22～32crnの楕円形で，深さ26～57cmである。Pl～P3は規

模から主柱穴と考えられる。

炉　中央部やや南寄りに付設されている。長径1．08m，短径0．54mの楕円形で，同一個体である深鉢の破片を

楕円形状に埋設させた土器片囲い炉である。土器片囲い炉は，南側には口緑部片を，北側には胴部片を使用し

ている。炉内の覆土は5層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。
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第94図　第378号住居跡実測図

炉土層解説

1灰褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子中量

2　灰褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　灰褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子少量

4　灰褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

5　灰褐色　　焼土粒子中量

覆土10層に分層され，自然堆積である。

土層畢説
1褐　　色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

2　褐　　色　　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量

3　褐　　色　　焼土粒子多量

4　褐　　色　　焼土粒子少量，ローム粒子中量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック多量，炭化物中量

6　褐　　色　焼土粒子中量，ローム粒子中量，ロームブロック中量

7　褐　　色　　ローム粒子中量

8　褐　　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

9　褐　　色　　ローム粒子中量，ロームブロック多量

10　明褐色　　ロームブロック多量

遺物　縄文土器片181点が出土している。1は深鉢の口縁部から胴部の破片で，土器片囲い炉の埋設土器であ

る。2は深鉢の口綾部片で，無文である。3は深鉢の口緑部片で，口緑部と胴部の境に沈線を巡らし，口緑部

は無文としている。4は深鉢の口綾部付近から胴部の破片，5は深鉢の胴部片で，同一個体である。口縁部は

隆帯により文様を措出し，胴部は沈線による懸垂文間を磨り消している。地文はRLの単節縄文である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式・曽利I式期）と考えられる。
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第95図　第378号住居跡出土遺物実測図

第378号住居跡出土遺物観察表

因版番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第95図 深　　 鉢 A 〔4 0．0〕 口綾部から胴部の破片。胴部は内攣 して立ち上がり，頚部で くびれ，口緑 長石 ・砂粒 P 56 10％　 P L 1 5

1 縄文土器 B （3 2．0） 部内攣する。条線文を地文とし，頸部に刺実が施される隆帯を巡 らし，胴 にぷい褐色 炉埋設土器

部にキザミを有する隆帯を垂下 させている。 普通 曽利 I 式

第379号住居跡（第96図）

位置　調査区の南西部，G18b5区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は第1967号土坑と重複するが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

ピット　9か所。Pl～P6は炉の周囲を巡り，長径26～62cm，短径24～52cmの楕円形で，深さ41～126cmであ

る。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P7～P9は，長径28～62cm，短径26～58cmの楕円形で，

深さ23～52cmである。P7～P9は，規模から補助柱穴と考えられる。

炉　長径90cm，短径84cmの楕円形で，深さ15cmの地床炉である。炉の覆土は7層に分層され，炉床面は火熱に
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より赤変硬化している。

炉土層解説

1　にぷい褐色　　焼土粒子微量，焼土中ブロック少量，ローム粒子中量

2　褐　　色　焼土粒子少量，焼土小ブロック少量，ローム粒子多量

3　褐　　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック多量，ローム粒子多量

4　褐　　　色　　焼土粒子少量，ローム粒子中量，炭化物微量

5　褐　　　色　　焼土粒子微量，ローム粒子少量，炭化物微量

6　褐　　色　　焼土粒子微量，ローム粒子中量，炭化物微量

7　にぷい褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化物少量，ローム粒子中量

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代と考えられる。
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第380号住居跡（第97・98回）

位置　調査区の南部，F19j7区。

確認状況　壁や覆土は残存しておらず，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため規模は不明であるが，ピットの配列から南西側に張り出し部を

有する柄鏡形の住居跡の可能性がある。

重複関係　本跡は第375号住居跡と重複する。本跡との関係は，出土遺物から本跡が新しいと考えられる。

主軸方向〔N－530－E〕

ピット　9か所。Pl～P7は炉の周囲に楕円形状に巡り，長径30～86cm，短径28～50cmの楕円形で，深さ20～

118cmである。Pl～P7は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P8とP9は炉を巡るPl～P7の南西側に並列

して位置している。P8は，長径42cm，短径34cmの楕円形で，深さ55cmである。P9は，長径52cm，短径48cmの

楕円形で，深さ150cmである。P8とP9は，位置から張り出し部の柱穴と考えられる。

炉　長径82cm，短径74cmの楕円形で，深さ24cmの地床炉である。炉の覆土は5層に分層され，炉床面は火熱に

より赤変硬化している。
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第97図　第380号住居跡実測斑
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炉土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

焼土粒子中量，ローム粒子中量

焼土粒子中量，ローム粒子中
量，ロームブロック少量

焼土粒子中量，焼土中ブロッ
ク少量，ローム粒子中量
ローム粒子中量

焼土粒子中量，焼土中ブロッ
ク中量，ローム粒子多量

遺物　縄文土器片23点が出土してい

る。1は4単位の小波状口緑を呈する

深鉢の口緑部から胴部の破片で，炉床

面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄

文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と

考えられる。

第380号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm」
第98図　第380号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第98図 深　　 鉢 A 〔29．2〕 4 単位の波状口縁を呈する口縁部か ら胴部の破片。頚部はくびれ，口縁部 長石 ・雲母 ・砂粒 P 57　20％　 PL 15

1
縄文土器 B （21．5） は内攣する。口唇部直下に沈線を巡 らし，‘口縁部は沈線によりW 字条文と にぷい橙色 炉覆土

J 字条文 を施 している。胴部は沈線により逆U 字条文を施している。区画

文内は L R の単節縄文を施 している‘。

良好 加曽利E Ⅳ式

第381号住居跡（第99・100図）

位置　調査区の南西部，G19a2区。

確認状況　壁や覆土は残存しておらず，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は第2214号土坑と重複する。本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため規模や平面形は不明である。

主軸方向〔N－180－E〕

ピット13か所。Pl～P6は炉の周囲を長方形状に巡り，長径36～58cm，短径30～50cmの楕円形で，深さ57～

69cmである。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P7～P13は，長径24～48cm，短径24～42cmの

楕円形で，深さ23～70cmである。P7～P13は補助柱穴と考えられる。

炉　長径1．70m，短径1．16mの双楕円形で，底部を欠損させた深鉢を設置した土器埋設炉である。炉床面は火

熱により赤変硬化している。

遺物　縄文土器片75点が出土している。1は底部が欠損する深鉢で，炉埋設土器である。2は深鉢の口緑部か

ら胴部の破片で，確認面から出土している。3は深鉢の口縁部片で，RLの単節縄文を地文とし，隆帯により

文様を措出している。4・5は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消し

ている。6は深鉢の底部片で，炉床面から出土している。

所見　本跡の時期は，1の炉の埋設土器から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第99図　第381号住居跡実測図

第381号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第100図探　　鉢A〔16．0〕底部及び口縁部一部欠損。胴部は内攣して立ち上がり，頚部でわずかにく長石・砂粒 P58　70％　PL16

1
縄文土器B（19．5）びれ，口縁部は内攣している。口縁部は隆帯により渦巻文と区画文を連結にぷい橙色 炉埋設土器

させて施している。胴部には逆U字状の懸垂文を施している。地文はLR

の単節縄文である。

普通 加曽利EⅢ式

2

深　　鉢A〔19．1〕口縁部から胴部の破片。胴部は直線的に立ち上がり，口緑部はわずかに内長石・砂粒 P5910％　PL16

縄文土器B（15．7）攣する。沈線により逆U字状文を施しているら 褐色

普通

確認面

加曽利EⅢ式

6

深　　鉢

縄文土器

C　　5．5底部片。無文。・ 長石・砂粒

赤褐色

普通

P6010％　PL16

炉床面

－106－



第100図　第381号住居跡出土遺物実測図

第382号住居跡（第101・102図）

位置　調査区の南西部，F18g8区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は，第1988～1991，2002号土坑と重複する。本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため規模や平面形は不明である。

主軸方向〔N－280－E〕

ピット　5か所。Pl～P4は炉の周囲を長方形状に巡り，長径48～60cm，短径40～56cmの楕円形で，深さ24～

63cmである。Pl～P。は規模と配列から主柱穴であり，第1988・2002号土坑が重複しているため，あと2か所

の柱穴は確認できなかったが6本柱と考えられる。P5は，長径42cm，短径34cmの楕円形で，深さ23cmであるo

P5は補助柱穴と考えられる。

炉　長径1．16m，短径0．86mの楕円形で，深さ14cmの地床炉である。炉内の覆土は5層に分層され，炉床面は

火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化物少量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量，炭化物少量

3　にぷい赤褐色　　焼土粒子少量，炭化物少量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量，炭化物少量

5　赤　褐　色　　焼土ブロック多量

遺物　縄文土器片2点が出土している。1は小波状口緑を呈する深鉢のロ縁部片で，撚糸文を地文とし，沈線

による波状文を巡らしている。口唇部直下には刺突文を巡らしている。

所見　本跡の時期は，出土遺物が微量であるため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。
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第383号住居跡（第103図）

位置　調査区の南西部，F18h6区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため規模や平面形は不明である。

主軸方向〔N－310－E〕

ピット15か所。Pl～P5は炉の周囲を巡り，長径42～46cm，短径34～44cmの楕円形で，深さ35～90cmである。
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第103図　第383号住居跡実測図
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Pl～P5は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P6～P15は，長径20～52cm，短径24～46cmの楕円形で，深

さ16～75cmである。P6～P15は補助柱穴と考えられる。

炉　長径87cm，短径74cmの楕円形で，床面をそのまま炉床面とした地床炉である。炉床面は火熟により赤変硬

化している。

遺物　縄文土器片5点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が微量であるため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。

第384号住居跡（第104・105図）

位置　調査区の南西部，F18iO区。　　　　1

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は，第1963号土坑と第94号溝と重複する。本跡と第1963号土坑との新旧関係は不明であるが，

第94号溝との関係は本跡が古いことが考えられる。

生◎

七。j怨
Ul

第104図　第384号住居跡実測図
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規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

主軸方向〔N－740－E〕

ピット10か所。炉の東側にはピットは確認できなかった。Pl～P9は炉の西側を弧状に巡り，長径46～90cm，

短径48～86cmの楕円形で，深さ45～98cmである。Pl～P9は規模と配列から主柱穴と考えられ，東側のピット

は確認できなかったが楕円形状に巡っていたことが推定される。PlOは，長径48cm，短径44cmの楕円形で，深

さ41cmである。PlOは補助柱穴と考えられる。

炉　長径60cm，短径50cmの楕円形で，探鉢の胴下半部を設置した土器埋設炉である。炉内の覆土は2層に分層

され，炉床面は火熟により赤変硬化している。

炉士層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子微量，ローム粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子少量

遺物　縄文土器片4点が出土している。1は探鉢の胴下半部で，炉埋設土器である。2は深鉢の胴部片で，沈

線により文様を描出し，区画文内をLRの単節縄文を充填している。3は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を

地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。4は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，炉埋設土器から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第105図　第384号住居跡出土遺物実測図

第384号住居跡出土遺物観察表

〟2

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　　 考

第 1 0 5 図 深　　 鉢 B （1 5 ．0 ） 胴 下 半 部 片 。 胴 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が る 。 条 線 文 を 地 文 と し ， 沈 線 に よ り 長 石 ・ 砂 粒 P 6 1 5 0 ％　 p L 1 6

1 縄 文 土 器 C 　　 7 ． 8 文 様 を 措 出 し て い る 。 明 褐 色

普 通

炉 埋 設 土 器

加 曽 利 E I 式

第385号住居跡（第106～108図）

位置　調査区の北東部，F20e9区。

重複関係　本跡は第100号溝と重複する。本跡は第100号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径4．糾m，短径4．22mの楕円形である。

主軸方向　N－320－W

－111－



壁　壁高は20～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東壁を除き，断続的に巡っている。上幅14～24cm，下幅4～10cm，深さ8～14cmで，断面形はU字状

である。

床　ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット12か所。Pl～P4は，長径30～46cm，短径29～42cmの楕円形で，深さ52～82cmである。Pl～P4は規

模と配列から主柱穴で，4本柱の住居跡と考えられる。P5～P9は，長径24～38cm，短径22～34cmの楕円形で，

深さ15～34cmである。P5～P9は，補助柱穴と考えられる。PlOとPllは南壁際に対で存在する。PlOは，長径

22cm，短径20cmの楕円形で，深さ36cmである。Pllは，長径28cm，短径22cmで，深さ38cmである。P12は，長

径48cm，短径28cmで，深さ20cmである。PlO～P12は，出入り口に関係するピットと考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径1．44m，短径1．20mの楕円形で，深さ14cmの地床炉である。炉内の覆土は

7層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

」し23．。m

第106図　第385号住居跡実測図
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第107図　第385号住居跡出土遺物実測因（1）
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第108図　第385号住居跡出土遺物実測図（2）

炉土層解説

1　にぷい赤褐色

2　赤　褐　色

3　赤　褐　色

4　にぷい赤褐色

5　にぷい赤褐色

6　にぷい赤褐色

焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化物少量
焼土粒子多量，焼土ブロック少量，炭化物微量

焼土粒子多量，焼土ブロック中量，炭化物少量
焼土粒子中量，焼土ブロック微量，炭化物微量

焼土粒子微量，炭化物少量，ローム粒子中量
焼土粒子微量，炭化物少量，ローム粒子多量

7　褐　　　色　　焼土粒子微量，炭化物少量，ローム粒子中量

覆土　8層に分層され，自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロ

2　褐　　　　色　　ロ

3　褐　　　　色　　ロ

4　褐　　　　色　　ロ

5　褐　　　　色　　ロ

6　褐　　　　色　　ロ

7　褐　　　　色　　ロ

8　褐　　　　色　　ロ

ーム粒子中量，
－ム粒子中量，

－ム粒子多量，
－ム粒子中量，

－ム粒子中量
－ム粒子多量

－ム粒子多量，
－ム粒子多量，

焼土粒子少量，炭化物少量
焼土小ブロック中量

ロームブロック中量，焼土粒子少量
焼土粒子多量

ロームブロック中量

ロームブロック微量

感謝

遺物　縄文土器片220点が出土している。遣物の大部分は覆土上層から出土しており，住居跡の埋没途中に投

棄されたものと考えられる。1はほぼ完形の深鉢で，覆土下層から出土している。2は深鉢の口緑部から胴部

の破片で，覆土下層から出土している。3～5，7・8は深鉢の口緑部片，6は浅鉢の口緑部片で，覆土上層

から出土している。9・12は鉢の口緑部片で，無文である。10・11・15は探鉢の口緑部片で，沈線を有する隆

帯により文様を描出している。13・14・16・17は深鉢の胴部片で，13はLの無節縄文，14・16・17はRLの単

節縄文を地文とし，沈線による懸垂文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第385号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第107図 深　　 鉢 A　 2 0．7 － 胴部一部欠損。胴部は内攣 して立ち上が り，口縁部は外傾する。口緑部に 長石 ・砂粒 P 62　80％　 P L 16

1 縄文土器 B　 2 7．5 は隆帯 を巡 らし，口縁部文様帯を形成 している。文様帯内には先端が蕨手 明赤褐色 覆土下層

C　　 8．0 状となるクランク文を施している。地文はR L の単節縄文である。 普通 加曽利E I 式

2

深　　 鉢 A 〔1 7．0〕 口縁部から胴部の破片。把手部欠損。口縁部は内攣する。口縁部には隆帯 長石 ・砂粒 P 63　30％　 P L 16

縄文土器 B （15．0） を巡 らし，口縁部文様帯を形成している。文様帯内には沈線によ・りクラン にぷい褐色 覆土下層

ク文を施 している。地文はR L の単節縄文である。 普通 加曽利E I 式

3

深　　 鉢 A 〔1 9．8〕 口緑部片。把手部欠損。口縁部は内攣する。口緑部には隆帯により区画文 石英 ・長石 ・雲母 P 68 10％　 P L 1 7

縄文土器 B （6．0） を施 し，区画内は縦位の沈線文を充填 している。 にぷい赤褐色

普通

覆土上層

加曽利E I 式

4

深　　 鉢 B （8．4） 波状口縁を呈する口縁部片。口縁部は内攣する。波頂部直下にキザ ミを有 長石 ・砂粒 P 69　 5 ％

縄文土器 する隆帯により渦巻文を施 している。口縁部は隆帯により文様を措出して にぷい赤褐色 覆土上層

いる。 普通 加曽利E I 式

5

探　　 鉢 B （9．6） 口縁部片。波状口縁を呈し，口縁部は内攣する。波頂部直下に隆帯により 石英 ・長石 ・雲母 P 67　 5 ％　 P L 17

縄文土器 渦巻文を施 している。口縁部はL R の単節縄文を地文 とし，隆帯 により文 明赤褐色 覆土上層

様を措出 している。 普通 加曽利E I 式

6

浅　　 鉢

縄文土器

A 〔4 1．0〕

B （7．2）

口縁部片。口縁部は内攣する。沈線により渦巻文を施 している。 長石 ・雲母

にぷい褐色

普通

P 66　 5 ％　 P L 16

覆土上層

加曽利E I 式

7

深　　 鉢 A 〔3 3．0〕 口縁部片。口縁部は内攣する。R L の単節縄文を地文 とし，隆帯により渦 長石 ・雲母 ・砂粒 P 65　 5 ％

縄文土器 B （12．0） 巻文を施 している。 赤褐色

普通

覆土上層

加曽利E I 式 ．

8

深　　 鉢 A 〔2 6．4〕 口縁部片。把手部欠損。口縁部は内攣する。口縁部には隆帯を巡らし，口 石英 ・長石 ・雲母 P 64 10％　 P L 16

縄文土器 B （12．0） 縁部文様帯 を形成している。文様帯内には沈線 を有する隆帯によりクラン にぷい赤褐色 覆土上層

ク文を施 している。地文はR L の単節縄文である。 普通 加曽利E I 式．

第386号住居跡（第109・110図）

位置　調査区の北部，E19f2区。

重複関係　本跡は第2236号土坑と重複する。本跡は第2236号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径4．80m，短径4．22mの楕円形と考えられる。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は20～26cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　3か所。Plは中央部に位置し，径30cmのほぼ円形で，深さ62cmである。Plは規模と位置から主柱穴

で，本跡は1本柱の住居跡と考えられる。P2は，長径26cm，短径24cmの楕円形で，深さ51cmである。P3は，

長径34cm，短径30cmの楕円形で，深さ67cmである。P2・P3は，補助柱穴と考えられる。

覆土　3層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，炭化物微量

遺物　縄文土器片88点が出土している。1は扇状の把手を有する深鉢の口縁部片で，覆土下層から出土してい

る。2は浅鉢の口綾部片で，沈線による弧状文を巡らしている。3は口唇部が肥厚する深鉢の口緑部片で，R

Lの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。4・5は深鉢の口縁部片で，爪形文を有する隆帯

により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第109図　第386号住居跡実測図

第110図　第386号住居跡出土遺物実測図

第386号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第110回 探　　 鉢 A 〔3 2．4〕 扇状把手を有する口緑部片。ロ緑部は外傾する。口唇郡直下には Ⅴ字状の 長石 ・雲母 ・砂粒 P 70 10％　 p L 17

1 縄文土器 B （14．8） 隆帯を施 している。口縁部には R L の単節縄文を施し，沈線により文様を にぷい赤褐色 覆土下層

描出している。 普通 阿玉台Ⅳ式
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第387号住居跡（第111・112図）

位置　調査区の北部，E20dl区。

規模と平面形　長径5．30m，短径4．26mの長楕円形である。

主軸方向　N一誕0－W

壁　壁高は12～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

第111図　第387号住居跡実測図
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第112図　第387号住居跡出土遺物実測図
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ピット　9か所。Pl～P5は床面中央部付近を楕円形状に巡り，長径28～45cm，短径24～40cmの楕円形で，深

さ48～50cmである。Pl～P5は規模と配列から主柱穴で，本跡は6か所目のピットが確認できなかったものの

6本柱の住居跡と考えられる。P6～P8は，長径22～34cm，短径20～24cmの楕円形で，深さ51～60cmである。

P6～P8は，補助柱穴と考えられる。P9は，長径74cm，短径50cmの楕円形で，深さ9cmである。P9の性格は

不明である。

覆土　4層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物微量
3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片174点，土器片円盤1点が出土している。1は小波状口縁を呈する深鉢の口縁部片で，覆土

上層から出土している。2・3は浅鉢の口縁部片である。4は深鉢の口綾部片で，Rの無節縄文を地文とし，

肥厚する口唇部直下に沈線を巡らしている。5～7は探鉢の把手部及び口緑部の破片である。5は隆帯により

文様を措出し，隆帯に沿って半裁竹管による結節平行沈線文を施している。6はRの無節縄文を地文としてい

る。7は爪形文を有する隆帯により文様を描出している。8は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。
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第387号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第112図 深　　 鉢 A 〔2 5．8〕 小波状口縁を呈する口縁部片。口縁部は外反する。L の無節縄文を地文と 長石 ・雲母 ・砂粒 P 7 1　5 ％

1 縄文土器 B （7．0） し，隆帯により文様を措出している。 明赤褐色

普通

覆土上層

中峠式

図版番号 券　　 種

計　　 測　　 値 （cm ） 重　 量
（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第112図　 8 土器片円盤 4．7 4．1 1．0 24 100 無文。 D P 2 0　覆土

第388号住居跡（第113図）

位置　調査区の北西部，E18dO区。

規模と平面形　長径3．58m，短径2．80mの楕円形

である。

主軸方向　N－260－E

壁　壁高は14～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められてい

る。

ピット　1か所。Plは中央部に位置し，長径掲cm，

短径66cmの楕円形で，深さ69cmである。Plは，

位置と規模から主柱穴と考えられる。

覆土　4層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子中量

3　暗褐色　　ローム粒子少量
4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

所見　本跡の時期は，本跡に伴う出土遺物がない

ため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中

期と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第113図　第388号住居跡実測図

第389号住居跡（第114・115図）

位置　調査区の北西部，E18a9区。

重複関係　本跡は第2268・2281・2285号土坑と重複する。本跡は第2281号土坑に掘り込まれていることから，

本跡が古い。第2268・2285土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸4．40m，短軸3．90mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－540－E

壁　壁高は6～9cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。
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第114図　第389号住居跡実測図
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ピット　6か所。Pl・P2は主軸線上に位置し，Plが長径38cm，短径35cmの楕円形で，深さ45cm，P2が長径

44cm，短径38cmの楕円形で，深さ33cmである。Pl・P2は配列から主柱穴と考えられる。P3～P6は，長径26

～32cm，短径22～28cmの楕円形で，深さ27～55cmである。P3～P6は，補助柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径56cm，短径54cmの楕円形で，深鉢の口縁部を設置した土器埋設炉である。

炉の深さは26cmで，炉内の覆土は3層に分層される。炉床面は撹乱によって残存していないが，火熱によりわ

ずかに赤変硬化している。

炉土層解説

1黒褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　焼土粒子少量，炭化物微量

覆土　3層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子中量

2　暗褐色　　ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量

3　褐　色　　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片569点，石皿片1点が出土している。1は深鉢のロ緑部から胴部の破片で，炉埋設土器であ

る。2・3は深鉢の口縁部片で，覆土から出土している。4・5・10は深鉢の口縁部付近の片で，4・10は隆

帯，5は沈線を有する隆帯により文様を措出している。6は浅鉢の口縁部片で，沈線による波状文を巡らして
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第115図　第389号住居跡出土遺物実測因
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いる。7～9は深鉢の頸部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線を有する隆帯を巡らしている。11は探鉢の

胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文を施している。12は石皿片である。

所見　本跡の時期は，覆土の遺物は縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）であるが，炉埋設土器から縄文時代

中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第389号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第1 15図 探　　 鉢 A 〔53，0〕 口緑部から胴部の破片。口緑部は内攣して立ち上が り，口唇部直下で屈折 石英 ・長石 ・雲母 P 72　30％　 P L 17

1
縄文土器 B （2 3．0） して外傾する。口唇部直下に縦位の短沈線を巡 らし，口緑部は沈線を有す にぷい褐色 炉埋設土器

る隆帯により文様を描出している。区画文内には縦位の沈線文を充壊 して

いる。胴部にはR L の単節縄文を施 している。

普通 中峠式併行

2

深　　 鉢 A 〔2 1．2〕 口緑部片。把手部欠損。ロ緑部には沈線を有する隆帯 を巡 らし，口緑部文 長石 ・雲母 ・砂粒 P 73　 5 ％　 P L 17
縄文土器 B （11．0） 様帯を形成している。文様管内はR L の単節縄文を地文とし，隆帯により 暗褐色 覆土

文様を描出している。 普通 加曽利E I 式

3

深　　 鉢 B （ 7．8） 波状口縁を呈する口緑部片。眼鏡状把手を有する。把手の区画内には縦位 石英 ・長石 ・雲母 P 74　 5 ％
縄文土器 の沈線文を充填 している。L R の単節縄文を施している。 灰黄褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第1 15図 11 石　　 皿 （7．7） （7．8） 6．7 （311） 安　 山　 岩 Q 38　覆土　 凹石兼用

第391号住居跡（第116・117図）

位置　調査区の南西部，F18a7区。

重複関係　本跡は第2102・2103・2111号土坑と重複する。本跡のP2は第2102号土坑を掘り込んでいることか

ら，本跡が新しい。第2103・2111号土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸6．40m，短軸5．56mの不整隅丸長方形である。

主軸方向　N－560－W

壁　壁高は2～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　7か所。Pl～P4は長方形状に巡り，長径40～78cm，短径36～70cmの楕円形で，深さ56～69cmである。

Pl～P4は規模と配列から主柱穴と考えられる。P5は，長径42cm，短径38cmの楕円形で，深さ53cmである。

P6・P7は，長径34cm，短径30cmの楕円形で，深さ50～57cmである。P5～P7は，補助柱穴と考えられる。

炉　中央部やや北寄りに付設されている。長径1．46m，短径0．54mの長楕円形で，深さ12cmの地床炉である。

炉内の覆土は2層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子少量，炭化物少量

2　赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子少量

遺物　縄文土器片71点が覆土から出土している。1は有孔鍔付土器の口緑部片で，口緑部直下に隆帯を巡ら

し，口緑部は無文帯としている。隆帯の直上には貫通孔を巡らしている。2は深鉢の口緑部片で，LRLの複

節縄文を地文とし，隆帯により渦巻文を施している。3は探鉢の口縁部片で，Rの単節縄文を地文とし，隆帯

により文様を描出している。4は探鉢の頚部から胴部の破片で，頚部に沈線を有する隆帯を巡らし，胴部には

無節縄文を施している。5は探鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，隆帯により波状文を施してい
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る。6は探鉢の頚部から口緑部の破片で，頚部に隆帯を巡らし，ロ緑部は隆帯により文様を描出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。
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第116図　第391号住居跡実測図

第117図　第391号住居跡出土遺物実測図
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第392号住居跡（第118・119図）

位置　調査区の南西部，F19C4区。

重複関係　本跡は第2119・2122号土坑と重複する。第2119・2122号土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸4．40m，短軸3．80mの不整方形である。

主軸方向　N－580－W

壁　西壁は残存していない。壁高は最大で10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　4か所で，北側のピットは確認できなかった。Pl～P3は炉の南側を弧状に巡り，長径28～56cm，短

径24～54cmの楕円形で，深さ40～89cmである。Pl～P3は規模と配列から主柱穴と考えられる。P4は，長径

28cm，短径24cmの楕円形で，深さ29cmである。P4は，補助柱穴と考えられる。

炉　中央部やや西寄りに付設されている。長径74cm，短径70cmの楕円形で，深さ4cmの地床炉である。炉内

の覆土は1層で，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1時赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック中量

遺物　縄文土器片114点が覆土から出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口縁部片で，覆土から出土し

ている。2は浅鉢の口縁部片で，口唇部に交互刺突による連続コの字状文を施している。3は深鉢の胴部片

で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第118図　第392号住居跡実測図
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第119図　第392号住居跡出土遺物実測図

第392号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第119図 探　　 鉢 A 〔12．4〕 波状口緑 を呈する口緑部片。把手部欠損。口緑部には隆帯により区画文を 石英 ・長石 ・雲母 P 75　10％　 P L 17

1 縄文土器 B （7，8） 施し，区画内には沈線による渦巻文と交互刺乗による連続 コの字状文を施 暗赤褐色 覆土

している。 普通 中峠式

第393号住居跡（第120・121図）

位置　調査区の北西部，E18g8区。

規模と平面形　長径4．80m，短径3．封mの不整楕円形である。東壁に半円形の張り出し部があり，土坑が重複

しているものか，出入り口なのかは確認できなかった。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は7～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　4か所。Pl～P4は炉を中心に長方形状に巡り，長径48～70cm，短径42～60cmの楕円形で，深さ74～

86cmである。Pl～P4は規模と配列から主柱穴と考えられる。

第120図　第393号住居跡実測図
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第121回　第393号住居跡出土遺物実測図

炉　中央部やや北寄りに付設されている。長径別cm，短径50cmの楕円形で，床面をそのまま炉床面とした地床

炉である。炉床面は火熱により赤変硬化している。

覆土　2層に分層され，自然堆積である。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

遺物　縄文土器片11点が覆土から出土している。1は小波状口緑を呈する探鉢の口綾部片，2は探鉢の胴下半

部片で，接合はしないものの同一個体である。3は把手部が欠損する深鉢の口綾部片，4は探鉢の把手部片で，

覆土から出土している。5は深鉢の胴部片で，指頭による押庄文を有する隆帯を巡らし，その直下に半裁竹管

状工具による刺突文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。
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第393号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第121図 深　　 鉢 A 〔23．6〕 小波状口縁 を呈する口縁部片。口縁部はほぼ直立する。R L の単節縄文を 長石 ・砂粒 P 23 9 10％　 P L 18

1 縄文土器 B （1 2．5） 地文 とし，口唇部直下に隆帯 を巡 らし，波頂部より隆帯を垂下させている。 灰黄褐色 覆土

隆帯に沿って爪形文 と沈線文による鋸歯状文を施 している。 普通 阿王台Ⅳ式

2

深　　 鉢 B （1 2．．5） 胴下半部片。胴部は外傾 して立・ち上がる。 R L の単節縄文を地文とし，隆 長石 ・砂粒 P 76　30％　 P L 17

縄文土器 C　　 8．3 帯を垂下 させている。隆帯 に沿って爪形文 と沈線文による鋸歯状文 を施 にぷい橙色 覆土 1と同一個体

している。 普通 阿玉台Ⅳ式

3

探　　 鉢 A 〔17．7〕 口縁部か ら胴部の破片。把手部欠損。口縁部は内攣して立ち上が り，口唇 長石 ・砂粒 P 238　 30％　 P L 18

縄文土器 B （11．3） 部直下で外反する。R L R の複節縄文を地文 とし，隆帯により文様を描出 にぷい黄褐色 覆土

している。 普通 中峠式併行

4

深　　 鉢

縄文土器

B （10．4） 把手部片。爪形文を有する隆帯により文様を描出している。 石英 ・長石 ・雲母

にぷい赤褐色

普通

P 240　 5 ％

覆土

中峠式併行

第397号住居跡（第122・123図）

位置　調査区の北西部，E18d7区。

規模と平面形　長径5．74m，短径5．50mの楕円形であると推定される。

主軸方向　N－380－W

壁　西壁は残存していない。壁高は7cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　6か所。Pl～P6は炉を中心に巡り，長径34～50cm，短径30～46cmの楕円形で，深さ38～68cmである。

Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。

炉　2か所。北側の炉を炉A，南側の炉を炉Bとした。炉Aは，長径1．10m，短径0．74mの楕円形で，床面を

そのまま炉床面とした地床炉である。炉Bは，長径64cm，短径46cmの楕円形で，深鉢の上半部を設置させた土

器埋設炉である。深さ12cmで，炉内の覆土は2層に分層される。炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉B土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子少量

覆土　3層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子少量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片103点，敵石1点，磨石1点が出土している。1は3単位の小波状口縁を呈する深鉢の上半

部片で，炉埋設土器である。2は深鉢の頚部から口縁部の破片で，頚部に円形刺突文を巡らし，口縁部には条

線文を施している。3は深鉢の胴部片で，LRLの複節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。4

は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。

所見　本跡の時期は，1の炉埋設土器から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第122図　第397号住居跡実測図

第123回　第397号住居跡出土遺物実測図
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第397号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（C甲） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第12 3図 探　　 鉢 A 〔17：0〕 3 単位の波状 口縁 を呈する上半部片。口縁部は外反する。口縁部には2 条 長石 ・砂粒 P 77　50％　 P L 17

1 縄文土器 B （1 2．5） の沈線を巡 らし，胴部には沈線による懸垂文を施 している。地文はR L の 黒褐色 炉埋設土器

単節縄文である。 普通 加曽利 E Ⅱ式

第399号住居跡（第124図）

位置　調査区の北西部，E19j5区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認することにより住居跡と判断する。

規模と平面形　長径約12m，短径約11mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－170－E

ピット18か所。Pl～P14は炉を中心に巡り，長径38～98cm，短径36～78cmの楕円形で，深さ45～101cmであ

る。Pl～P14は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P15～P18は，長径64～96cm，短径56cm～80cmの楕円

形で，深さ30～65cmである。P15～P18は，補助柱穴と考えられる。ピットの覆土は，締まりのある褐色土で

ある。

炉　長径1．54m，短径1．48mのほぼ円形で，深さ10cmの地床炉である。炉内は単一の焼土層で，炉床面は火熱

により赤変硬化している。

所見　本跡は，大形の住居跡である。本跡の時期は出土遺物がないため不明であるが，住居跡の形態と覆土が

縄文時代中期のものと類似することから，縄文時代中期と考えられる。

第400号住居跡（第125～127図）

位置　調査区の北東部，E21g4区。

重複関係　本跡は，第104号溝と重複する。本跡は第104号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．86m，短軸3．56mの隅丸長方形である。北東コーナー部付近に半円形の張り出し部があ

り，土坑が重複しているものか，出入り口なのかは確認できなかった。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は14～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット　4か所。Pl～P4は炉を中心に長方形状に巡り，長径40～58cm，短径40～48cmの楕円形で，深さ60～

103cmである。Pl～P4は規模と配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径40cm，短径30cmの不整楕円形で，床面をそのまま炉床面とした地床炉であ

る。炉床面は火熟により赤変硬化している。

覆土　3層に分層され，自然堆積である。

土層解説　　　　’

1黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

2　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

3　暗褐色　　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片250点が出土している。1は浅鉢の口緑部及び底部の破片で，覆土下層から出土している。

2は探鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土上層から出土している。3は深鉢の口縁部片で，覆土から出土して

いる。4・15は深鉢の口緑部片で，同一個体である。隆帯により文様を措出し，隆帯に沿って半裁竹管による

－129－



＿旦＿　／／
／

／
／

／／ア毎。

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

七。
＼

／

I

l

l

／／／／／撼二窺、、、＼

R6

◎。5
＼

㌢＼＼囁
＼

＼
ヽヽ

＿旦一＼＼＼

＼＼て＼
＼

◎◎乾

SK　2125

邑　　　　　　　一一′
一′′

－　一一■　－　－－．一一．－．－　一′

⑥

虚′′′′′′
／

／

′

′′山＼
′

◎／／／／一
覧／＿＿′
／

／

／
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第125図　第400号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

平行沈線文を施している。5は深鉢の口綾部片で，無節縄文を施している。6は深鉢の口緑部片で，無文であ

る。7は深鉢の口緑部片で，隆帯により文様を措出し，隆帯に沿って結節沈線文を施している。8・16は深鉢

の口緑部片，14は深鉢の胴部片で，隆帯により文様を措出し，隆帯に沿って爪形文を施している。9は深鉢の

口緑部片で，口唇部にキザミを施している。10は波状口緑を呈する深鉢の口縁部片で，RLの単節縄文を地文

とし，隆帯に沿って沈線文を施している。11は深鉢の口緑部片で，Lの無節縄文を地文とし，隆帯によりⅤ字

状文を施している。12は大形の波状口緑を呈する深鉢の口緑部から胴部の破片で，結節させたLの無節縄文を

地文とし，波頂部直下には隆帯によりⅤ字状文を施している。波頂部には鋸歯状の装飾帯を有している。13は

深鉢の胴部片で，条線文を地文とし，沈線により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第126図　第400号住居跡出土遺物実測図（1）
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第127図　第400号住居跡出土遺物実測図（2）

第400号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　I i

因版番号 券　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第126図 浅　　鉢A〔58．6〕口縁部片及び底部片。胴部は外傾して立ち上がり，口緑部はさらに外傾す石英・長石・雲母P79　20％

1 縄文土器B（18．5）

C　lO．4

る。無文。 褐色

普通

覆土下層

阿王台Ⅳ式

2

深　　鉢A〔27．2〕口縁部から胴部の破片。胴部は直線的に立ち上がり，ロ綾部は内野するL 石英・長石・雲母P78　30％　PL17

縄文土器B（25．8）の無節縄文を地文とし，沈線により文様を描出している。ロ緑部に隆帯ににぷい赤褐色 領土上層

よるⅤ字状文を施している。 普通 阿王台Ⅳ式

3

浅　　鉢B（6．7）口緑部片。波状口縁を呈し，口緑部は外傾する。波頂部の内面にキザミを長石・雲母・砂粒P81　5％

縄文土器 有する隆帯による蕨手文を施している。 にぷい褐色

普通

預土

勝坂式

第401号住居跡（第128・129図）

位置　調査区の北東部，E21gl区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は，第96号溝と重複する。第96号溝との関係は本跡が古いことが考えられる。
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第128図　第401号住居跡実測図

㌧＿：1－＿＿I、二転
＜＝＝＞

0　　　　　　　　　　　　　5cm

ト－．．・・・・・・一十　一llll」

第129図　第401号住居跡
出土遺物実測図

Ui

2m

L　　　；　　　！

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため規模や平面形は不明であ

る。

主軸方向〔N－400－E〕

ピット　8か所。炉の東側にはピットは確認できなかった。Pl～P5は

炉の西側を弧状に巡り，長径38～52cm，短径32～40cmの楕円形で，深さ

18～63cmである。Pl～P5は規模と配列から主柱穴と考えられ，東側の

ピットは確認できなかったが楕円形状に巡っていたことが推定される。

P6は，長径40cm，短径36cmの楕円形で，深さ24cmである。P6は補助柱

穴と考えられる。P7は，径約44cmのほぼ円形で，深さ31cmである。P8

は炉Bを掘り込んでおり，径約32cmのほぼ円形で，深さ30cmである。P7・P8は，本跡に伴わないピットの可

能性がある。

炉　3か所。南側の炉を炉A，北側の炉を炉B，西側の炉を炉Cとする。炉Aは，長径116cm，短径102cmの楕

円形で，深さ7cmの地床炉である。炉内の覆土は1層で，炉床面は火熱により赤変硬化している。炉Bは，長

径120cm，短径76cmの長楕円形で，深さ6cmの地床炉である。炉内の覆土は1層で，炉床面は火熱により赤変

硬化している。炉Cは，長径58cm，短径54cmの長楕円形で，深さ5cmの地床炉である。炉内の覆土は1層で，

炉床面は火熱により赤変硬化している。
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炉A土層解説

1明　赤　褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子微量

炉B土層解説

1赤　褐　色　　焼土粒子少量，焼土中ブロック少量，ローム粒子微量

炉C土層解説

1　にぷい赤褐色 焼土粒子少量，焼土ブロック少量，ローム粒

子微量

遺物　縄文土器片8点，石鉄1点が出土している。1は石鉄である。

所見　本跡の時期は，出土遺物が微量であるため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代と考えられる。

第401号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第12 9図　 1 石　　 鍍 3．6 2．5 0．4 2 チ　ャ　ー ト Q 3 9　覆土

第402号住居跡（第130図）

位置　調査区の北東部，E20fO区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，長方形状に巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は，第2157・2158・2194号土坑，第110号溝と重複する。第110号溝との関係は本跡が古いこと

が考えられる。第2157・2158・2194号土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

ピット　4か所。Pl～P4は長方形状に巡り，長径40～60cm，短径30～60cmの楕円形で，深さ31～77cmである。

、4

＼、

第130図　第402号住居跡実測図
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ピット内の覆土は，締まりのある暗褐色を呈している。Pl～P4は規模と配列から主柱穴で，4本柱の住居跡と

考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物がないため明確でないが，住居跡の形態とピットの覆土が縄文時代中期のもの

と類似していることから縄文時代中期と考えられる。

第403号住居跡（第131・132図）

位置　調査区の南部，G20cl区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため，規模や平面形は不明である。

主軸方向　N－270－E

ピット　8か所。Pl～P7は炉を中心に楕円形状に巡り，長径30～48cm，短径36～42cmの楕円形で，深さ8～

33cmある。Pl～P7は，配列から主柱穴と考えられる。P8は，長径30cm，短径28cmの楕円形で，深さ15cmであ

る。P8は，補助柱穴と考えられる。
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第131図　第403号住居跡実測図
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炉　長径1．88m，短径1．18mの双楕円形で，北側に深鉢の頚部を設置した土器片囲い炉である。炉床面に段が

あるため，2か所の炉が重複している可能性があるが，炉床面が続くため重複ではないと考えた。炉内の覆土

は4層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　　焼土粒子微量

2　灰　褐　色　　炭化物少量
3　暗　赤　褐　色　　焼土粒子少量

4　暗　赤　褐　色　　焼土粒子中量

遺物　縄文土器片11点が出土している。1は深鉢の頚部片で，土器片囲い炉の埋設土器である。2は深鉢の口

綾部片で，RLの単節縄文を地文とし，微隆帯により文様を描出している。

所見　本跡の時期は，1の土器片固い炉の埋設土器から縄文時代中期後葉（加営利EⅢ式期）と考えられる。

第132図　第403号住居跡出土遺物実測図

第403号住居跡出土遺物観察表

L＿＿　」」＿一二∃

図版番号 器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第132図 深　　鉢B（22．6）頚部片。頚部は外反する。RLの単節縄文を地文とし，棟隆常により文様長石・砂粒 P82　20％　PL17

1 縄文土器 を描出している。 橙色

普通

炉埋設土器

加曽利EⅢ式

第404号住居跡（第133図）

位置　調査区の南部，F19i4区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は，第2215号土坑と第94号溝と重複する。本跡の炉が第2215号土坑上面を炉床面にしているこ

とから本跡が新しい。第94号溝が本跡のピットを掘り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため，不明である。

主軸方向　N－820－W

ピット　8か所。Pl～P6は炉を中心に楕円形状に巡り，長径38～64cm，短径36～42cmの楕円形で，深さ33～

65cmである。Pl～P6は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P7は，長径38cm，短径34cmの楕円形で，深さ

12cmである。P8は，長径44cm，短径40cmの楕円形で，深さ58cmである。P7・P8は補助柱穴と考えられる。ピ

ットの覆土は，いずれも締まりのある褐色土である。
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第133図　第404号住居跡実測図

炉　長径104cm，短径78cmの楕円形で，深さ10cmの地床炉である。炉内の覆土は4層に分層され，炉床面は火

熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1赤褐色　　焼土粒子多量，焼土ブロック中量

2　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土ブロック少量

3　褐　　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量
4　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量

所見　本跡の時期は，出土遺物がないため明確でないが，ピットの覆土が縄文時代のものと類似していること

から，縄文時代と考えられる。

第405号住居跡（第134・135図）

位置　調査区の南部，G19a9区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

主軸方向　N－470－E

ピット　4か所。Pl～P4は炉を中心に巡り，長径36～46cm，短径31～36cmの楕円形で，深さ20～60cmである。
イ

Pl～P4は，規模と配列から主柱穴と考えられる。
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炉　2か所。南西側の炉を炉A，北東側

の炉を炉Bとした。炉Aは，長径68cm，

短径54cmの楕円形で，深さ約18cmの地床

炉である。炉内の覆土は4層に分層され，

炉床面は火熱によ・り赤変硬化している。

炉Bは，長径26cm，短径24cmの楕円形で，

深さ約6cmの地床炉である。炉内の覆土

は1層で，炉床面は火熱により赤変硬化

している。

炉A土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　時　赤　褐　色

炉白土層解説

1　にぷい赤褐色

焼土粒子少量，ローム粒子

微量，炭化物少量

焼土粒子少量，ローム粒子

少量，炭化物少量

焼土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量，ローム粒子微量

焼土粒子多量，焼土ブロック少量

焼土粒子中量，ローム粒子微量

遺物　縄文土器片16点が出土している。

1は探鉢の口縁部片で，RLの単節縄文

を地文とし，微隆帯により文様を措出し

ている。2は深鉢の胴部片で，沈線によ

り逆U字状文を施し，Lの無節縄文を充

〃している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量で

あるため明確でないが，出土遺物と住居

跡の形態から縄文時代中期と考えられる。
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第134図　第405号住居跡実測図
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第135図　第4晒号住居跡出土遺物実測図

第407号住居跡（第136・137図）

位置　調査区の南部，F19h6区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

規模と平面形　壁溝から，長径4．46m，短径3．62mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－190－E

ピット　8か所。Pl～P。は炉を中心に巡り，長径30～44cm，短径28～42cmの楕円形で，深さ2卜47cmである。

Pl～P4は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P5～P畠は，長径26～60cm，短径24～54cmの楕円形で，深

さ15～53cmである。P5～P8は，補助柱穴と考えられる。P9は，本跡に伴わないピットである。

炉　長径174cm，短径98cmの双楕円形で，炉の各部は北側の炉部と南側の前庭部で構成される複式炉である。

炉の深さは約12cmで，覆土は4層に分層される。炉部の炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説
1褐　　　色　　焼土粒子少量，焼土ブロック微量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量

3　暗　赤　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子少量
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第136図　第407号住居跡実測図
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第137図　第407号住居跡出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片48点，石皿片1点が出土している。1は探鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈

線により文様を措出している。2・3は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を

磨り消している。4は石皿片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EII式期）と考えられる。

第407号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第137図　 4 石　　 皿 （7．0） （7．7） 4．2 （25 4） 安　 山　 岩 Q 40　覆土

第408号住居跡（第138・139図）

位置　調査区の北部，F20b7区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は，第413号住居跡と重複する。新旧関係は不明である。

ー140－



し
／

／
／

／

′′′′′′／／ふ◎
！　　　　　売。．，

ち

＼＼＼、　◎乾
＼

＼
＼

＼
＼

、、
ヽ、

、

．．一・一一一．－lll－　一一一　‾

γ

S‥。8　RJ
J

／

／

！

！

／

／

／　sl　413

／

／

／

／

／

⑤巳／／
／

／
／

′一′三ンー＼－、＼ニ≒

＼　　Sr品8　乾／
＼　　　　／

＼＼　．／／

＼一一二一一五

㌢

（紗

＼

＼

＼

＼

◎、、，
乾

◎ち
／

！

／

／

′

／

／

Y
I

l

I

l

J

l

／

／

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ヒニー＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿」

－141－

旦23．2m
こ「「斬「‾
5　3　12　4　5

旦23・Om＿三
1　　4

5　6　3　　　　2

第138図　第408・413号住居跡実測図



規模と平面形　ピットの配列から，長径9．20m，短径8．04mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－64。－E

ピット14か所。Pl～P8は炉を中心に楕円形状に巡り，長径36～102cm，短径32～82cmの楕円形で，深さ54

～82cmである。Pl～P8は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P9～P14は，長径26～58cm，短径24～52cm

の楕円形で，深さ18～57cmである。P9～P14は，補助柱穴と考えられる。

炉　2か所。東側の炉を炉A，西側の炉を炉Bとした。炉Aは，長径152cm，短径126cmの楕円形で，深さ12cm

の地床炉である。覆土は6層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。炉Bは，長径98cm，短径

92cmの楕円形で，深さ12cmの地床炉である。覆土は5層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉A土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　褐　　　色
6　極暗赤褐色
炉B土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

焼土粒子多量，焼土小ブロック少量
焼土粒子少量，焼土小ブロック少量

焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
焼土粒子少量，焼土ブロック中量

ローム粒子中量，ロームブロック中量
焼土粒子微量，ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム′トプロ、ノク中量
焼土粒子少量，ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

焼土粒子微量，ローム粒子中量
焼土粒子少量，ローム粒子中量
焼土粒子微量，ローム粒子多量

遺物　縄文土器片18点が出土している。1は探鉢の口緑部片で，LRの単節縄文を地文とし，隆帯により文様

を描出している。2・3は探鉢の胴部片で，2はRLの単節縄文，3はLRの単節縄文を地文とし，沈線によ

第139図　第408号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　5cnl

！　i l

る懸垂文間を磨り消している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量

であるため明確でないが，出土遺物と

住居跡の形態から縄文時代中期と考え

られる。

第409号住居跡（第140・141図）

位置　調査区の南部，F19g5区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，楕円形状に巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は第2035号土坑と重複している。新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため，規模や平面形は不明である。

ピット　8か所。Pl～P8は楕円形状に巡り，長径42～72cm，短径38～64cmの楕円形で，深さ17～108cmであ

る。Pl～P8は，規模と配列から主柱穴と考えられる。

遺物　縄文土器片25点が出土している。1は探鉢の口緑部から胴部の破片で，LRLの複節縄文を地文とし，

微隆帯により文様を構成している。1はP2の覆土から出土している。2は深鉢の口綾部片で，RLの単節縄

文を地文とし，沈線により文様を措出している。3は探鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，懸垂する

沈線間を磨り消している。4は浅鉢の底部から胴部の破片で，胴部はRLの単節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，1の出土遣物がP2の覆土から出土しているから縄文時代中期後葉（加曽利EIⅡ式期）と

考えられる。
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第140図　第409号住居跡実測図

第141図　第409号住居跡出土遺物実測図
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第410号住居跡（第142図）

位置　調査区の南西部，F19gl区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，楕円形状に巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は第2191号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

ピット11か所。Pl～P7は楕円形状に巡り，長径30～48cm，短径24～44cmの楕円形で，深さ30～104cmであ

る。Pl～P7は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P8～Pllは，長径26～35cm，短径20～36cmの楕円形で，

深さ17～62cmである。P8～Pllは，補助柱穴と考えられる。ピットの覆土は，締まりのある褐色土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物がないため不明であるが，住居跡の形態とピットの覆土が縄文時代の覆土と類

似することから縄文時代と考えられる。
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第142図　第410号住居跡実測図



第411号住居跡（第143・144図）

位置　調査区の南西部，F19e3区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡は第2208号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

主軸方向　N－300－E

ピット　6か所。Pl～P5は炉を中心に巡り，長径42～48cm，短径38～46cmの楕円形で，深さ63～87cmである。

Pl～P5は，規模と配列から主柱穴と考えられる。P6は，長径52cm，短径44cmの楕円形で，深さ30cmである。

P6は，補助柱穴と考えられる。

炉　長径142cm，短径70cmの長楕円形で，深さ8cmの地床炉である。炉内の覆土は1層で，炉床面は赤変硬化

している。

炉土層解説
1赤褐色　　焼土粒子微量，焼土ブロック微量，ローム粒子微量

遺物　縄文土器片55点，石鉄1点が出土している。1は波状口縁を呈する探鉢の口緑部片で，波頂部直下に隆

帯により渦巻文を施している。2は深鉢の頚部片で，隆帯を巡らしている。3は深鉢の頚部から胴部片で，頚

部に隆帯による幅狭の区画文を施し，胴部には沈線による懸垂文を施している。4は深鉢の胴部片で，撚糸文

を施している。5は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文を施している。6は石

鉄である。

＼
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第143図　第411号住居跡実測図
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第144図　第411号住居跡出土遣物実測図
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所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，出土遺物と住居跡の形態から縄文時代中期と

考えられる。

第411号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第144因　 6 石　　 鎚 2．0 0，3 5 1．9 1 チ　ャ　ー ト Q 4 1 覆土

第413号住居跡（第138図）

位置　調査区の北部，F20b8区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，楕円形状に巡るピットを確認したことから住居跡と判断した0

重複関係　本跡は第408号住居跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　ピットの配列から，径5．64mのほぼ円形と推定される。

ピット　7か所。Pl～P7は楕円形状に巡り，長径36～46cm，短径34～44cmの楕円形で，深さ29～63cmであるo

Pl～P7は，規模と配列から主柱穴と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物がないため不明であるが，住居跡の形態から縄文時代と考えられる。

第414号住居跡（第145・146図）

位置　調査区の北西部，D18eo区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断する0

重複関係　本跡は第415号住居跡と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

炉　長径84。m，短径72cmの楕円形で，深さ14cmの地床炉である。炉内の覆土は3層に分層され，炉床面は火熱

により赤変硬化している。

－146－
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第145図　第414・415・416号住居跡実測図

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック中量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック中量，ローム粒子微量，ロームブロック微量

3　暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子少量

ピット　規則性がないため本跡に伴うピットは不明であるが，本跡の

周辺にあるピットの覆土はいずれも締まりのある褐色土である。

遣物　縄文土器片2点が出土している。1は探鉢の胴部片で，Lの無

節縄文とRLの単節縄文をほどこしている。

所見　本跡の時期は，出土遺物が微量であるため明確でないが，ピッ

トの覆土が縄文時代のものと類似することから縄文時代と考えられる。

ー147－

TL「
！　　　；　　　！

0　　　　　　　5cm

！＋　子＋：

第146図　第414号住居跡
出土遺物実測図



第415号住居跡（第145・147図）

位置　調査区の北西部，D18e9区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断する。

重複関係　本跡は第414・416号住居跡と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

炉　長径110cm，短径66cmの楕円形で，北側に深さ26cmの掘り込みのある地床炉である。炉の北側はピットと

重複し，ピットに掘り込まれている。炉内の覆土は2層に分層され，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1赤褐色　　焼土粒子少量，焼土小ブロック少量

2　赤褐色　　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

ピット　規則性がないため本跡に伴うピットは不明であるが，本跡の周辺にあるピットの覆土はいずれも締ま

りのある褐色土である。

遺物　縄文土器片54点が出土している。1は探鉢の頸部から胴部の破片，2は探鉢の胴部片で，確認面から出

土ている。3・5は浅鉢の口緑部片で，沈線により文様を措出している。4は深鉢の頚部片で，RLの単節縄

文を地文とし，2本一組の隆帯を巡らしている。6は探鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線によ

る懸垂文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

弓il喜一‾等覇
第147図　第415号住居跡出土遺物実測図

第415号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第147因 深　　 鉢 B （1 0．9） 頚部か ら胴部の破片。胴部はわずかに内暫し，口緑部は外反する。頸部に 長石 ・砂粒 P 83　 10 ％

1 縄文土器 沈線を有する隆帯を巡らし．胴部に隆帯を懸垂 させている。地文は R L の 褐色 確認面

単節縄文である。 普通 加曽利E I 式

2

深　　 鉢 B （ 6．2 ） 胴部片。隆帯により文様を描出し，隆帯の交点には環状の突起を有 してい 長石 ・砂粒 P 84　 5 ％

縄文土器 る。区画文内には半裁竹管による平行沈線文により文様を描出している。 橙色

普通

確認面

阿王台Ⅳ式

一148－



第416号住居跡（第145図）

位置　調査区の北西部，D18d9区。

確認状況　本跡の西部は調査区城外であり，未調査である。壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認

したことから住居跡と判断する。

重複関係　本跡は第2306号土坑と第415号住居跡と重複する。本跡の炉が第2306号土坑に掘り込まれているこ

とから，本跡が古い。第415号住居跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土は残存していないため不明である。

炉　深さ18cmの地床炉である。西側は調査区城外で第2306号土坑に掘り込まれており，規模や平面形は不明で

ある。炉内の覆土は1層で，炉床面は火熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック少量

ピット　規則性がないため本跡に伴うピットは不明であるが，本跡の周辺のピットの覆土は締まりのある褐色

土である。

所見　本跡の時期は出土遺物がないため不明であるが，縄文時代中期の第2306号土坑に掘り込まれていること

から縄文時代中期以前の時期と考えられる。

第417号住居跡（第148図）

位置　調査区の南西部，F18i8区。

重複関係　本跡は第94号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径2．80m，短径2．68mの楕円形である。

主軸方向　N－470－E

壁　南壁と北壁の一部が残存していない。壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。炉西側の床面には，焼土が堆積している。

ピット　5か所で，北側にはピットが確認できなかった。Plは長径64cm，短径52cmの楕円形で，深さ52cmで

サ

第148図　第417号住居跡実測図

－149－
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ある。Plは規模から主柱穴と考えられる。P2～P5は南壁際を巡り，長径20～34cm，短径16～24cmの楕円形で，

深さ13～21cmである。P2～P5は，規模と配列から補助柱穴と考えられる。

炉　長径80cm，短径62cmの不整楕円形で，深さ4cmの地床炉である。炉床面は火熱により赤変硬化している。

覆土　5層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子少量　　　3　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

所見　本跡の時期は出土遣物がないため不明であるが，住居跡の形態と覆土が縄文時代のものと類似すること

から縄文時代と考えられる。

第418号住居跡（第149・150図）

位置　調査区の北西部，D18go区。

規模と平面形　一辺が4mほどの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－130－W

壁　南壁が残存していない。壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット10か所。Pl～P4は炉を中心に巡り，長径24～50cm，短径20～40cmの楕円形で，深さ50～70cmである。

Pl～P4は規模と配列から主柱穴と考えられる。P5～PlOは，長径22～58cm，短径18～44cmの楕円形で，深さ

17～58cmである。P5～PlOは，補助柱穴と考えられる。

炉　長径72cm，短径62cmの楕円形で，深さ10cmの地床炉である。炉内の覆土は2層に分層され，炉床面は火熱

去

2

第149図　第418号住居跡実測図
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により赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック中量

2　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土ブロック多量

覆土　3層に分層され，自然堆積である。

士層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量　　　　　　　3　褐　　色　　ローム粒子多量

2　褐　　色　　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片126点が出土している。1は浅鉢で，床面から出土している。2は深鉢の下半部で，PlOの

覆土から出土している。3・4は深鉢の胴部片で，異節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（称名寺I式期）と考えられる。

第150図　第418号住居跡出土遺物実測図

第418号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第150回 鉢 A 〔2 0．0〕 口縁部一部欠損。胴部は外傾して立ち上が り，口緑部は内督する。口唇部 石英 ・長石 ・砂粒 P 85　60％　 P L 18

1 縄文土器 B　 12．7 よりキザ ミを有する隆帯を垂下 させている。沈線により文様を措出して， にぷい褐色 床面

C　　 8．0 区画文内にL R の単節縄文を充填 している。 普通 称名寺I 式

2

探　　 鉢 B （24．7） 底部から頸部片。胴部は内攣して立ち上が り，頸部はわずかにくびれる。 石英 ・長石 ・砂粒 P 86　60％　 P L 18

縄文土器 C　　 7．0 L の無節縄文を施 している。 にぷい赤褐色

普通

P lO ！覆土

称名寺I 式

－151一



第420号住居跡（第151・152図）

位置　調査区の北西部，D19e2区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断する。

重複関係　本跡は第2309・2310・2342号土坑とと重複する。本跡の炉は第2342号土坑に掘り込まれていること

から，本跡が古い。第2309・2310号土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁や覆土が残存していないため不明である。

主軸方向〔N－390－W〕

ピット10か所。Pl～P6は炉を中心に巡り，長径36～86cm，短径34～52cmの楕円形で，深さ44～74cmである。

Pl～P6は，規模や配列から主柱穴と考えられる。P7～PlOは，長径28～68cm，短径25～58cmの楕円形で，深

さ21～94cmである。P7～PlOは，補助柱穴と考えられる。

炉　長径67cm，短径60cmの不整楕円形で，床面をそのまま炉床面とした地床炉である。炉床面は火熱により赤

変硬化している。

遺物　縄文土器片47点が出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口緑部で，ピットの覆土から出土してい

る。2は探鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

／
＋／

腰
R

第151図　第420号住居跡実測図

第420号住居跡出土遺物観察表
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図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 1 5 2 図 深　　 鉢 ・ A 〔1 6 ．2 〕 口 縁 部 片 。 双 頭 の 小 波 状 口 縁 を 呈 し， 口縁 部 は 外 傾 す る 。 波 頂 部 を 起 点 に 石 英 ・長 石 ・砂 粒 P 8 7 　 5 ％

1 縄 文 土 器 B （ 5 ．4 ） キ ザ ミ を有 す る 隆 帯 を 口 唇 部 直 下 に 巡 ら し て い る 。 頚 部 に は 交 互 刺 突 に よ 暗 赤 褐 色 覆 土
lる 連 続 コ の 字 状 文 を巡 ら し て い る 。 普 通 中 峠 式

－152－
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第152図　第420号住居跡出土遺物実測図

表2　前田村遺跡G区縄文時代住居跡一覧表

住居跡

番 号
位 置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

（長径×短径）

壁 高

（皿）
床 面

内　 部　 施　 設

炉 覆土 出　土 遺 物 時　 期
備　　　　　 考

（重 複 関　 係 ）
壁 溝 主柱穴 ピット 臥 ロ 貯猷

336 G21iO N －250－E 楕　 円　 形 7諸6 ×6．46 12 平 坦
－ 8 11 － － 1 －

深鉢 加曽利E Ⅲ

337 G21hg N － ぱ－E 楕　 円　 形 6．位×6．02 10へ′20 平 坦 ⇔ 8 2 － － 1 自然 深鉢，石町 石棒 加曽利E Ⅱ

j弟 G22b2 N － 233－W 楕　 円　 形 7．52 ×（7．16） 15、20 平 坦
－

3 1
－ －

3 自然 深鉢，石核 鳩利Eトu 東部調査区外

339 G21i6 N － 270－E 隅 丸長方 形 3．飢×3．18 12～誕 平 坦
－ 2 1 － － 一

自然 深鉢 中　　 期 SK 1898より古　 SK 1892と重複

封0 G21d7 N － 45。－E 円　　　 形 4．鮒×4．40 8、20 平 坦
－ 4 1 － － 1 自然 深鉢 加曽利E u

封1 G21C5 1 1 ：うキーIT 楕　 円　 形 4．22 × 3．62 12－22 平 坦
－ － － － － 1 自然 深鉢 加曽利E Ⅲ

封2 G21b3 N － 26。－W 楕　 円　 形 6．20 × 5．70 勤、舶 平 坦 一部 6 18
－ －

2 自然 採乳 土器片錘 加曽利E l

朗3 F18ao N － 380－E 楕　 円　 形 5．46 × 4湖 6、12 平 坦
－ － 1 － － －

自然 深鉢 称名寺 I SI鋤 より新

3舶 F18ao N － 2e－E 不整隅九長方形 3個 ×3．現 30へ′融 平 坦
－ － 4 － － 2 自然 深鉢，磨石，石敲 中　　 峠 S 撒 3より古

鮎5 G 20eg N － 338－E 円　　　 形 3期 ×3湖 4 、6 平 坦 － 4 1 － － －
自然 深鉢 阿王台 Ⅲ

勤6 G 20g7 N 一誕0－E 円　　　 形 6．86 × 6瀾 3 、6 平 坦
－

3 2
－ －

2 自然 深鉢，打製石斧 加曽利E Ⅱ 南部調査区外

封7 G 20d5 N － 4ウーW 楕　 円　 形 6．70 × 5．74 36、幽 平 坦
－ 4 11 1 －

2 自然 深鉢，土器片円盤，石皿 加曽利E Ⅱ SI367よ帽

勤8 G 21a5 〔N － 200掃W ］
－

（6調 ×5．10）
－ － － 6 － － － 1 －

探鉢 中　　 期 S K 1920と重複

封9 F 21e3 〔N － 80－W ］
－

（5．20 × 4潮
－ － －

5
－ － －

1 －
深鉢 中　　 期 S K 1927と重複

湖 G 20e9 N － 30。－W 楕　 円　 形 3．74 × 3瀾 20、36 平 坦
－ 1 4 － － －

自然 採乳 土器片円盤 阿王台I b S D91よ柏

351 G 20f6 N － 28。－E 楕　 円　 形 5．40 × 4．朗 8 、16 平 坦
－ 5 3

－ －
1 自然 深鉢 加曽利E I

352 F 19g8 N 一灯 一E 円　　　 形 5．蘭 ×5瀾 8 平 坦
－

6 2 － － 1 －
深鉢 加曽利E Ⅲ S K2075と重複

思 F 19g2 （N － 10－E ）
－ － － － － －

12 ー － 1 － －

3封 F 20a4 N －1100－E 楕　 円　 形 9．卸 ×7．70 13へ′24 平 坦
ー

7 4 1
－

1 自然 深鉢，土器片円盤，磨石 脚jm 一皿 S I355より新

355 F 20a4 N 一駕0－E 円　　　 形 （2．抑 ×2潮 12へ′15 平 坦
－ 1 － － － －

自然 阿 王 台 SI3勤よ帽

356 E 19fO N － 46C－E 円　　　 形 5．20 × 5．加 1ト 20 平 坦 － 5 3 1 － 1 自然 深鈍 磨石，磨梨石斧 阿王台『

357A F 18bO N － 4。一E 楕　 円　 形 〔4．10 × 3調 5 ・、21 平 坦
－

6
－ － －

1 自然 深鉢 中　　 峠

357B F 18bO N － 340－E 楕　 円　 形 （5調 ×3．70） 8 平 坦
－

3 3
－ －

1 自然 中　　 期

j蒲 E 19eo N － 260－E 楕　 円　 形 4．40 ×3．48 －
平 坦

－ 6 － － － 1 自然 深鉢，磨石 中　　 峠

359 F 18b5 （N － 190－E ）
－ － － － －

6 2 － － 1 －
深鉢，磨石 加曽利E I

3畑 F 18b4 － － － － － － － － ー － 1 －
深鉢 加曽利E u

361 G20g4
－

（ 円　 形 ） （5．細 ×5潮 8 ～16 平 坦
－

3 1 － － －
自然 探鉢，磨梨石斧 加曽利E L SK 1931と重複

362 G20b2 N －718－E 楕　 円　 形 4．08 ×3．槌 6 ・－11 平 坦
－ 7 4 － － 1 自然 深鉢 加曽利E 『

誠 G 19d9 N －350－E 楕　 円　 形 7．82 ×6．82 18・－誕 平 坦 － 6 13 － － 1 自然 深鉢，麿製石斧，石皿 加曽利E I

36拍 F20 j3 （N －810－E］
－ － － － －

4 1
－ －

2 －
深鉢，敲石 加曽利E I′ SI364B と重複

脱6 F20j4 〔N －630－E ］
－ － － － － 〕 2 － － 1 －

中　　 期 SI3飢A と重複
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住居跡

番 号
位 置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

（長径×短径）

壁 高

血 ）
床 面

内　 部　 施　 設

炉 覆土 出 土 遺 物 時　 期
備　　　 ・考

（重 複 関 係 ）
壁 溝 主柱穴 ピット 出入口 貯蔵牢

365 F 20j9 N － 200－W 楕　 円　 形 3．40 ×2．96 30～亜 平 坦
－ － 5 － － －

自然 深鉢，土偶 阿王台Ib

366 G 21al N －410－W 楕　 円　 形 5．38 ×4．62 8 、12 平 坦
－ 6 3 － － 1 自然 深鉢 中　　 期 SK 1926と重複

367 G 20d6 N － 270－E 楕　 円　 形 （4誰 ×3．70〕 2 へ．6 平 坦
－

4 5
－ － －

自然 探鉢 阿王台Ⅳ SI347より古

・368－ G 20a6 N － 670－W 楕　 円　 形 6．80 × 5．56 3 ～6 平 坦
－ 5 2 － － 1 自然 探鉢 中　　 期

369 G 19bO N － 860－E 不 整 円 形 5．30 × 5．20 4 ～10 平 坦
－

6 6 － － 1 自然 深鉢 中　　 期

370 F20h3 N － 20－W 楕　 円　 形 4．38 ×3．94 8 ～10 平 坦
－

6 4 1
－

3 自然 料 石核 加曽利E Ⅲ 複式炉

371 F21dl N － 200－E 楕　 円　 形 5．82 ×4．50 6 ～16 平 坦
－ 4 7 － － 1 自然 探鉢 加曽利E I

372 F21h4 N － 290－W 円　　　 形 3．70 ×3瀾 20～32 平 坦
－

1 4
－ － －

自然 中　　 期

373 G 19C6 N － 70－E （楕 円 形 ） （6誰 ×4瀾）
－

平 坦
－ 6 4 － －

2
－

探鉢，石鉄 中　　 期

374 G 19a6 N －230－E 〔楕 円 形 ） （5誰 ×4．40）
－

平 坦
－

6 4 － － 1 自然 探鉢 加曽利E l

375 F 19i8 N －400－E 楕　 円　 形 6．60 × 6．30 11 平 坦
－ 7 3

－ －
3 自然 深鉢，磨石 加曽利E I SI380より古

く376 F 18j5 〔N － 30－W ）
－ － － － － － 8 － － 1 －

中　　 期 SK 1970 ・SD 95と重複

377 G 19b5 （N － 70－E ）
－ － － － －

6 2
－ －

1 －
深鉢 加曽利E I SK 19封・1960と重複

378 G 19C3 N － 4 0－E 不整楕 円形 4．10 ×〔3．50） 4 ～8 平 坦
－ 3 － － － 1 自然 深鉢 加曽利E I －

379 G 18b5 － － － － － －
6 3 － － 1 － －

SK 1967と重複

380 F 19j7 （N － 530－E ）
－ － － － － 7 2

－ －
1

－
探鉢 加曽利E Ⅳ SI375より新

381 G 19a2 〔N － 180－E ）
－ － － － － 6 7 － － 1 －

探鉢 加曽利E Ⅲ

382 F 18g8 〔N －280－E ）
－ － － － －

4 1 1
－ －

1 －
深鉢 中　　 期

383 F 18h6 〔N －310－E ）
－ － － － － 5 10 － － 1 －

中　　 期

3糾 F 18iO 〔Ⅳ－祖0－E ）
－ － － － －

9 1 － － 1 －
探鉢 加曽利E I SK 1963 ・SD 94と重複

385 F20e9 N －320－W 楕　 円　 形 4湖 ×4．22 20～30 平 坦 仝周 4 8 1 －
1 ・ 自然 探鉢，浅鉢 加曽利E I SD l∝は重複

386 E 19f2 N － 500－W 楕　 円　 形 4．80 ×4．22 20～26 平 坦 － 1 2 － － －
自然 探鉢 阿王台Ⅳ′．SK 2236と重複

387 E20dl N 一封0－W 長 楕 円 形 5．30 ×4．26 12、18 平 坦
－

‘5 4
－ － －

自然 探鉢，土器片円盤 中　 嘩・

388 E 18dO N －260－E 楕　 円　 形 3．58 ×2．80 1ト 28 平 坦
－ 1 － － － －

墜 中　　 期

389 E 18ag N 一別0－E 隅丸長 方形 4．40 ×3．鮒 6 、9 平 坦
－

2 4 － － 1 自然 深鉢，石皿 加曽利E I SK 2268 ・2281・2285と重複

391 F 18a7 N － 560－W 不整隅九長方形 6．40 × 5．56 2 、8 平 坦
－ 4 3 － －

．1
－

深鉢 中　　 期 SK 2102 ・2103・2111と重複

392 F 19C4 N － 580－W 不 整 方 形 4．40 ×3．80 10 平 坦 － 3 1 － － 1 ＿ －
探鉢 中　　 峠 SK 2119 ・2122と重複

393 E 18g8 N －詣0－W 不整楕 円形 4．80 ×3湖 7 ～18 平 坦
－

4
－ － －

1 自然 探鉢 中　　 峠

397 E 18dl N －380－E 楕　 円　 形 （5．74）×5．50 7 平 坦
－ 6 － － － 1 自然 探鉢，磨石，敵石

加曽利E 正

399 E 19j5 （N － 170－E） （楕 円 形 ）〔12誰 X ll．㈲）
－ － －

14 4
－ － 1

自然 中　　 期

4∞ E21g4 N －320－W 隅丸長 方形 5．86 ×3．56 1卜 18 平 坦
－ 4 － － －

1 自然 探鉢，浅鉢 阿王台・Ⅳ SD 104より古

401 E21gl 〔N －400－E）
－ － － － ⊥－ 5 － 3 ‾ － － － －

石鉄
－

SD 96より古

402 E20 fO － － － － － － 4 － － － －
自然 中　　 期 SK21訂・2158・21蝕と重複，SDllOより古

403 G20cl N －270－E
－ － － － － 7 1 － － 1 －

深鉢 加曽利E Ⅱ

4糾 F19 i4 N － 820－W
－ － － － －

6 2
－ －

1 － －
SK2115より新 Sb 94より古

405 G19ag N － 470－E
－ － － － － 4 － － －

2
－

探鉢 中　　 期

407 F19h6 N － 190－E 楕　 円　 形 〔4．46 ×3．62〕
－

平 坦
－

4 4 － － － －
探鉢，石皿 加曽利E I‾

408 F20b7 Ⅳ－糾0－E （楕 円 形 ） 〔9．20 ×8．叫
－ － －

8 6
－ －

2
－

探鉢 中　　 期 SI413と重複

409 F19g5
－ － － － － － 8 － － － － －

探鉢 加曽利E Ⅲ SK2035と重複

410 F19gl － － － － － －
7 4

－ － － － －
S K2191と重複

411 F19e3 N － 300－E
－ － － － － ．5 1 － － 1 －

深鉢 中　　 期 S K2208と重複

413 F20b8 －
〔 円　 形 ） （細 ×摘 ）

－ － －
7

－ － － － － －
S I408と重複

414 F18eo
－ － － － － － － － － －

1
－

探鉢・ －
S I415 ・416と重複

415 D 18e9 － － － － － － － － － － 1 －
深鉢 加曽利E I S I414 ・416と重複

416 D 18d9 － － － － － － － － － －
1

－ －
S I414 ・415 ・SK 2306と重複

417 F 18i8 N － 470－E 楕　 円　 形 2．80 ×2．仏 8 平 坦
－ 1 4 － － 1 自然

ー
S D94より古
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住居跡

番 号
位 置 主軸方向 平 面 形

規 模（m）

（長径×短径）

壁 高

血 ）
床 面

内　 部　 施　 設
炉 覆土 出 土 遺 物 時　 期

備　　　　　 考

（重 複 関 係 ）
壁 溝 主柱穴 ピット 出入口 瞞 穴

418 D 18go N．－130－W 〔隅丸方形） 〔4誰 ×4誰） 8 平 坦 － 4 6 － － 1 自然 癖 言細 称名寺I

420 D 19e2 臣 390－W － － － － － 6 4 － － 1 － 探鉢 中　　 峠 SK2309・2310・2誕2と重複

（2）土坑

G区では，縄文時代の土坑364基を調査した。土坑は，遺物の出土状態や遺構の残存状態が良好なものは解

説を加え，それ以外のものは一覧表で記載した。第1922・1969・2068・2111・2312・2324号土坑については，

AとBとに分けた。第2278号土坑についてはA・B・Cに分けた。一覧表に記載のないものについては，調査

の結果土坑ではないことが判明し欠番としたものである。

第1898号土坑（第153・154図）

位置　調査区の南東部，G21j5区。

重複関係　本跡は第339号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径3．46m，短径3．12mの楕円形で，深さ1．16mである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは中央部に位置し，長径44cm，短径42cmのほぼ円形で，深さ60cmである。P2は壁際に位

置し，長径1．20m，短径1．18mのほぼ円形で，深さ1．16mである。

覆土14層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　　ロ

2　暗褐色　　ロ

3　暗褐色　　ロ

4　暗褐色　　ロ

5　暗褐色　　ロ

6　暗褐色　　ロ

7　褐　色　　ロ

8　暗褐色　　ロ

9　褐　色　　ロ

10　褐　色　　ロ

11褐　色　　ロ

12　暗褐色　　ロ

13　褐　色　　ロ

14　褐　色　　ロ

ーム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量
－ム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

－ム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量
－ム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物微量
ーム粒子中量，

－ム粒子多量，
－ム粒子多量，
－ム粒子多量，

－ム粒子多量，
－ム粒子多量，

－ム粒子多量，
－ム粒子中量，

ローム小プロ

ローム小プロ

ローム小プロ

ローム小プロ

ローム小プロ

ローム小プロ

ローム小プロ

ローム小プロ

ツク少量，

ツク多量，

ツク少量，

ツク中量，

ツク中量，

ツク中量，

焼土粒子微量，
焼土粒子微量，
焼土粒子微量，

焼土粒子微量，
焼土粒子微量，
焼土粒子微量，

炭化物微量

炭化物微量
炭化物微量
炭化物微量

炭化物微量
炭化物少量

ック少量，炭化物微量
ック少量，焼土粒子微量，炭化物少量

ーム粒子多量，ロームブロック少量，炭化物微量

－ム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片619点，磨石1点が出土している。1・2・10は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片，3・4

は探鉢の口縁部片である。1・3・4・10は隆帯，2は沈線により文様を措出し，単節縄文を充填している0

5・6は深鉢の口緑部片で，口唇部直下の沈線を巡らし，5は条線文，6はRLの単節縄文を施している0　7

・8は深鉢の口緑部片で，口唇部直下に半裁竹管による刺突文を巡らしている。9は深鉢の口縁部片で，LR

Lの複節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。11～14・16は深鉢の胴部片で，11・12・14・16は

RLの単節縄文，13は条線文を地文とし，沈線により懸垂文間を磨り消している。15は深鉢の頚部片で，RL

の単節縄文を地文とし，2本一組の隆帯により文様を措出している。17は磨石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第153図　第1898号土坑・出土遺物実測図（1）
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⊂⊃　－7

第154図　第1898号土坑出土遺物実測図（2）

第1898号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－‥　l　－　1

図版番号 器　　種

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第154図17 磨　　石 6．5 6．3 3．5 （220） 安　山　岩 Q42　覆土

第1901号土坑（第155図）

位置　調査区の南東部，G21e4区。

規模と平面形　長径3．46m，短径3．12mの楕円形で，深さは62cmである。

主軸方向　N－630－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　二段となり，中央部が深い。

ピット　2か所。Plは中央部に位置し，長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さ41cmである。P2は壁際に位置

し，長径96cm，短径44cmの楕円形で，深さ24cmである。

覆土　9層に分層され，自然堆積である。
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0　　　　　　　　　10cm

L　；　i

第155図　第1901号土坑・出土遺物実測図

D2

く＞
0　　　　　　　　　　　　　　5cm

ト－　一一十－・l11

土層解説

1　褐灰色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量

2　褐灰色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　灰褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物少量

4　褐　色　　ローム粒子少量

5　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

6　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

7　灰褐色　　ローム粒子中量

8　灰褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量，炭化物微量

9　灰褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片90点，石鉄1点が出土している。1は深鉢で，覆土下層から出土している。2は深鉢の口緑

部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を描出している。3～5は深鉢の胴部片で，RLの単節

縄文を地文とし，沈線により懸垂文間を磨り消している。6は石鉄である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第1901号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm ） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 155図 深　　 鉢 A　 2 5．6 口縁部一部欠損。胴部は直線的に立ち上が り，口緑部は外傾する。ロ緑部 石英 ・長石 ・砂粒 P 89　95％　 P L 18

1
縄文土器 B　 31．0 は沈線によりロ縁部文枝帯を形成 し，文様帯内に円形刺突文を 2 段に巡 ら 褐色 覆土下層

C　　 5．6 している。頭部には沈線間に R L の単節縄文を充填 している。胴部には沈

線による逆 U 字状文内に R L の単節縄文を充填している。

普通 加曽利 E Ⅲ式

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第15 5斑　 6 石　　 鋲 2．6 1．6 0．5 （1） チ　ャ　ー ト Q 4 3　領土

第1908号土坑（第156図）

位置　調査区の南東部，G21a9区。

こ二■ 〕
0 2m
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［

第156区l　第1908号土坑・出土遺物実測図
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規模と平面形　径1．02mの円形で，深さは62cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　8層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，
ローム粒子中量，
ローム粒子多量，

ローム粒子多量，
ローム粒子中量，

ローム粒子少量，
ローム粒子中量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック微量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック中量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック少量，

焼土粒子微量，

焼土粒子微量，
焼土粒子微量，

焼土粒子微量，
焼土粒子微量，
炭化物微量

焼土粒子微量，
焼土粒子微量，

炭化物少量
炭化物微量

炭化物微量
炭化物微量

炭化物微量

炭化物微量

炭化物微量

遺物　縄文土器片78点が出土している。1は深鉢の底部から胴部の破片で，覆土から出土している。3・4は

深鉢の口緑部片で，沈線で区画文を施し，区画内にはLRの単節縄文を施している。2・5・6は深鉢の胴部

片で，沈線による幅広の懸垂文間を磨り消している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI～Ⅱ式期）と考えられる。

第1908号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及－　び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第156図 深　　 鉢 B （9．2） 底部か ら胴部の破片。胴部はわずかに内攣して立ち上がる。R L の単節縄 長石 ・砂粒 P 90　2 0％

1 縄文土器 C　　 9．0 文 を地文とし，沈線 による懸垂文間を磨 り消 している。 灰黄褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

第1915号土坑（第157・158図）

位置　調査区の南部，G20e8区。

規模と平面形　長径2．92m，短径2．66mの楕円形で，深さは62cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　9層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

9　褐　色

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック中量，

ローム小ブロック中量，

ローム小ブロック中量，

ローム小ブロック少量，

焼土粒子微量，炭化物少量

焼土粒子微量，炭化物中量

焼土粒子微量，炭化物微量

焼土粒子微量，炭化物少量

焼土粒子微量

焼土粒子微量，炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量

ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片291点が出土している。1は口緑部及び底部が欠損する深鉢，2ほほほ完形の深鉢，3は深

鉢の口緑部片で，覆土上層から出土している。4・6は波状口縁を呈する深鉢の口緑部片，5は深鉢の口緑部

片で，覆土から出土している。7は深鉢の口緑部片で，沈線を有する隆帯により文様を措出し，空白部に縦位

の沈線を充填している。8は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。

9・10は深鉢の頚部から胴部の破片で，9は頚部に無文帯を有し，10は隆帯による波状文を施している○

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第157図　第1915号土坑・出土遺物実測図（1）
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第158図　第1915号土坑出土遺物実測図（2）

第1915号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第157図 深　　 鉢 B （29．7） 口緑部及び底部欠損。胴部はわずかに内攣 して立ち上がり，頚部は外反す 石英 ・長石 ・砂粒 P 91 70％

1 縄文土器 る。頚部に隆帯を巡 らし，胴部に R L の単節縄文を施 している。 黒褐色

普通

覆土上層

加曽利 E I 式

2

探　　 鉢 A 〔14．6〕 口緑部から底部一都欠損。胴部は直線的に立ち上が り，ロ緑郡は内野する。 石英 ・長石 ・雲母 P 92　6 0％　 P L 19

縄文土器 B　 24．6 5 単位の波状口縁。R L の単節縄文 を地文とし，沈線により．文様 を描出し 灰褐色 覆土上層

C　　 8．0 ている。 普通 加曽利E I 式

3

深　　 鉢 A 〔20．0〕 口縁部から胴部の破片。□縁部は内攣する。頚部には沈線 を有する隆帯を 長石 ・砂粒 P 93　15％　 P L 19

縄文土器 B （12．8） 巡らし，ロ縁部には沈線 を有する隆帯により文様を描出している。胴部に にぷい赤褐色 覆土上層

は沈線により懸垂文を施 している。地文は L の無節縄文である。 普通 加曽利E I 式

4

深　　 鉢 B （9．1） 波状口緑を呈する口綾部片。ロ緑郡は内噂する。L の無節縄文を地文とし， 石英 ・長石 ・砂粒 P 94　 5 ％

縄文土器 隆帯により文様を描出 している。 に‘ぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

5

探　　 鉢 B （7．2） 口縁部片。口緑部は内噂する。 R L の単節縄文を地文とし，隆帯により渦 長石 ・雲母 ・砂粒 P 95　 5 ％

縄文土器 巻文を施している。 赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

6

深　　 鉢 B （9．4） 波状口縁を呈する口緑部片。口縁部は内攣する。L の無節縄文を地文 とし， 石英 ・長石 ・砂粒 P 96　 5 ％

縄文土器 波頂部に隆帯により渦巻文を施 している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

第1917A号土坑（第159図）

位置　調査区の南東部，G21cl区。

重複関係　本跡は第1917B号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径1．60m，短径1．24mの楕円形と推定され，深さは72cmである。

長径方向　N－770－E

壁　外傾して立ち上がる。
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第159図　第1917A・B号土坑，第1917A号土坑出土遺物実測図

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子少量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片27点が出土している。1は深鉢の底部から胴部の破片で，覆土から出土している。2は深鉢

の頚部片で，RLの単節縄文を地文とし，2本一組の隆帯により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第1917A号土坑出土遺物観察表

回版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第159図 ． 深　　 鉢 B （9．4） 底部か ら胴部の破片。胴部はほぼ直線的に立ち上がる。R L の単節縄文を 長石 ・砂粒 P 97 10％　P L 19

1 縄文土器 C　　 6．5 地文とし，沈線により懸垂文を施している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

第1920号土坑（第160図）

位置　調査区の南部，F21j5区。

重複関係　本跡は第348号住居跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径1．94mの不整円形で，深さは朗cmである。

壁　外傾して立ち上がる。
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第160図　第1920号土坑・出土遺物実測図
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底　平坦である。

ピット1か所。Plは，西壁際に位置し，長径56cm，短径52cmの楕円形で，深さ30cmである。Plが本跡に伴

うピットであるかどうかは不明である。

覆土　8層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

ローム粒子中量，
ローム粒子多量，
ローム粒子多量

ローム粒子多量，
ローム粒子中量，

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム小ブロック少量

ロームブロック少量

焼土粒子少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック多量

遺物　縄文土器片23点が出土している。1は深鉢の底部から胴部の破片で，覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第1920号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第160図 探　　 鉢 B （5．3） 底部か ら胴部の破片。胴部は外傾して立ち上がる。R L の単節縄文を地文 長石 ・砂粒 P 98 1 0％　P L 19

1 縄文土器 C　　 6．6 とし，沈線により懸垂文を施 している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

第1927号土坑（第161図）

位置　調査区の北東部，F21e2区。

重複関係　本跡は第349号住居跡P4と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．18m，短径1．02mの楕円形で，深さは54cmである。

長径方向　N－10－W

壁　外傾して立ち上がる。

ー164－



第161図　第1927号土坑・出土遺物実測図

底　平坦である。

遺物　縄文土器片51点が覆土から出土している。1はほぼ完形の深鉢で，一部に無節縄文を施している。2は

探鉢の胴部片で，隆帯により文様を措出している03は口唇部内面が肥厚する深鉢の口緑部片で，RLの単節

縄文を地文とし，半裁竹管による平行沈線文と沈線により文様を措出している。4は浅鉢の口緑部片である0

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第1927号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第16 1図 深　　 鉢 A 〔26．0〕 口縁部一部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，口唇部は外傾 して突出する。 石英 ・長石 P 99　85％　 P L 19

1 縄文土器 B　 4 1．5

C　 1 1．0

一部にL の無節縄文を施している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

中峠式

第1932号土坑（第162・163図）

位置　調査区の南部，G20b9区。

規模と平面形　長径2．20m，短径2．06mの楕円形で，深さは糾cmである。

長径方向　N－700－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土10層に分層され，第2～5層からは，多量の遺物が投棄されたような状態で出土しており，焼土粒子を

含む。遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

－165－



．．粗　さ．・

旦＿23．2m

ー166－

第162図　第1932号土坑・出土遺物実測図（1）
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第163図　第1932号土坑出土遺物実測図（2）
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土層解説
1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗赤褐色

6　暗褐色

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化物少量
ローム粒子多量，ロームブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子中量，焼土中ブロック中量，炭化物中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物中量

7　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物少量

8　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量
9　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量
10　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片229点が出土している。1・2は深鉢の口緑部から胴部の破片，3は口緑部及び底部が欠損

する深鉢，4は探鉢の底部から胴部片，5・6は波状口緑を呈する探鉢の口緑部片，7・8は深鉢の把手部片

で，覆土上層から出土している09は深鉢の口緑部片で，Lの無節縄文を施している。10は深鉢の胴部片で，

LRの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。11・12は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地

文とし，11は沈線による懸垂文，12は隆帯と沈線により懸垂文を施している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）の袋状土坑と考えられる。

第1932号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm ） 器 一形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第162図 深　　 鉢 A 〔2 4．0〕 口縁部か ら胴部の破片。口縁部は外反する。頚部に沈線を巡 らし，口縁部 石英 ・長石 ・雲母 P lqO 40％ P L 19

1 縄文土器 B （19．8） は無文帯 としている。胴部はR L の‘単節縄文を地文とし，沈線 により懸垂 にぷい赤褐色 覆土

文を施している。 普通 加曽利E I 式

2

探　　 鉢 A 〔2 4．0〕 口縁部か ら胴部の破片。口縁部は外反する。頚部に6 単位の突起を有する 石英 ・長石 ・雲母 P 10 1 35％ P L 19

縄文土器 B （15．3） 隆帯 を巡 らし，口縁部は無文帯としている。胴部はR L の単節縄文を地文 にぷい赤褐色 覆土

とし，沈線により懸垂文を施 している。 普通 ． 加曽利E I 式

3

探　　 鉢 B （16．8）・ 口縁部及び底部欠損。胴部は直線的に立ち上がる。L の無節縄文を施 して 石英 ・長石 P lO 7 50％ P L 20

縄文土器 いる。 赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

4

探　　 鉢 B （8．5） 底部か ら胴部の破片。胴部は直線的に立ち上がる。胴部はR L の単節縄文 石英 ・長石 ・雲母 P lO 6 20％ P L 20

縄文土器 C　　 9．4 を地文 とし，沈線により懸垂文を施 している。底面に網代痕。 明赤褐色

普通 ．

覆土

加曽利E I 式

第163図 探　　 鉢 A 〔3 1．0〕 波状口緑 を呈する口縁部から．胴部片。口縁部は内攣する。波頂部に貫通し 石英 ・長石 ・雲母 P lO 2 10％

5 縄文土器 B （15．3） ていない孔のある突起を有 している。口縁部は隆帯により区画 し，沈線を にぷい赤褐色 覆土

有する隆帯で文様を描出している。地文はR L の単節縄文である。 普通 加曽利E I式

6

深　　 鉢 A 〔29．6〕 波状口縁 を呈する口縁部片。口縁部は内攣する。R L の単節縄文を地文と 石英 ・長石 ・雲母 P lO3 10％

縄文土器 ＿B ・（9．4） し，沈線を有する隆帯で文様 を措出している。 にぷい赤褐色

普通

覆土 ‘

加曽利E I 式

7

深　　 鉢 B （6．7）・把手部片。頂部直下に円孔を有 し，その下部に眼鏡状の孔を有している。孔 石英 ・長石 ・砂粒 P 104　 5 ％

縄文土器 に沿って沈線 を有する隆帯を施している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式 ．

8

深　　 鉢 B （1 0．4 ） 把手部片。頂部は双頭となり，棒状を呈する。外面中央部に円孔があ り，孔 石英 ・長石 ・雲母 P lO5　 5 ％

縄文土器 に沿って沈線を有する隆帯を施 している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

第1934号土坑（第164図）

位置　調査区の南部，G20b6区。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．24mの楕円形で，深さは66cmである。

長径方向　N－860－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。
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第164図　第1934号土坑・出土遺物実測図

土層解説
1褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量
3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量
5　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微風　炭化物微量
6　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化物微量
7　明　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化物微量

遺物　縄文土器片377点が出土している。1・2は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による

幅広の沈線文間を磨り消している。3は深鉢の頚部片で，RLの単節縄文を地文とし，隆帯により文様を措出

している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第1937号土坑（第165図）

位置　調査区の南部，G20b5区。

規模と平面形　長径2．60m，短径2．24mの楕円形で，深さは98cmである。

長径方向　N－770－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　灰　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　灰　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

4　褐　　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量
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5　褐

6　褐

7　褐

色

色

色

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ロームブロック少量

ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片86点が出土している。1・2は探鉢のロ緑部片で，覆土から出土している。3・4は深鉢の

口綾部片で，3は無文で，4は口唇部直下を無文帯としている。5は深鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地

文とし，キザミを有する隆帯で文様を施している。6は波状口緑を呈する浅鉢の口緑部片で，孔がある。7は

探鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，半裁竹管による平行沈線文で文様を描出している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。
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第165図　第1937号土坑・出土遺物実測図
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第1937号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第16 5図 探　　 鉢 B （6．0） 波状口縁 を呈する口縁部片。口縁部は外傾する。肥厚した口縁部に沈線を 石英 ・長石 ・砂粒 P 109　 5 ％

1 縄文土器 巡らし，波頂部で蕨手状 となる。沈線の下部には刺突文を巡らしている。 赤褐色

普通

覆土　 中峠式併行

S K 1941の 2 と同一

2

深　　 鉢 B （4．0） 口縁部片。口縁部は断面が三角形を呈 し，肥厚する。口縁部には沈線間に 石英 ・長石 ・雲母 P llO　 5 ％

縄文土器 キザミが施されている。 にぷい赤褐色

普通

覆土

中峠式併行

第1941号土坑（第166図）

位置　調査区の南部，G19C8区。

重複関係　本跡は第93号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径2．16m，短径1．50mの楕円形で，深さは70cmである。

長径方向　N－560－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物中量

2　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片17点が出土している。1は鉢の口縁部から胴部片，2は深鉢の口縁部片で，覆土から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

4l sD93

」
第166図　第1941号土坑・出土遺物実測図
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第1941号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第16 6図 鉢 A 〔18．6〕 口縁部から胴部の破片。胴部は内攣して立ち上が り，口縁部は外傾する。 石英 ・長石 ・雲母 P 114　25％
1 縄文土器 B （．6．7） 胴部には沈線 を有する隆帯を巡らしている。頚部には沈線間を交互刺突す にぷい褐色 覆土　 赤彩

ることにより連続コの字状文を施 している。 普通 中峠式併行

2

探　　 鉢 B （5．6） 口縁部片。波状口縁 を呈 し，口縁部は外傾する。肥厚 した口縁部に沈線を 石英 ・長石 ・砂粒 P 1 15　 5 ％
縄文土器 巡 らし，波頂部で蕨手状 となる。沈線の下部には刺突文を巡らしている。 赤褐色

普通

覆土

中峠式併行

第1944号土坑（第167図）

位置　調査区の南部，G19d8区。

規模と平面形　径1．80mのほぼ円形で，深さは82cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色
2　褐　色
3　明褐色

4　褐　色
5　褐　色
6　暗褐色
7　褐　色

ローム粒子多量，炭化物中量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量，ロームブロック多量
ローム粒子多量，ロームブロック少量
ローム粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片49点，土器片円盤1点が出土している。1は胴下半部を欠損する深鉢で，覆土上層から逆位

の状態で出土している。2は探鉢の口緑部片，5は深鉢の胴部片で，単節縄文を地文とし，隆帯により渦巻文

を施している。3は深鉢の口綾部片で，LRの単節縄文を地文とし，口唇部直下に微隆帯を巡らしている。4

は深鉢の胴部片で，沈線により逆U字状文を施し，RLの単節縄文を充填している。6は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第1944号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第167図 深　　 鉢 A 〔31．2〕 胴下半部欠損。4 単位の波状口縁を呈し，口縁部は内攣する。口縁部に隆 長石 ・砂粒 P 116 60％ P L 2 0

1 縄文土器 B （22．7） 帯により6 単位の渦巻文を施 し，区画文内にR L の単節縄文 を充填してい にぷい褐色 覆土上層

る。 普通 加曽利E Ⅲ式

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第16 7図　 6 土器片円盤 5．2 4．9 1．2 3 6 100 R L の単節縄文。 D P 23
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第167図　第1944号土坑・出土遺物実測図
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第1948号土坑（第168図）

位置　調査区の南東部，F21jl区。

規模と平面形　長径2．02m，短径1．56mの楕円形で，深さは92cmである。

長径方向　N－110－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。
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第168図　第1948号土坑・出土遺物実測図
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ピット1か所。Plは南壁寄りに位置し，長径38cm，短径34cmの楕円形で，深さ45cmである。

覆土10層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化物少量
2　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化物中量

3　褐　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物少量
4　明　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

5　明　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量
6　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

7　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量
8　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量
9　暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量，炭化物微量

10　褐　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量，炭化物微量

遺物　縄文土器片149点が，主に覆土上層から出土している。1・2は深鉢の口緑部片で，覆土から出土して

いる。3は頸部がくびれる深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。4

・5は深鉢の口縁部片で，LRの単節縄文を地文とし，2本一組の隆帯により文様を措出している。7は外傾

する深鉢の口緑部片で，口唇部直下に隆帯を巡らしている。6・8・9は深鉢の胴部片で，6・9はRLの単

節縄文，8はしの無節縄文を地文とし，沈線による懸垂文を施している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）の袋状土坑と考えられる。

第1948号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（C叫 器　 形　 及　 び ．女　 様 ・の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第168図 探　　 鉢 A 〔17．4〕 ロ緑部片。口縁部は外傾し，口唇部内面は肥厚する。R L の単節縄文 を地 長石 ・砂粒 P 117 10％　P L 20

1 縄文土器 B （5．6） 文とし，隆帯により区画文を施している。 橙色

普通

覆土

加曽利E I 式

2

探　　 鉢 A 〔14．6〕 4 単位の波状口緑 を呈する口縁部片。口緑部は外傾する。口唇部直下にキ 石英 ・長石 ・雲母 P 118 10％　P L 2 0

縄文土器 B （5．7） ザ ミを有する隆帯 を巡 らし，波頂部直下に蕨手文 を垂下させている。 L の 黒褐色 覆土

無節縄文を施している。 普通 加曽利 E I 式併行

第1950号土坑（第169図）

位置　調査区の南部，G19C7区。

重複関係　本跡は第373号住居跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2．06m，短径1．96mの不整円形で，深さは24cmである。

長径方向　N－620－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは北壁際に位置し，長径40cm，短径34cmの楕円形で，深さ36cmである。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子中量，

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，

3　褐　　　色　　ローム粒子中量，

4　褐　　　色　　ローム粒子中量，

5　褐　　　色　　ローム粒子多量，

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

ロームブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片16点，磨石1点が覆土から出土している。1は深鉢の口縁部片で，隆帯により文様を措出

し，縦位の沈線を充填している。2は深鉢の口線部片で，Lの無節縄文を地文とし，口唇部直下に沈線を巡ら

している。3は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。4は磨
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第169図　第1950号土坑・出土遺物実測図
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石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，出土遺物と覆土が縄文時代中期のものと類似

することから縄文時代中期と考えられる。

第1950号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 謹
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（C叫 幅 （C叫 厚さ（C叫） 重量 （g ）

第169図　 4 磨　　 石 6．5 6．2 3．3 222 安　 山　 岩 Q 4 6　覆土　 凹石兼用

第1951号土坑（第170図）

位置　調査区の南東部，F21j2区。

規模と平面形　長径1．88m，短径1．68mの楕円形で，深さは92cmである。

長径方向　N－50－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは北壁寄りに位置し，長径46cm，短径34cmの楕円形で，深さ46cmである。

覆土　8層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，焼土粒子微量，炭化物微量

2　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量
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第170図　第1951号土坑・出土遺物実測図

3　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，焼土粒子微量，炭化物微量

4　明　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量

5　明　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

7　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量，炭化物微量

8　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量，炭化物微量

遺物　縄文土器片35点が出土している。1は探鉢の口縁部片で，覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第1951号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考‘

第 170図 深　　 鉢 B （4．8） ロ縁部片。口綾部は内野する。隆帯により渦巻文を施し，R L の単節縄文 石英 ・長石 ・雲母 P 120　 5％

1 縄文土器 を施している。 橙色

普通

覆土

加曽利 E I 式

第1952号土坑（第171図）

位置　調査区の南部，G19b6区。

重複関係　本跡は第373号住居跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．96m，短径1．68mの楕円形で，深さは46cmである。

長径方向　N－190－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化物微量

2　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量

3　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量
4　にぷい褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片103点，敲石1点が，主に覆土上層（第2層）から投棄されたような状態で出土している。

1は眼鏡状把手を有する深鉢のロ緑部片で，覆土上層（第2層）から出土している。2は波状口縁を呈する探

鉢の口緑部片で，覆土から出土している。3は探鉢の眼鏡状把手を有する深鉢の口縁部から胴部の破片で，覆

土から出土している。4は深鉢の底部から頚部の破片で，覆土上層（第2層）から出土している。5は深鉢の
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第171図　第1952号土坑・出土遺物実測図
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口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線間に交互刺突文を施している。6は深鉢の口緑部片で，撚糸文

を地文とし，沈線を有する隆帯により渦巻文を施している。7は敵石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第1952号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（C叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第17 1図 探　　 鉢 B （12．3） 眼鏡状把手を有する口縁部。ロ緑部は外傾する。孔は沈線を有する隆帯に 石英 ・長石 ・雲母 P 121　 5％

1 縄文土器 より縁取 りしている。 橙色

普通

覆土上層

加曽利 E I 式

2

深　　 鉢 B （6．4） 波状口縁 を呈するロ緑部片。渡頂部に隆帯による渦巻文を施 している。R 長石 ・砂粒 P 122 ．5％

縄文土器 の無節縄文を地文 としている。 にぷい橙色

普通

覆土

加曽利 E I 式

3

探　　 鉢 A 〔22．0〕 3 単位の眼鏡状把手 を有する口縁部から胴部片。胴部は外反 して立ち上が 石英 ・長石 ・砂粒 P 124 40％　P L 20

縄文土器 B （19．3） り，口緑部は内攣する。頚部に隆帯を巡らし，ロ綾部文様帯を形成 してい にぷい赤褐色 覆土

る。文様帯内には2 本一組の隆帯で文様を措出 している。胴部 には沈線に

より懸垂文を施 している。地文はR の無節縄文である。

普通 加曽利 E I 式

4

深　　　 鉢 B （2 1．3） 底部から頚部の破片。胴部は直線的に立ち上がる。頚部に半裁竹管による 長石 ・雲母 ・砂粒 P 123 50％　P L 20

縄 文 土 器 C　　 7．2 平行洗練文を巡らしている。胴部 にR L の単節縄文とL の無節縄文 を施 し 明赤褐色 ． 覆土上層

ている。 普通 中峠式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（C叫 幅 （C叫 厚 さ（C叫 重量 （g ）

第171図　 7 敲　　 石 10．3 4．6 3．6 24 1 緑色凝灰岩 Q 47　覆土上層

第1954号土坑（第172図）

位置　調査区の南部，G19a5区。

重複関係　本跡は第377号住居跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．82m，短径1．36mの楕円形で，深さは84cmである。

長径方向　N－400－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　8層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

3　暗褐色

4　黒褐色

5　褐　色

6　明褐色

7　褐　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物少量

ローム粒子多量，炭化物中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子中量，炭化物多量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
8　褐　色　　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片76点，蔽石1点が出土している。1は深鉢の口縁部から胴部の破片，2・3は波状口緑を呈

する深鉢の口綾部片，4は深鉢の底部から胴部の破片で，覆土から出土している。5は口唇部が肥厚する深鉢の

口緑部片で，RLの単節縄文を縦位に施している。6は深鉢の口緑部片で，キザミを有する隆帯により文様を

措出し，隆帯に沿って爪形文を施している。7は深鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，半裁竹管に
l

よる平行沈線文で文様を措出している。8は深鉢の胴部片で，沈線により文様を措出している。9は深鉢の把

手部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。10は蔽石である。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式期）の袋状土坑と考えられる。
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第172図　第1954号土坑・出土遺物実測図

第1954号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第172図 深　　 鉢 A 〔20．0〕 口縁部から胴部の破片。把手部欠損。胴部は外傾 して立ち上が り，ロ縁部 石英 ・長石 ・雲母 P 12 5 15％　 P L 20

1
縄文土器 B （10．9） は内傾する。口緑部は隆帯 によりロ緑部文様帯を形成 し，爪形文を有する 灰褐色 覆土

隆帯 により文様 を描出している。胴部には沈線間に爪形文を施 している。 普通 勝坂Ⅲ式
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図版番号 器　 種ノ 計測値（CⅡや 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第172図 探　　 鉢 B （6．2） 波状 口緑 を呈する口縁部片。口縁部は外傾する。口縁部は隆帯により区画 石英‘・長石 ・雲母 P 126　 5％

2 縄文土器 文を施 し，隆帯に沿って半裁竹管により平行沈線文 を施 している。区画文 にぷい黄褐色 覆土 ．

内にはR の無節縄文を施 している云 普通 阿王台Ⅳ式

3

探　　 一鉢 B （5．4） 小波状口縁を呈する口縁部片。ロ縁部は外傾する。波頂部直下に円孔があ 石英 ・長石 ・雲母 P 12 7　5％　P L 20

縄文土器 り，口唇部より円孔に沿ってキザミを有する隆帯を施 している。 灰褐色

普通

覆土

勝坂Ⅲ式

4

深　　 鉢 B （5：6） 底部か ら胴部の破片。胴部は直線的に立ち上がる。R L の単節縄文を地文 石英 ・長石 ・砂粒 P 128 10％

縄文土器 C 〔8．0〕 にしている。 にぷい黄褐色

普通

覆土

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（C叫 幅 （C叫 厚 さ（C叫 重量 （g ）

第172図 10 敲　　 石 13．1 8．0 5．0 7 77 安　 山　 岩 Q 48　覆土

第1957号土坑（第173図）

位置　調査区の南東部，F20jO区。

規模と平面形　長径1．90m，短径1．64mの楕円形で，深さは84cmである。

長径方向　N－250－W

壁　外傾して立ち上がる。西壁の一部が外側にえぐれている。

底　平坦である。

覆土12層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量
4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子中量，炭化物多量
5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

6　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量，炭化物少量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，．炭化物少量
8　褐　色　　ローム粒子多量，炭化物微量

9　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量
10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

11褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量
12　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片20点，土器片円盤1点，磨石1点が覆土から出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口

緑部片で，2は深鉢の口緑部片で，覆土から出土している。3・5は深鉢の口縁部片で，RLの単節縄文を地

文とし，隆帯により文様を措出している。4は浅鉢の口緑部片で，口唇部が肥厚している。6・7は深鉢の頚

部片で，隆帯を巡らしている。8は土器片円盤で，9は磨石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第1957号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（C叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第173図 浅　　 鉢 B （8．8） 波状口縁を呈するロ縁部片。口緑部は外傾する。波頂部直下に隆帯 により 石英 ・長石 ・スコリア P 129　 5％

1 縄文土器 渦巻文を施 している。地文はR ‘L の単節縄文である。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利 E I式

2

探　　 鉢 B （8．8） 口緑部片。口縁部は外傾する。口縁部直下に隆帯を巡 らし，沈線を有する 石英 ・長石 ・スコリア P 130　 5％

縄文土器 隆帯により文様を措出 している。地文はR L の単節縄女である・。 暗褐色

普通

覆土

加曽利 E I式
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第173図　第1957号土坑・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号 器　　 種
計　測　値 （cm） 重　量

（g）

現存率

（％）
形状及び文様の特徴 備　　 考

長　さ 帽 厚　さ

第173図　8 土器片円盤 5．3 5．1 1．15 （34） 90 R Lの単節縄文。 D P24

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（C叫 厚さ（C叫 重量（g）

第173図　9 磨　　 石 6．9 7．3 4．1 366 安　山　岩 Q 49　覆土
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第1961号土坑（第174図）

位置　調査区の南部，F19j4区。

重複関係　本跡は第94号溝と重複する。本跡は第94号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径1．68m，短径1．50mの楕円形で，深さは72cmである。

長径方向　N－480－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

0　　　　　　　　10cm

！　　：　　！

第174図　第1961号土坑・出土遺物実測因
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覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック多量，焼土粒子少量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック多量，焼土小ブロック微量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土小ブロック微量，炭化物微量

4　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土小ブロック微量，炭化物少量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物微量

遺物　縄文土器片56点，石棒片1点が出土している。1は深鉢の口緑部片，2は探鉢の胴部片で，徴隆帯によ

り文様を描出し，文様内にLRの単節縄文を充填している。3は深鉢の口緑部片で，口唇部直下に沈線を巡ら

し，沈線により区画文を括出している。文様内にはRLの単節縄文を充填している。4は探鉢の胴部片で，R

Lの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文を施している。5は石棒片で，覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第1961号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（C叫 帽（C叫 厚さ（C叫） 重量 （g ）

第174図　 5 石　　 棒 （11．7） 14．8 14．8 （3 520） 安　 山　 岩 Q 50　覆土下層

第1969A号土坑（第175図）

位置　調査区の南西部，F18jO区。

重複関係　本跡は第1969B号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．12mの楕円形と推定され，深さは44cmである。

長径方向　N－65。一W

二‘
七。．．

〕
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第175図　第1969A・B号土坑，第1969A号土坑出土遺物実測図
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壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片13点が覆土から出土している。1は眼鏡状把手を有する深鉢の口緑部片で，覆土から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第1969A号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第175図 深　　 鉢 B （9．6） 眼鏡状把手 を有する口縁部片。把手上部欠損。ロ縁部はわずかに外傾す 石英 ・長石 ・雲母 P 13 1　5％

1 縄文土器 る。キザ ミを有する隆帯により文様を措出している。R L の単節縄文 を施 にぷい褐色 覆土

している。 普通 中峠式

第1970号土坑（第176図）

位置　調査区の南西部，F18j5区。

規模と平面形　長径1．80m，短径1．54mの楕円形で，深さは50cmである。

長径方向　N－860－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。西壁の一部は内傾している。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物微量

ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化物微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

ローム粒子多量，焼土粒子微量，炭化物微量

＼　　　⑥　A22．。m

曳〆／j
・1，

「　　　「

0」
第176図　第1970号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　5cm

L　1－」

遺物　縄文土器片14点が覆土から出土している。1は深鉢の口縁部片で，覆土から出土している0

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

－185－



第1970号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第176図 深　　 鉢 A 〔16．6〕 口福部片。把手部欠損。口緑部に隆帯 を巡らし，ロ縁部文様帯 を形成 して 長石 ・雲母 ・砂粒 P 132 10％　 P L 20

1 縄文土器 B （6．6） いる。文様帯内は沈線により文様 を描出 している。地文はR L の単節縄文 にぷい褐色 覆土

である。 普通 中峠式

第1976号土坑（第177図）

位置　調査区の南西部，F19il区。

規模と平面形　長径1．30m，短径1．18mの楕円形で，深さ56cmである。

長径方向　N－35。－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

＼ヂ

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子多量

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

／¢④）

焼土粒子微量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック微量，焼土粒子微量

ローム小ブロック微量

ロームブロック少量

し」
0 2m

！　　　；　　　！

第177図　第1976号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　5cm

！i l

遺物　縄文土器片178点，土器片円盤2点が覆土から出土している。1・2は土器片円盤である。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期の袋状土坑と考えられる。

第1976号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現存率

（％ ）
形 状 及 び文 様 の特 徴 備　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第17 7図 1 土器片円盤 4．1 4．0 1．1 2 1 100 R L の単節縄文。 D P 25

2 土器片円盤 3．8 3．8 1．0 15 100 R の無節縄文。 D P 26
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第1978号土坑（第178図）

位置　調査区の南西部，F19hl区。

規模と平面形　長径1．30m，短径1．20mの楕円形で，深さは60cmである。

長径方向　N－60。－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量

5　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

6　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量，炭化物微量

7　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量，炭化物微量

遺物　縄文土器片26点，磨製石斧1点が覆土から出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口縁部片で，波

頂下に沈線により渦巻文を描出し，沈線により区画文を措出している。口緑部の区画内にはRLの単節縄文を

第178図　第1978号土坑・出土遺物実測図
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横位に，胴部の区画内にはRLの単節縄文を縦位に充填している。2は磨製石斧である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第1978号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（C叫 幅 （C亘） 厚 さ（CⅡウ 重量 （g ）

．第178図　 2 磨製石斧 （10．8） 5．6 3．1 （382） 緑色凝灰岩 Q 51 覆土

第1982号土坑（第179～183図）

位置　調査区の南西部，F18i8区。

重複関係　本跡は第94号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径2．14m，短径1．80mの楕円形で，深さは114cmである。

長径方向　N－100－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土10層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。第5層は獣骨片を含む層で，第6層は焼

土層である。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　暗褐色
5　極暗褐色
6　暗赤褐色

7　褐　　色
8　明褐色
9　明褐色

ローム粒子多量，
ローム粒子中量，

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

焼土粒子少量
焼土粒子中量，焼土中ブロック少量
焼土粒子中量

焼土粒子中量

ロームブロック少量，焼土粒子中量，焼土ブロック中量，炭化物微量
焼土粒子多量，焼土ブロック多量
ロームブロック多量

ロームブロック多量
ロームブロック多量

10　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量

遺物　縄文土器片557点，土製耳飾り1点，石皿4点，磨石1点，石棒1点，石鉄1点，獣骨片が覆土から出

土している。1～5，7～11，13・14・16は深鉢の口縁部から胴部の破片，6・12・15・17は広口壷の口緑部

から胴部の破片，18・20は深鉢の口縁部片，19は頂部が欠損するものの橋状把手を有する深鉢の口縁部片，22

は蛇頭状の突起を有する探鉢の把手部片，21・23は深鉢の底部から胴部の破片である。1・10は第5層か

ら，3・5・6・26は第6層から出土している。24は小波状口緑を呈する深鉢の口綾部片で，沈線による区画

文内にLRの単節縄文を充填．している。25は深鉢の口緑部片で，Lの無節縄文を縦位に施している。26は土製

耳飾り，27は石皿片，28は磨石片，29は石鉄である。獣骨はシカである。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）の袋状土坑と考えられる。
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第179図　第1982号土坑・出土遺物実測図（1）
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第180図　第1982号土坑出土造物実測図（2）
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第181図　第1982号土坑出土遺物実測図（3）
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第182図　第1982号土坑出土遺物実測図（4）
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第183図　第1982号土坑出土遺物実測図（5）

第1982号土坑出土遺物観察表

29

0　　　　　　　　　　　　　　　5cm

！　　　；　＿　　」

図版番号器　　種計測値（C叫） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第179図深　　鉢A〔38．4〕4単位の小波状口縁を呈する口線部から胴部の破片。口緑部はわずかに内石英・長石・雲母P133　30％　PL21

1
縄文土器B（36．3）攣する。波頂部は双頭となる。文様は微隆帯により措出し，披頂部を起点赤褐色 覆土下層

とする逆U字状文とU字状文を入り組ませる1帯構成で，区画文内にRL

の単節縄文を充填している。

普通 加曽利EⅣ式

2

深　　鉢A〔43．9〕4単位の小波状口線を呈するロ綾部片。ロ綾部は内攣する。波頂部は双頭長石・砂粒 P13430％　PL21

縄文土器B（22．のとなる。口緑部は幅狭の無文語を形成している。文様は微隆帯により描出灰褐色 覆土

し，波頂部を起点とする逆U字状文とU字状文を入り組ませ，波底部下の

文様は2帯となる。区画文内にはLRの単節縄文を充填している。

普通 加曽利EⅣ式

第180図深　　鉢A〔32．6〕4単位の小波状口緑を呈する口緑部から胴部片。ロ縁部はわずかに内攣す長石・砂粒 P13540％　PL21

3
縄文土器B（24．0）る。ロ緑部は幅狭の無文帯を形成している。文様は微隆帯により描出し，にぷい赤褐色覆土下層

波頂部を起点とする逆U字状文とU字状文を入り組ませる1帯構成で，区

画文内にはLRの単節縄文を充填している。

普通 加曽利EⅣ式

4

深　　鉢A〔25．8〕ロ綾部から胴部の破片。胴部は内野して立ち上がり，ロ緑部は外傾する。長石・砂粒 P136　50％　PL21

縄文土器B（26．5）口緑部に双頭の突起を有し，ロ綾部に微隆帯を巡らしている。胴部にはR灰黄褐色 覆土

Lの単節縄文を施している。 普通 加曽利EⅣ式
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図版番号 器　　 種 計測値 （C叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第180図 探　　 鉢 A 〔32．4〕 口縁部か ら胴部の破片。胴部は外傾 して立ち上がり，口綾部は内傾する。 石英 ・長石 ・雲母 P 137　30％　P L 21

5 縄文土器 B （23，6） 口縁部は幅狭の無文帯 を形成している。文様は微隆帯によりW 字状文を施 暗赤褐色 覆土下層

す 1帯構成で，区画文内にはR I一の単節縄文を充填 している。 普通 加曽利E Ⅳ式

6

広 口 壷 A 〔22．0〕 口縁部から胴部の破片。胴部は球形を呈 し，口緑部は外反する。口縁部に 石英 ・長石 ．・砂粒 P 139　40％　P L 21

縄文土器 B （27．8） 無文帯を形成 し，肩部に橋状把手 を有する。胴部にL R の単節縄文を施 し 灰黄褐色 ‘覆土下層

ている。 普通 加曽利E Ⅳ式

7

深　　 鉢 A 〔31．0〕 4 単位の小波状 口縁 を呈する口縁部から胴部の破片。ロ縁部は内攣す畠。 長石 ・砂粒 P 138　20％　P L 21

縄文土器 B （24．0） ロ縁部は幅狭の無文帯を形成 している。文様は微隆帯により措出 し，波頂 黒褐色 覆土

部を起点とする逆U 字状文とU 字状文を入 り組ませる 1 帯構成で，区画文

内にはL R の単節縄文を充填 している。

普通 加曽利E Ⅳ式

第181図 探　　 鉢 B （17．4） 胴部片。胴部はわずかに内攣する。微隆帯を垂下させ，R L の単節縄文を 石英 ・長石 ・雲母 P 140 15％

8 縄文土器 施 している。 明褐色

普通

層土

加曽利E Ⅳ式

9

深　　 鉢 A 〔24．6〕 ロ縁部から頚部の破片。ロ縁部は内攣する。口緑部に微隆帯を巡らし，幅 長石 ・砂粒 P 141 2 0％　P L 21

縄文土器 B （19．6） 狭の無文帯を形成 してし、る。文様は沈線により措出し，頚部を境 に2 帯構 にぷい橙色 覆土

成 となる。区画文内に昼L R の単節縄文を充填 している。 普通 加曽利E Ⅳ式

10

探　　 鉢 B （．19．6） 胴部片。胴部は内攣する。微隆帯により．懸垂文を施 している。L R の単節 石英 ・長石 ・砂粒 P 142　20％

縄文土器 縄文を施 している。 1にぷい褐色

普通

覆土中層

加曽利E Ⅳ式

11

探　　 鉢・ A 〔22．7〕 口縁部から胴部の破片。胴部は直線的に立ち上が り，ロ縁部は外傾する。 長石 ・砂粒 P 143　20％　P L 22

縄文土器 B （17．3） L R の単節縄文を施 している。 にぷい黄褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

12

広 口 壷 B （19．6） 胴部片。胴部は球形を呈する。口緑部に微隆帯 を巡 らし，幅狭の無文帯を 石英 ・長石 ・砂粒 P 14 4 10％

縄文土器 形成している。L の無節縄文 を施 している。 黒褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

第182図 深　　 鉢 A 〔23．5〕 口緑部片。口綾部は内攣する。 4 単位の小波状 口縁を呈 し，披頂部は双頭 長石 ・砂粒 P 146　20％　P L 22

13 縄文土器 B （19．7） となる。ロ縁部 には波頂部を起点に微隆帯を巡らしている。R L の単節縄 黄褐色 覆土

文を施 している。 普通 加曽利E Ⅳ式

14 ．

深　　 鉢 A 〔20．2〕 口縁部片。小波状口緑 を呈 し，波頂部に橋状把手を有する。波頂部を起点 長石 ・砂粒 P 152 15％

縄文土器 B （8．8） に微隆帯 を巡らし，ロ縁部に幅狭の無文帯を形成している。文様は微塵帯 黒褐色 覆土

により描出し，R L の単節縄文を施 している。 普通 加曽利E Ⅳ式

15

広 口 壷 A 〔27．0〕 ロ緑部片。口緑部は外反する。ロ縁部に微隆帯 を巡 らし，幅狭の無文帯を 長石 ・砂粒 P 14 5 10％

縄文土器 B （11．4） 形成している。L の無節縄文 を施 していろ。 灰褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

16

深　　 鉢 A 〔23．6〕 口縁部片。・4 単位の小波状口縁を呈し，口緑部は内攣する。ロ縁部は幅狭 砂粒 ・スコリア P 14 7　 5％

縄文土器 B （13．1） の無文帯を形成 している。文様は微隆帯により描出し，波頂部を起点‾とす 黒褐色 覆土

る逆U 字状文とU 字状文を入り組ませる1 帯構成で，区画文内にはL R の

単節縄文を充填 している。

普通 加曽利E Ⅳ式

17

広 口 壷

縄文土器

B （9．6） 肩部片。橋状把手を有 し，L R の単節縄文を施している。 長石 ・砂粒

黄褐色

普通

P 151　 5％

覆土

加曽利E Ⅳ式

18

深　　 鉢 B （9．2） 口綾部片。小波状口縁 を呈 し，口緑部は外傾する。口縁部に隆帯 を巡 らし，長石 ・砂粒 P 15 3　 5％

縄文土器 披頂部直下は突出させている。L R の単節縄文を施 している。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

19

深　　 鉢 B （8．9） 把手 を有する口縁部片。把手上部欠損。把手下部は橋状を呈 し，把手上部 長石 ・砂粒 P 150　 5％

縄文土器 l は蛇頭形 と推定 される。文様は微隆帯により措出し，L の無節縄文を施 し 黒褐色 覆土

ている。 普通 加曽利E Ⅳ式

20

21

2 2

深　　 鉢 B （9．2）

B （11．0）

C　　 7．3

B （8．9）

B （7．3）

口縁部片。口縁部に微隆帯を巡らし，円形刺突文を施 している。文様は沈 長石 ・砂粒 P 154　 5％

縄文土器 線により措出 し，区画文内にはL R の単節縄文を施 している。 明褐色

普通

長石 ・砂粒

にぷい痩色

普通

砂粒

覆土

加曽利E Ⅳ式

P 14 8 10％　P L 22

覆土

加曽利E Ⅳ式

P 155　　5％

探　　 鉢

縄文土器

深　　 鉢

底部片。無文。

1
把手部片。把手上部は蛇頭形 を呈 し，下部は孔を有 し中空 となる。L の無

縄文土器 節縄文 を施 している。 にぷい黄褐色

普通

長石 ・砂粒

覆土

加曽利E Ⅳ式

P 14 9 10％　P L 22第183図 深　　 鉢 底部片。無文。

23 縄文土器 C　　 5．8 にぷい樺色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式
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図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の特 徴 備　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第183図 26 土製耳飾 り 1．8 2．2 2．2 （4） 60 円柱状で，中央に孔がある。無文。 D P 27

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測．　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（C叫 幅 （C叫 厚 さ（C叫 重量 （g ）

第183図 27 石　　 皿 （11．7） （12．8） 7．1 （74 0） 安　 山　 岩 Q 52　覆土

28 磨　　 石 （5．9） （6．2） 4．9 （26 1） 安　 山 ・岩 Q 53　覆土

29 石　　 鉄 3．0 1．4 0．3 1 頁　　　 岩 Q 54　覆土

第1989号土坑（第184図）

位置　調査区の南西部，F18g8区。

規模と平面形　長径1．80m，短径1．50mの楕円形で，深さは74cmである。

長径方向　N－780－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック中量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック中量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック微量，

焼土粒子少量，

焼土粒子微量，

焼土粒子微量，

焼土粒子微量，

焼土粒子微量，

焼土粒子微量，

焼土粒子微量，

焼土中ブロック微量，炭化物少量

焼土中ブロック微量，炭化物少量

焼土中ブロック微量，炭化物中量

焼土中ブロック微量，炭化物少量

炭化物少量

炭化物微量

炭化物微量

遺物　縄文土器片479点，土器片円盤2点，磨石1点が出土している。1は小波状口緑を呈する深鉢の口緑部

片で，覆土下層から出土している。3は小波状口緑を呈する口緑部片で，波頂部を起点に微隆帯を巡らしてい

る。2・5は深鉢の口縁部片，4・6・7は深鉢の胴部片で，微隆帯により文様を措出し，RLの単節縄文を

縦位に施している。8・9は土器片円盤，10は磨石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第1989号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第184図 探　　 鉢 ‘A 〔18．3〕 ロ縁部片。口縁部は内攣する。小波状口緑を呈 し，波頂部は双頭となる。 石英 ・長石 ・雲母 P 156 10％　P L 22

1 縄文土器 B （12．0） 波頂部を起点に微隆帯 を巡 らしている。文様は微隆帯により措出し，区画 にぷい赤褐色 覆土下層

文内にL R の単節縄文を充填 している。 普通 加曽利E Ⅳ式

図版番号 器　　 種 ．
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の 特 徴 備　 一　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第18 4図　 8 土器片円盤 4．6 3．6 1．0 18 100 L の無節縄文。 D P 2 8

9 土器片円盤 3．5 3．2 1．．0 12 100 無文。 D P 2 9

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ¢m） 幅¢m） 厚さ¢叫 重量 （g ）

第184図 10 磨　　 石 7．8 4．2 5．4 （216） 安　 山　 岩 Q 55　覆土　 凹石兼用
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第1999号土坑（第185図）

位置　調査区の南西部，F19hO区。

規模と平面形　径2．70mの円形で，深さは98cmである。

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plはほぼ中央部に位置し，長径22cm，短径20cmの楕円形で，深さ32cmである。

覆土　8層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物少量

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　明褐色

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化物少量
ロームブロック中量

ロームブロック少量，炭化物少量
ロームブロック中量

ローム小ブロック多量，焼土粒子少量，炭化物少量
ロームブロック中量

ロームブロック多量

遺物　縄文土器片121点，石鉄1点が覆土から出土している。1・2は把手を有する深鉢の口緑部片である。

3は深鉢の口緑部付近から胴部の破片で，頚部に隆帯を巡らし，口緑部には縦位の沈線を充填している。胴部

にはRの無節縄文を縦位に施している。4は深鉢の口緑部片で，沈線を有する隆帯によりクランク文を施こし，

空自部に縦位の沈線を施している。5は石鉄である。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）の袋状土坑と考えられる。

第1999号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値¢m） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第185図 探　　 鉢 B （13．5） 把手部の一部が欠損するロ縁部片。ロ緑部は内攣する。把手上部は環状を 石英 ・長石 ・砂粒 P 157　 5％

1 縄文土器 呈 し，下部は橋状となる。ロ緑部はR L の単節縄文を地文とし，沈線によ にぷい赤褐色 覆土

り区画文を施 している。 普通 加曽利E I 式

2

深　　 鉢 B （9．0） 把手を有する口縁部片。ロ縁部は内攣する。把手部 に貫通していない孔を 石英 ・長石 ・砂粒 P 158　 5％

縄文土器 有 し，隆帯により文様 を措出している。区画文内には縦位の沈線を施 して にぷい赤褐色 覆土

いる。 普通 加曽利E ・I 式

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（C叫 幅 （C叫 厚 さ（C叫 重量 （g ）

第185図　 5 石　　 鉄 2．9 1．7 0．4 1 チ　ャ　ー ト Q 5 6　覆土

第2001号土坑（第186図）

位置　調査区の南東部，F20iO区。

規模と平面形　長径2．22m，短径2．16mの楕円形で，深さは60cmである。

長径方向　N－200－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土10層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量
3　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量
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5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

9　褐　色

10　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

ローム粒子中量，ロームブロック少量，炭化物微量

ローム粒子多量，ロームブロック少量，炭化物微量

ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

ロームブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片61点が覆土から出土している。1は波状口縁を呈する深鉢の口緑部片，2は波状口緑を呈す

る浅鉢の口緑部片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

＼　　①

－23．2m

一、

0　′　　　　　　　　10cm」
第186図　第2001号土坑・出土遺物実測図

第2001号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

0　　　　　　　　　　　10cm

ヒ二十二∃

図版番号 器　　 種 計測値桓ゆ 器　 形　 及　 び　文　 様　 の　 特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第186図 深　　 鉢 A 〔26．9〕 波状口緑を呈する口緑部片。口綾部は内攣する。披頂部に隆帯により渦 石英・長石・雲母 P 159　5％

1 縄文土器 B （11．3） 巻文を施し，口緑部は沈線を有する隆帯により文様を措出している。区 にぷい褐色 覆土

画文内には、縦位の沈線を施している。 普通 加曽利E I式

2

浅　　 鉢 B （3．5） 波状口緑を呈する口縁部片。口緑部は外傾する。披頂部直下に隆帯によ 石英・長石・砂粒 P160　5％

縄文土器 り渦巻文を施している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

第2003号土坑（第187図）

位置　調査区の南部，F19j9区。

規模と平面形　長径1．58m，短径1．02mの楕円形で，深さは80cmである。

長径方向　N－480－W

学　外傾して立ち上がる。北西壁は段を有する。

底　平坦である。

覆土10層に分層され，自然堆積と考えられる。北西壁の段部には第1～6層が堆積しており，別の遺構とな

る可能性がある。
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土層解説
1暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量

2　にぷい褐色　　ローム小ブロック中量，炭化物微量
3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物微量

4　褐　　色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量
5　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量

6　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量
7　褐　　色　　ローム小ブロック多量，焼土粒子微量，焼土小ブロック微量，炭化物微量

8　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，焼土小ブロック微量，炭化物微量
9　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量，焼土小ブロック微量，炭化物微量
10　褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片19点が覆土から出土している。1は大形の探鉢で，ほぼ底面から斜位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第187図　第2003号土坑・出土遺物実測図
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第2003号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 18 7 回 深　　 鉢 A 〔4 5．2〕 口縁部一部欠損。胴部は内攣して立ち上が り，頸部で くびれ，ロ縁部は内 長石 ・砂粒 P 16 1 95％　P L 22

1
縄文土器 B （6 1．7） 攣する。口縁部には隆苛による2 単位の渦巻文を起点に区画文を施し，区 明褐色 覆土下層

C （10．の 画文内に縦位の洗練を充填 している。胴部はR L の単節縄文を地文 とし，

沈線による3 本一組の懸垂文を施している。

普通 加曽利 E Ⅱ式

第2005号土坑（第188図）

位置　調査区の南部，F19jO区。

重複関係　本跡は第2000A・B号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径1．00m，短径0．86mの楕円形と推定され，深さは28cmである。

長径方向　N－290－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片17点が覆土から出土している。1は深鉢の底部から胴部の破片，2は小波状口緑を呈する深

鉢のロ綾部片である。3は探鉢の口緑部片で，縦位の条線文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加営利EⅢ式期）と考えられる。

∇／

旦2乱。m

ヽ　J

O　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第188図　第2000A・B・2005号土坑，第2005号土坑出土遺物実測図
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第2005号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 188 図 探　　 鉢 B 〔13．3〕 底部から胴部片。胴部は内攣 して立ち上がる。条線文を施 している。 石英 ・長石 ・砂粒 P 162 1 5％　P L 22

1 縄文土器 C （7．4） 灰褐色

普通

覆土

2

深　　 鉢 B （9．3） 小波状口緑 を呈す る口緑部片。ロ緑部は内攣する。ロ緑部は微隆帯 によ 石英 ・長石 ・砂粒 P ユ6 3 10％　P L 22

縄文土器 り文様を描出 している。胴部はR L の単節縄文 を地文 とし，沈線による にぷい赤褐色 覆土

蕨手状文を垂下させている。 普通 加曽利 E Ⅲ式

第2007号土坑（第189図）

位置　調査区の南部，F20g9区。

重複関係　本跡は第100A号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

第189図　第2007号土坑・出土遺物実測図

」

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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規模と平面形　長径1．96m，短径1．72mの楕円形で，深さは80cmである。

長径方向　N－720－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1灰褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片26点が覆土から出土している。1は把手を有する深鉢の上半部，2は深鉢の胴部片である。

3は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を施している。4は深鉢の口緑部付近から胴部の破片で，RLの単節縄

文を地文とし，頚部に隆帯を巡らしている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2007号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 189 図 探　　 鉢 A 〔15．1〕 ロ緑部から胴部の破片。・1 単位の 8 の字状の把手と2 単位の双頭の把手を 石英 ・長石 ・砂粒 P 164 50％ P L 2 2

1
縄文土器 B （12．7） 有 し，口緑部 は内攣する。頚部 に隆帯を巡 らして口緑部文様帯を形成 し， 灰褐色 覆土

隆帯による 3 単位のクランク文を施している。胴部はR L の単節縄文 を

地文・とし，沈線 による 3 本一組の懸垂文を施している。

普通 加曽利E I 式

2

深　　 鉢 B （21．5） 胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。R L の単節縄文を地文 とし、沈線に 石英 ・長石 ・雲母 P 165 10％ P L 22

縄文土器 よる3 本一組の懸垂文 と波状の懸垂文 とを交互に施 している。 暗褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

第2015号土坑（第190・191図）

位置　調査区の南部，F20g7区。

規模と平面形　長径1．96m，短径1．56mの楕円形で，深さは88cmである。

長径方向　N－40－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

ピット　3か所。Plは中央部に位置し，長径28cm，短径24cmのほぼ円形で，深さ63cmである。P2とP3は壁際

に位置する。P2は，長径36cm，短径32cmのほぼ円形で，深さ80cmである。P3は，長径52cm，短径38cmの楕円

形で，深さ52cmである。

覆土10層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　灰褐色

2　暗褐色

3　灰褐色

4　灰褐色

5　灰褐色

6　灰褐色

7　褐　色

8　褐　色

9　褐　色

10　褐　色

ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化物微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化物少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量
ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物少量

ローム粒子多量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量
ローム粒子中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，焼土粒子微量，炭化物微量
ローム粒子多量，ロームブロック微量，焼土粒子少量，炭化物少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物少量
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